
おさしづは宝　　刻限中心編・明治四十年
────＜百日のおさしづ＞―――――

明治四十年三月十三日（陰暦正月二十九日）午前八時三十分
平野楢蔵とお話しありし時、俄かに刻限の話
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
一万二千足らんと聞いた。そんな事でこの道どうなるぞ。これでは働けるか働けんか。さあしっかりせい。教祖にこの道譲りて貰ろたのに、難儀さそうと言うて譲りて貰うたのやない、言うて居た日あるのに、何と呆けて居る。
さあ／＼今日はどういう話仕掛けるかも分からん。さあ皆用いるか／＼。用いらねば世界へどうして詫するか／＼。これ知りて居るか。年限数えてみよ／＼。いつまでこんな事で通るか。道は、皆継目あるで／＼。継目知りて居るか／＼。知らずに何と呆けて居る／＼。皆んな取損いして居る／＼。教祖という道内から潰して居る。世界の道で立ってあるか／＼。学問で立つと思うか。さあ／＼世界の機械は何時なりとある。何時なりと買えるで。神の機械あるか。あらしょまい。神の機械は、年限の理続くが神の機械である。これ一時に聞き分けて今日に返事して来い。さあ手の空いた者席運べ／＼。今の席四席連れて来い。
さあ／＼決まるもの決まりて来い／＼。早くこういう決まりして来たと言うて来い。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

一万二千足らんと聞いた。そんな事でこの道どうなるぞ。これでは働けるか働けんか。さあしっかりせい。教祖にこの道譲りて貰ろたのに、難儀さそうと言うて譲りて貰うたのやない、言うて居た日あるのに、何と呆けて居る。

(一万二千足らんと聞いた。そんな事〈たとえ道の為であろうと、思うようにお金が集まらない為に、普請やその他の事情をスムーズに進める事が出来ないと思い悩むのは世界並の事情である。そこで教祖ひながたの道に習って、肝心な時に思うよう事が進まないという大きな親不孝因縁の果たしの道を通らせて下さる神様の守護を満足たんのうして受け取る事が出来れば、その心を受け取って下さり、長い間積み重ねて来た親不孝の理の一部分が晴れて順序の理が治まるのだが、その為の、何より大事な教祖ひながたの道を見習おうともせず、世界並の心を出して案じてしまう事〉でこの道どうなるぞ。
これでは神が働けるか働けんか、よう考えてみるが善い。さあしっかりせい。
思うように成らん真実誠の神一条の道の中を満足たんのうして通り抜けてこそ神が働くと教えられて教祖にこの道を譲りて貰ろたのに、速やかに聞き分けて実践する事が出来ないから理が治まらないのであり、ただやみくもに難儀をさそうと言うて譲りて貰うたのやないのや、成らん中の満足たんのう一つがさんげやと言うて居た日があるのに、何と呆けて居るか。)

さあ／＼今日はどういう話仕掛けるかも分からん。さあ皆用いるか／＼。用いらねば世界へどうして詫するか／＼。これ知りて居るか。年限数えてみよ／＼。いつまでこんな事で通るか。道は、皆継目あるで／＼。継目知りて居るか／＼。知らずに何と呆けて居る／＼。

(さあ／＼今日はどういう話を仕掛けるかも分からんで。さあ皆々で神の思惑通りの道を用いるか／＼。
速やかに用いらねば世界救けの道は何時まで経っても出来ないが、そんな事では、真実誠の世界救けの道が出来上がるのを、今か今かと待ち望んでいる世界中へどうして詫するか／＼。
これだけの道である事〈今のこの仮の道に引き寄せられた私達は、善きも悪しきも含めて世界のひながたと成るべくして引き寄せられたのであり、澄み切った真実を定めて速やかに神様の思惑通りの道を運ばせて貰おうとする誠の理を世界中に写し出し、世界中に同じ道を通す事よって世界を救けるという道の順序〉を知りて居るか。
世界中に写し出す為の澄み切った真実を定める事が出来ないまま、ここまで来てしまった年限の理を数えてみよ／＼。いつまでもこんな事で通ると思うか。
道は、皆継目があるで／＼。継目というは節のようなものであり、思うように成らん天然自然順序の道に満足たんのう治め、じっと堪え抜いてこそ成って来るという事を知りて居るか／＼。
澄み切った真実を定めて天然自然順序の理を働かす事が出来ない為に真実誠の神一条の道が始まらないのであるが、そんな基本的な事も知らずに何と呆けて居る／＼。)

皆んな取損いして居る／＼。教祖という道内から潰して居る。世界の道で立ってあるか／＼。学問で立つと思うか。さあ／＼世界の機械は何時なりとある。何時なりと買えるで。神の機械あるか。あらしょまい。神の機械は、年限の理続くが神の機械である。これ一時に聞き分けて今日に返事して来い。さあ手の空いた者席運べ／＼。今の席四席連れて来い。
さあ／＼決まるもの決まりて来い／＼。早くこういう決まりして来たと言うて来い。

(皆んな取損い〈正しい道なら何もかもスムーズに進むというような、大きな勘違いしている。教祖ひながたの道に目を向ければ、正しい道であればこそ、人間の思うように成らない苦しみの道によって積み重ねた残念の理を晴らして下さり、きれいな理に改めて下さるから大きく道が広がる〉をして居る／＼のや。
教祖という道内からも、苦しみの道を通りてこそ立つという天の道理を潰して居る。
この道は世界並の道で立ってあるか／＼。人間の学問で立つと思うか。
さあ／＼世界救けの道を広げる機会・チャンスは何時なりと有るで。
何時なりと買える〈道の為・世界救けの為に、己の今一時の結構を天に供えて尽くさせて頂こうとすれば、何時なりと神様が働いて下さる。身を捨てて尽くそうとする真実誠の値が無ければ、神様が働いて下さる事は出来ない。働いた理は必ず我が身に帰って来るのであって、他に結構な道は無い〉で。
通り易い人間の道の中に、神の働きを引き出す機会・道理があると思うか。とてもあらしょまい。
神の理を働かせる機会・順序は、何もかも捨てて道の為・世界の為に尽くそうとする年限の理の続く限りが、神の働きを引き出す機会・時旬である。
これだけの道である事を一時に聞き分けて、「よく分かりました、今からでもそのように運ばせて頂きます。」と、今日にでも返事して来い。
さあ手の空いた者は席を運べ／＼〈神様のさしづを速やかに聞き分けて、教え通りの理がスムーズに進むように運べ／＼〉。
今の席で四席の理を許すから皆連れて来い。
さあ／＼決まるもの決まりて来い／＼。早くこういう新しい決まりをして来たと、皆々に言うて来い。)

〈四席に付いては、明治二十五年十二月二十一日のおさしづに教えられて居る
・・・さあ／＼尋ねる事情／＼、事情判然以て一つ諭したる。なれど一日々々事情世界事情、だん／＼の事運ぶに運べん。事情々々は一日一席、三名一つの理定めたる。なれど遠く遙々運ぶ処、一時受け取らにゃならん。事情の処一席三名、一日どうもならん処、特別又一席なろまい／＼。事情一日の一席、朝に一席の処、二席これは常詰。又尋ねる処、夜々事情、日に四席々々、許そ／＼。暫く朝々、又夜分々々、速やか運んでやってくれ。〉



御運び後十一時頃上原佐助、飯降政甚と話し合い居る時俄かに
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
昼からもう四席出して了え／＼。早う片付けにゃどうもならん。さあ／＼早く言うてやれ。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(昼からでもいいから、もう直ぐに四席を出して了え／＼。早う片付けにゃどうもならん。
さあ／＼遠くから苦労をしてはるばる運んで来る者に、一日四席の理が許されたと、早く皆々に言うてやれ。)







明治四十年四月二日（陰暦二月二十日）　
同午前八時上田ナライトの普請の事に付、おさしづ読み上げての後にて刻限
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
今日までには、どんな日もあったやろう。二十年以前の事はお前達も知って居るやろ。今日の日はしっかり聞いて置かにゃならん。
皆掴まえ無いような事と思うやろ。掴まえ無いような処から見えて来るのや。皆知って居る。知って居るやろうなあ。皆良い日もあれば悪い日もある。なれど、固まって来たら強いものや。出世は若い時にせにゃならん。年寄りての出世は先は短い。今日の事は、俄かに言い掛けてどうするかと思うやろう。何も俄かに言い掛けたのやない。放って置いたのや。一時に言うた処がどうもならん。一つ／＼固め。固めたら強い／＼。一つ／＼固め、一つ／＼組み上げ。組み上げたら強いものやで。後は陽気ぐらし。心程強いものは無い。心程弱いものは無い／＼。これだけ聞き取ったら十分働き働き。働き見え掛けたら、あんな事何を言うやらというような処から、皆成って来た。
やしきの中には、存命のように十分働いて居る。陰から働いて居る。元大工して居た者や／＼。月日入り込んで自由働くで／＼。自由働きさしてあると言う。
心からどんな事あったて、何も案じる事要らん。しっかり聞いて置け／＼。東西南北計って来い。何尺何寸あると見て来い。
今日は妙な日や／＼。何なっと皆んなに一杯拵えて呑ませ／＼。呑んでくれ／＼。さあ／＼起こすで／＼。皆寄って抑えて居るようなもの。手を離したら何でも無い何でも無い。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

今日までには、どんな日もあったやろう。二十年以前の事はお前達も知って居るやろ。今日の日はしっかり聞いて置かにゃならん。

(この道が始まって以来今日までには、どんな日もあったやろう。
二十年以前の事〈広くて大きな世界救けの道を拵える為の真実誠の種の理とする為に、中山家の財産の大部分を尽くし果たされたが、その後の二十年というものは誰も寄り付く者も無かった。その中を堪えて尽くされた二十年の理があればこそ、その間に大きく理が育ち、後々の道が出来たという事〉はお前達も知って居るやろ。
結構な今日の日を迎える為には、真実誠の種を蒔いて埋めて置き、報われる事の無い二十年の道の中を堪えて満足たんのう貫いた理が無ければ、折角蒔いた種も育たないという事をしっかり聞いて置かにゃならんで。)

皆掴まえ無いような事と思うやろ。掴まえ無いような処から見えて来るのや。皆知って居る。知って居るやろうなあ。皆良い日もあれば悪い日もある。なれど、固まって来たら強いものや。出世は若い時にせにゃならん。年寄りての出世は先は短い。

(真実誠の種を蒔いて、報われる事の無い二十年の苦しみの道の中を堪えて満足たんのう治めるという事は容易に出来ない事であって、皆掴まえどころ無いような事と思うやろ。
大きく育つ為の綺麗な理は、掴まえどころ無いようなきれいな処から見えて来るのやで。
そうして通り抜けた教祖ひながたの道が有ったから、今日の道が有るという事は皆知って居る筈や。誰も皆知って居るやろうなあ。
皆十分に知って居ても、長い間には、それだけの理に適う善い日もあれば悪い日もあるという事や。
なれど段々と真実誠の神一条の道に固まって来たら、神が守り通してやらなければならない事に成るから強いものやで。そのような出世の元に成る苦労艱難の道は、若い時にせにゃならんのや。
年が寄りてからの出世では、先は短いであろう。)

今日の事は、俄かに言い掛けてどうするかと思うやろう。何も俄かに言い掛けたのやない。放って置いたのや。一時に言うた処がどうもならん。一つ／＼固め。固めたら強い／＼。一つ／＼固め、一つ／＼組み上げ。組み上げたら強いものやで。後は陽気ぐらし。心程強いものは無い。心程弱いものは無い／＼。

(今日の事〈このさしづ〉は、結構な理ほど長い年限を掛けて育つという事を話すのであるが、俄かに言い掛けてもどうする事も出来ないのであって、どうしたらよいかと思うやろう。
なれど、何も俄かに言い掛けたのやないで。何度言っても聞き分ける事が出来ないから、今まで放って置いたのや。
あの理とこの理を聞き分けて、速やかに実践しなければ成らないと一時に言うた処が、何が何でも神の思惑通りに運ばせて貰おうという澄み切った精神が定まらなければ、心通りの道に成るよう連れて通す事が出来ないからどうもならんのや。
しっかりとした精神を定める事は容易でないから、無理なくそれぞれの出来る処から一つ／＼固めるが善いと言うのや。
段々と澄み切った真実の心に固める事が出来たら、神が守り通すから強い／＼ものやで。
一つ／＼真実を固めて、一つ／＼組み上げるが善い。澄み切った心に組み上げたら、何ものにも負けない強いものに成るのやで。
後は陽気ぐらしが待って居るのや。濁り切った人間思案を捨てて、神に全てを任せ切った心程強いものは無いで。
神の思惑に沿えない濁り心程、弱いものは無い／＼のや。)

これだけ聞き取ったら十分働き働き。働き見え掛けたら、あんな事何を言うやらというような処から、皆成って来た。
やしきの中には、存命のように十分働いて居る。陰から働いて居る。元大工して居た者や／＼。月日入り込んで自由働くで／＼。自由働きさしてあると言う。
心からどんな事あったて、何も案じる事要らん。しっかり聞いて置け／＼。

(これだけの話を聞き取ったら十分の働き働きをするが善い。
十分な心の働きが見え掛けたら、神が十分に守護して来たからこそ、あんな事ばかりして何を言うやらというような処から、皆結構に成って来たのやで。
このやしきの中には、今も尚教祖が存命同様のようにして十分に働いて居るのや。誰にも見えない陰から働いて居るのやで。
又こうしてさしづの理を伝える事が出来るのも、何もかも捨てて道の為に尽くそうとする誠真実を受け取ったから、神が十分に働いて明らかな理を伝える事が出来るのだが、これとても、元は大工をして居た者や／＼。
大工の澄み切った心を見定めたから、月日が体内へ入り込んで自由自在に働くのやで／＼。
道の為に尽くそうとする一途な心を受け取ったからこそ、心通りに自由自在の働きがさしてあると言うのや。
又誰であろうと、心から悔やまなければならないようなどんな間違った事がしてあったとて、これからは何もかも捨てて道の為・世界の為に尽くそうとするなら、世界救けの為にも、神が十分に働いてやるから何も案じる事は要らんのや。
どんな悪な者でも、澄み切った真実さえ定まれば、後は神が引き受けるから案じる事は要らんという事をしっかり聞いて置け／＼。)

東西南北計って来い。何尺何寸あると見て来い。今日は妙な日や／＼。何なっと皆んなに一杯拵えて呑ませ／＼。呑んでくれ／＼。さあ／＼起こすで／＼。皆寄って抑えて居るようなもの。手を離したら何でも無い何でも無い。

(普請については、後でさしづするから東西南北計って来い。何尺何寸あるかと見て来い。
今日は妙な日や／＼。何なりと持って来て、皆んなに一杯拵えて呑ませ／＼てくれ。呑んでくれ／＼。
さあ／＼これから先は真実誠の神一条の道を起こすで／＼。
そこで人間の理ばかり持ち出せば、神が自由自在に働けないのは天の道理であり、皆で寄ってたかって抑えて居るようなものや。
手を離したら〈濁り切った人間思案を捨てゝ、神にもたれ切る事が出来たら〉神が自由自在に働く事が出来るから、どんな恐ろしい道やどんな事でも、何でも無い何でも無いという事に成るで。)


明治四十年四月四日（陰暦二月二十二日）午後十一時四十分
刻限御話
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼／＼／＼この間うち、さあ／＼長らえて／＼十分のこれ話し掛けたる。さあ／＼十分の事話し、どうやらこうやら思わくの処、こう言うたであろう。これからはこれ第一。神の話台と言う。何から何まで。この道又長らえての身の障り、一日二日四日五日経てばどうであろう。いかなる者もどうであろう。日々身の処／＼一言も述べる事出来ようまい／＼。一時の処一寸防ぎ、これもう待つ／＼、さあさあ何が防ぎと言う。さあ何から何までの処いつ／＼くどう／＼話し掛けたる。どうでもこうでも治めてくれにゃならん。一つ心治めるなら自由自在である。これから先の話や。どうでも一つ心治めてくれ。どんな者でも何でも自由である。今夜の話して置くによって、しっかりと皆々心を合わせ。すれば、これからは十分である。さあこれだけ神が頼み置くによって、しっかり聞き取りてくれ。ウーー。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

さあ／＼／＼／＼この間うち、さあ／＼長らえて／＼十分のこれ話し掛けたる。さあ／＼十分の事話し、どうやらこうやら思わくの処、こう言うたであろう。これからはこれ第一。神の話台と言う。何から何まで。

(さあ／＼／＼／＼道には神の道と人間の道と二つの道があるが、この二つの道に挟まれた日々の道の中に、さあ／＼長らえて／＼尽くす十分の道が有り、これが世界救ける為の十分の理であると話し掛けたるのやで。
さあ／＼世界救ける十分の事として話しているのは、「何を差し置いても道の為・世界の為に尽くさせて頂きたい。そうすれば自分達の事は神様が守り育てて下さるから大丈夫だ。」というような、どうやらこうやらの澄み切った思惑の定まった処を神が受け取り、こう〈心通りの結構な道に成るよう連れて通す〉と言うたであろう。
これから先は段々と神の思惑通りの道に成るのやから、何よりこれが第一である。
何事も神の話通りに運ぼうとする固い精神を定める事が第一であり、神がその心を受け取って真実誠の救け一条の道を連れて通し、その姿を世界に写し出して、同じ道を通す為の真実誠の道の台にすると言うのや。
道という理は、何から何までもこの理一つに尽きるのやで。)

この道又長らえての身の障り、一日二日四日五日経てばどうであろう。いかなる者もどうであろう。日々身の処／＼一言も述べる事出来ようまい／＼。一時の処一寸防ぎ、これもう待つ／＼、さあさあ何が防ぎと言う。

(この道は世界救ける為の色々な真実の理を積み上げる神一条の道であるが、その為の又一つの胸の掃除の道であって長らえての身の障りの道であり、胸の掃除の為の一日二日四日五日の苦しみの日が経てば、どうしてこんな事に成ってしまったであろうかと思うであろう。
いかなる者もどうしてであろうかと思案するであろう。
気付かない間に日々積み重ねた残念の理を、一時の身の処／＼の不自由の理に変えて掃除をしてやり,通るに通れない処を改めてやろうとするのやから、どうしたら身上の障りが治まるか等とは、一言も述べる事は出来ようまい／＼。
通るに通れない一時の処を、一寸の身上・事情の理に変えて防ぎ、これがもうすっきりと治まるまで満足たんのうして待つ／＼という道であるが、さあさあ何が防ぎ〈どんな心づかいを受け取って救ける〉と言うて居るかよう聞き分けてくれなければならんのや。)

さあ何から何までの処いつ／＼くどう／＼話し掛けたる。どうでもこうでも治めてくれにゃならん。一つ心治めるなら自由自在である。これから先の話や。どうでも一つ心治めてくれ。どんな者でも何でも自由である。今夜の話して置くによって、しっかりと皆々心を合わせ。すれば、これからは十分である。さあこれだけ神が頼み置くによって、しっかり聞き取りてくれ。ウーー。

(さあ何から何までの処も一時の不自由の理に変えて救けると、いつ／＼の話にもくどう／＼話し掛けたるのや。これをどうでもこうでも聞き分けて治めてくれにゃならんで。
如何な事情も真実誠の救けの理であると心得て、何事もさしづ通りに運ぼうとする一つの心を治めるなら自由自在である。これは、これから先の明らかな道の話やで。
少しでも道の為に尽くそうとする真実の心が有るなら、どうでもさしづ通りの道を運ばせて貰おうという一つ心を治めてくれるよう。
どんな者でも、何が何でもさしづ通りに運ぼうとする誠の心一つで自由自在であるのや。
これだけの事を今夜の話として伝え置くによって、しっかりと聞き分けて、皆々で心を合わせてくれるよう。
すれば、これから先の道は十分である。
さあこれだけの事を神が頼み置くによって、しっかりと聞き取りてくれるよう。
ウーー。　〈・・・行き過ぎた世界中の軍拡競争や悲惨な弱肉強食の道理等によって、破滅に向かってまっしぐらに進んでいる人間世界を救って頂く為には、濁り切った人間支配の道理を速やかに取り壊して、澄み切った神様の一列支配の世界に改めて下さるより他に方法は無く、その為には、人として生き永らえる事が許される全ての人々が、神様のさしづ通りの道を運ぶより他に治まる理は無いが、それを実現する為には、実際にそれだけの理を聞き分けてさしづ通りの道を運び、真実誠の道の台と成って尽くそうとする多くの者が育たなければ世界は救けられない。
それは私達に与えられた使命であるが、そうして尽くす理を大きく受け取って大きく救けてやろうとされる親神様に置かれては、それをはっきりと言葉に現わす事は出来ず、なんとかして自分達の力で聞き分けて貰いたいと願われる。言葉に出せない親神様の真実の声・どうにか分かって貰いたいと願われるうめき〉。)












明治四十年四月五日（陰暦二月二十三日）
昨夜の刻限申し上げ、尚外に御聞かし下さる事ありますれば御聞かし下され度しと願
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼まあ話し掛けたら大きな話やで。大きい話聞いて、大きい事は皆承知して掛かって居るやろう。中程というものは難しいようなもの。一寸には行かん事やが、大きい事は大きいして掛かれば行くもの。又どんと話仕掛けるやろうと思う。言い掛けたら仕遂げにゃならん。出けて来にゃならん。出けて来る。皆何やろうと思う。年限という、三十年祭々々々々、これもう十分の日は八分まで経って了た。三年向こうからは、どうでもこうでもやって貰わにゃならん。やってみよ／＼。出来る程に／＼。何でもない。あちらこちらどうして行こうこうして行こう思やんもある。思やんの中一寸にをい掛けてみよ。心配する事要らん、心配あらせん。これはこれと皆派分けるから、心配せにゃならん。そこでよく聞き分け。どうでもこうでも十分働く心を持ってくれ。何処からどういう働き出けるやら知れん。出けて来る。これだけ一寸話して置こ。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

さあ／＼まあ話し掛けたら大きな話やで。大きい話聞いて、大きい事は皆承知して掛かって居るやろう。中程というものは難しいようなもの。一寸には行かん事やが、大きい事は大きいして掛かれば行くもの。
又どんと話仕掛けるやろうと思う。言い掛けたら仕遂げにゃならん。出けて来にゃならん。出けて来る。

(さあ／＼この道は、神に従う心を忘れた間違いだらけの人間の道により、元の泥海に還さなければならない程汚れてしまった世界中を、速やかと救けようとして創め掛けた真実誠の神一条の道であるという事をまあざっと話し掛けたら、そんな世界を救う為に、皆一丸と成って働いてくれるようという大きな話をするのやで。
元々から、世界一列を救ける為に神が天下ったという大きい話である事を聞いて居るから、大きい道で有る事は皆承知して掛かって居るやろう。
道の中程というものは、蒔いた種を養い育てる時旬の理であって、その為の修理肥やしの理を積み上げなければならない時節であるから、長い年限積み重ねて来た残念の理の、果たしの為の長い苦しみの道の中を満足たんのうして運ばなければならないが、成らん中のたんのうは、一寸先も見えない人間に取っては難しいようなものであろう。
思うように成らん苦しみの道の中を満足たんのうして運ぶという事は一寸には行かん事やが、世界救けの為の真実誠の道の台と成って働くというような大きい事は、それぞれの心を受け取って神が働くかしものかりものの世界であるから、今一時の己の都合を捨てて道の為・世界の為に尽くさせて頂こうというような大きい心定めをして掛かれば、皆スムーズに行くものである。
自分の都合を捨てて世界の為に尽くそうとするなら神が働くという話を持ち出せば、又どんと大きい話を仕掛けるのやろうと思う。
どんな大きい事であっても、神が言い掛けたら、神の一方的都合上の理が働くから安心安全に出来る事ばかりであり、世界の為にも己の為にも善き事ばかりであるから、どうでも仕遂げて貰わにゃならんのや。
今の世界情勢を見れば、人を人とも思わない独裁政治や危険この上ない軍拡競争、限度を知らない自然破壊等によって、何時起きるとも分からないこの世の滅亡の危機にさらされて居るが、そんな世界を救おうとして神が勇み立つ為には、今一時の己の幸せを天に供えてでも、世界救けの為に尽くさせて頂きたいと願い出る多くの誠が必要であるから、先ず一人先に立って、立ち上がろうする誠の心がどうでも出けて来にゃならんのや。
こうして神が言う事は、先々を見定めて話す事ばかりやから、必ず出けて来るのやで。)

皆何やろうと思う。年限という、三十年祭々々々々、これもう十分の日は八分まで経って了た。三年向こうからは、どうでもこうでもやって貰わにゃならん。やってみよ／＼。出来る程に／＼。何でもない。

(こんな話をすれば、皆突然何を言うやろうと思うであろう。
道は年限の道というのであって、どんな事も心次第であり、定まった心を受け取って心通りの道に成るよう年限を掛けて神が働くのやから、この明治四十年の時代に置いての、九年先に行われる教祖三十年祭々々々々の理に例えるなら、これはもうすでに〈その為に尽くそうとする心は〉受け取り済みであって、神が受け取って働く為の十分の日は八分の処まで経って了たのやで。
道の為に最も大切な事は、己を捨てて道の為・世界の為に尽くそうとする澄み切った心を定める事であって、その心を受け取って神が働くから世界が救かるという事であるから、道の者が為すべき事は、胸の掃除の為の三年千日を通り抜けて澄み切った心を取り戻す事が第一であり、三年千日の道を通り抜けた向こうからは、澄み切った心を定めて神を勇ませ世界救けの為に尽くす事が出来るのやから、どうでもこうでもやって貰わにゃならんのや。
「どうか胸の掃除の為の三年千日の道を運ばせて頂きたい。」というような、世界救けの台と成る誠の心を定めてやってみよ／＼。
澄み切った真実を定めるなら、誰であろうとも出来る程に／＼。
三年に渡る苦難の道を運ぶという事は大変な事のように思えるが、世界救けの為の大きな原動力とする為に、神がしっかりと守り通してやるから最も安心安全な道に成るのであり、通り抜けて見れば、これから先のあらゆる苦難の道も、何でもないようなたのもしい事に成るのやで。)

あちらこちらどうして行こうこうして行こう思やんもある。思やんの中一寸にをい掛けてみよ。心配する事要らん、心配あらせん。これはこれと皆派分けるから、心配せにゃならん。そこでよく聞き分け。どうでもこうでも十分働く心を持ってくれ。何処からどういう働き出けるやら知れん。出けて来る。これだけ一寸話して置こ。
 
(あちらでもこちらでも、神の思惑通りの道を運ばなければならないという事を知っては居るが、実際にそれだけの道を運ばなければならないという事に成ったら、どうして行こうかこうして行こうかと思やんする者もあるであろう。
そんな思やんの中で、思い悩むより先に、一寸にをいを掛けてみよ〈どうか、私にほんの一寸た゜け胸の掃除の道を通させて下さいと願い出てみよ〉。
真実の願いを受け取って、どれ程結構な救け道で有るかを分かるよう連れて通すから何も心配する事は要らんのや、大事な道の台を困らすような事はしないから、心配する事はあらせんのやで。
これはこれと皆派を分けるから〈私にはそんな因縁は無い。そんな事を願ったら大変な事に成るのではないかというように、自分の道とは別派のように思って疑うから〉、心通りに心配せにゃならん事に成るのやで。
そこでよく聞き分けてくれ。どんな中も安心安全に連れて通して貰う為には、どうでもこうでも道の為・世界の為に尽くさせて頂きたいというような、十分な働く心を持ってくれ。
道の為に尽くそうとする誠一つが定まるなら道の宝であり、道の宝ならどんな中も守り通さなければならないのやから、何処からどういう不思議な働きが出けるやら知れんのや。
真実の心一つが定まれば必ず結構な道が出けて来るのやで。
これだけの道で有る事を、一寸話して置こう。)


押して、三年すれば掛からして貰うて宜しう御座りますか
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼どうでもこうでも何も大きな立派な事する事要らん。今の式場に一寸大きものでよい。どれだけ要ると、元の台括るから出来ん。台括らんとしてみよ。独り出来る。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
(教祖三十年祭については、どうでもこうでもこうしなければならないという事は無いのであって、何も大きな立派な事をする事は要らんで。
今迄の式場に一寸手を加えたようなものであって、ほどほどの大きさのものでよい。
道の為には、どれ程のものや、どれだけの真実誠がなければならないというように、元の台〈教祖ひながたの道〉と同じようにくくってしまうから、それぞれの心尽くしの道が出来んのや。
台括らんとしてみよ〈教祖は教祖であって、私達は私達の精一杯の道を通させて頂こうと心定めてみよ〉。
無理の無い処からぼつぼつ始め掛ければどんな道も独り出来て来るのやで。)



押して、皆心一手にして心一杯働きますから、本席の御身上御ゆるみ下されませ、と申し上げ
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼尋ねる処／＼、いかな事も皆案じあるから尋ねる。尋ねるから一寸話して置かにゃならん事ある。これまで遠く早う／＼、一年二年三年だん／＼延びる事ばかり。よう／＼と言う。これ一つ何も仕切ってしたて、行こうまい。未だ暫くの処、どちらこちら日は余程あるによって、その心で居てくれ。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
(さあ／＼尋ねる処／＼、いかな事も皆案じあるから尋ねる。尋ねるから、一寸話して置かにゃならん事がある。
これまでは神の思惑が十分に分からず、神の思惑から外れた遠く遠くの道を運んで居るから、早う／＼素直な心を取り戻して神の話通りに運んでくれるようと言うても、それだけの精神が定まらないまま一年二年三年と日が経ち、だん／＼延びる事ばかりであった。
神の思惑通りに運ばなければ道に成らないという事が分からず、真に承知が出来るまでには色々な道が必要であるから、よう／＼の道と言うのやで。
天然自然に成って来る神の道を満足たんのうして通り抜ける事が出来ず、これ一つさえ治まるなら何も望みませんからどうかこの場を治めて頂きたいと仕切ってしたって、結構な先々の道に成る為には、成るだけの理が治まらなければならないのやから、何事も人間の思うようには行こうまい。
未だ暫くの処は、どちらこちらの理を聞き分けて深く心に治めなければ成らないが、残された日は余程あるによって、一時も油断しないよう十分につとめてくれるよう、何事もその心得で居てくれ。)






明治四十年四月九日（陰暦二月二十七日）午前一時
刻限
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼／＼毎晩々々の事にどうもならん。今日の日大抵の事知らしたで。どうも半端、心にたんのう出来ん。どういう事いかん。今日まで何にも言わずして越して来た。どう語るも言葉、同じ言葉やで。
さあ／＼もう道はどうなりこうなり治まる／＼。一つ／＼／＼これ一つもう一段の処、これ一つ一寸又事情、今日までは、これさえ了うたらなあ、待って居る待って居る。今日の祭了うてもなあ、祭了うても、又かいな。早く踏み留めてくれ／＼。もう一日二日、余程大事な処である程に／＼。どちらからでも大事やで。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

さあ／＼／＼毎晩々々の事にどうもならん。今日の日大抵の事知らしたで。どうも半端、心にたんのう出来ん。どういう事いかん。今日まで何にも言わずして越して来た。どう語るも言葉、同じ言葉やで。

(さあ／＼／＼毎晩々々の事に、誰もが皆聞き分けなければ人として生き永らえる事も出来なくなってしまう程の重大な話を伝えようとしても、素直に神の忠告に従う事の出来ない濁り切った人間思案が邪魔をして、速やかに聞き分ける事が出来ないからどうもならんと言うのや。
なれど、今日の日が来るまでには大抵の事を知らして来たで。
大抵の事を知らしても、己の理として心に治める事が出来ないのは、後々の守護を恐れて逃げ腰になるからであって、どうしても道が半端になるから心に満足たんのうして受け取る事が出来んのや。
どんな事情も真実誠の救けの理であると心得て満足たんのうする事が出来ないどころか、思い通りにならないのは、どういう事がいかん、こういう事がいかんと思い悩むであろ。
そんな残念な人間思案を捨て切って、道の為・世界の為に尽くそうとする誠の者が今迄表れて来なかった為に、今日までは何にも言わずして越して来たのやで。
神が理を伝える為には人間の口の理を借りなければならないが、人間がどう語るも、それだけの道を通り抜けた実績が無ければ嘘心が伝わるだけであって、真実の理は伝わらない。
そこで、澄み切った神の思惑を伝える為には、真実定めて胸の掃除の為の苦労艱難のひながたの道を運び、澄み切った心を取り戻した上で、何もかも捨てて道の為・世界の為に尽くし果たしてこそ神と一つになれるのであり、言葉の理が治まって神の思惑を伝える事が出来るように成るのやから、同じ話をしても、真実の理を伝えられるか伝えられんかは、自ら求めて神一条の道を運び、尽くし果たして治めた言葉の理一つなんやで。)

さあ／＼もう道はどうなりこうなり治まる／＼。一つ／＼／＼これ一つもう一段の処、これ一つ一寸又事情、今日までは、これさえ了うたらなあ、待って居る待って居る。今日の祭了うてもなあ、祭了うても、又かいな。早く踏み留めてくれ／＼。もう一日二日、余程大事な処である程に／＼。どちらからでも大事やで。
 
(さあ／＼先ず一人先に立って真実誠の神一条の道を運び言葉一つの理を治めるなら、多くの者に理が伝わるように成るのであって、もう道というものは、どうなりこうなり治まる／＼と言うのやで。
一つ／＼／＼の言葉の理を治め、又これも一つ治めようとするなら、もう一段先の難しい処の理が治まるという事であって、これだけの一つの道から世界中に真実の救けの理が伝わるように成るのだが、伝わるというのは、胸の掃除の為の一寸やそっとでは無い苦労艱難の道や、何度も何度も繰り返して教える又々の事情によって、結構な先々の道が治まるという事やで。
ところが、今日までは、先ず一人先に立って運ぶべき者の心の成人さえままならず、これさえ了うたらなあ〈この濁り切った人間思案さえ捨て切ってくれたらなあ〉というような事であって、澄み切った真実の定まる日を待って居る待って居るという処だったのや。
一人の成人を待ち兼ねたというは、多くの処で、今日の祭を了うてもなあ、祭了うても〈祭文で、これからは、親神様のおぼしめしに従い、皆々で、心の成人の為の教祖ひながたの道を運ばせて頂きます、と約束申し上げるのが祭りの理であるが、祭りを終えても〉、又かいな〈苦しみの道の中に真実の救けの理が有るのだから、苦しみであればあるほど満足たんのうして受け取れば結構な先々の理が治まるという事が分かって分からず、苦労をしなければならないのは道が間違って居るからや、などといって神の道の邪魔をする〉というような事ばかりだから、そこを改める為の道の台が必要だったのや。

そんな残念な道、神の足手まといに成る人間の道を、一日も早く踏み留めてくれ／＼と言うて居るのやで。
もう一日二日も教え込めば治まる処まで来ているのだが、一人も漏らさず連れて通す為には、これから先の処が余程大事な処である程に／＼。
この話は、皆々の為にも世界の為にも神の為にも、どちらからでも大事な事やで。)




内々の処でありますか、と申し上げ
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼内々の処判然と言えば判然、不足と言えば不足。どうもならん。ウヽヽヽ。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
(さあ／＼内々の処〈神様の手足となって尽くす内々の処〉というは、判然と言えば〈分かりました、神様の思惑通りにさせて頂きとう御座います。ですが、私のような者には神様の思惑が十分に分かりません。どうか私にも神様の御心が分かるようお導き頂いて、末永くお連れ通り頂きとう御座います。というように速やかに受け取れば〉判然と治まるのであって、不足〈申し訳ありません、今は未だそれだけの力が有りませんので、暫らくの猶予を頂きとう御座います〉と言えば、心通りに不足の理が働くのやで。
出来ても出来んでも速やかに受け取りさえすれば内々の理が働くのであって、皆安心安全に治まるという事が分からんからどうもならんのや。
ウヽヽヽ〈早く分かって欲しいとおぼし召される重々の理、もし今ここで神様が誰にでも分かるように理を現されるなら、即座に明らかな理が働くように成るから、未熟な私達は誰も皆通れなくなってしまう。それでは元も子も無いから、言葉に成らないうめき声で、苦しい親神様の御胸の内を知らして下さる〉。)




明日は運び方きっと付けますから御許し下され度し、と申し上げ
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼内々の事情という、もう内々の事情何も難し事無いで。どうもならん／＼どうもならん。難しい事無理にどうせいと言うたて成ろうまい。成らん事無理に言うたとて成ろうまい。
さあ／＼まあそれはじっとして、第一待って／＼待ち焦がれて居る。一日の日どうでも元一つ第一待つ。遁るに遁れられん。遁れられんというは、これどうもならん。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
(さあ／＼内々の事情というは、はっきりと言葉に出せない神の思惑を察し、神の代理と成って尽くそうとする誠の事情というが、もう何にも言う事の無い内々の事情というは、その真実を受け取って神が十分に働く事情であるから、何にも難しい事は無いように成るのやで。
余計な心配をせず、速やかに神のさしづ通りの道を運ぼうとしないから結構な道に成るよう神が働いてやる事が出来ないのであって、そんな事ではどうもならん／＼どうもならんと言うのや。
神が十分に働いてこそ結構に成る道であって、人間の力ではどうにもならないような難しい事を、無理にどうせいと言うたてどうにも成ろうまい。
どうにも成らん事を、無理にどうせいと言うたとて何にも成ろうまい。
さあ／＼まあそれは、定まった真実の心一つで治まる事やから、その日が来るまではじっとして待つより仕方無く、その日がくるのを、第一に待って／＼待ち焦がれて居るのや。
一日の日〈これからは濁り切った人間思案を捨てて、何事も神様の思惑に従わせて頂こうと定まった善き日であり、真実誠の神一条の道の始まりの理〉を定めるなら、どうでもこうでも成るよう連れて通す元一つの理が治まるという事やから、その日が来るのを、第一に待つのやで。
神が連れて通してやらなければ誰も皆先々は通るに通れないのであって、逃れるにも逃れられんのや。
逃れられんというは、長い年限積み上げた皆々の悪因縁の理から逃れられんという事であって、これは、人間の力ではどうにもならんのやで。)




明治四十年四月十四日（陰暦三月二日）午前九時半
昨朝のおさしづ読み上げし後の刻限
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼一寸々々々々、さあ／＼だん／＼話し掛け／＼。何から何まで話し掛け。いずれ／＼だん／＼言うまで。年限来たら、どうでもこうでも言わにゃならん。今度々々三十年祭の中という、いかな事情どういう事から始め掛けた、聞き掛けた。これはそれ／＼もう殆ど三箇年模様、五箇年から掛からにゃならん。この心一つ皆皆聞いてくれにゃならん。成っても成らいでもやろうと言うたらせにゃならん。一つ心これだけ話し掛けたら、どうでもやらにゃならん。これだけ一つ事情諭し掛けて置こう。これから皆々外の事は言わん。大半世界隅から隅まで、一条の道始め掛けたる。一寸見え掛けたる。こらどうと思う。こらどうもならんと言えば道理、それ／＼の理なれど、成って来る。ぢばの仕切って割り方から始めにゃならん。どうでもこうでも三箇年五箇年、どうでもこうでも始め掛けにゃならん。
さあ／＼変わった事や。いつの事のように思うて居たなれど、皆心一致して何でもと道一条の心に成ってやる事なら、出ける程に。心配は掛けやせん／＼。もう小さい事からぼつ／＼掛かったなら、堅いもの／＼。これ、小さい事堅いものとはどういう事なら、多人数の心という、心と心と積んだるもの、一厘積んで二厘三厘と言えば、三つの理に違わんという、順序の理諭し置こう。さあ／＼これはどうでもこうでも、皆々の心に仕切って働いてくれ／＼。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

さあ／＼一寸々々々々、さあ／＼だん／＼話し掛け／＼。何から何まで話し掛け。

(さあ／＼元の泥海に還さなければならない程狂ってしまった世界中を速やかと救ける為には、一寸やそっとではない真実誠の神一条の道を以て救けなければならないが、その為には、神の思惑に従って道の為・世界の為に尽くそうとする一寸やそっとではない真実誠の道の台が多く要るのであり、その為に引き寄せられた道の者は、はっきりと言葉に出せない神の思惑を悟って世界救けの為に尽くさなければ先々通るに通れん悪因縁の持ち主であるという一寸やそっとではない話を、さあ／＼年限の理と共に段々話し掛けるのやで
何から何までも話し掛けるで。

いずれ／＼だん／＼言うまで。年限来たら、どうでもこうでも言わにゃならん。

(いずれ／＼だん／＼と神の話し通りに成って来る道であるが、神がはっきりと言葉に出せば、速やかに理が働く事に成るから皆末代の理に定まってしまう。
末代の理に定まってしまえば二度と取り直す事は出来ない。
二度と取り直す事が出来ない真剣勝負の道であるからこそ、神が言うまでに、神の思惑を悟って実践しなければ結構な先々の理は無い。
何故そうなるかと言えば、これから創める神の一列支配の道は末代の道であるから、末代までも神を慕って付いてくる者でなければ生き永らえる事は出来ない。
その為に、自ら求めて神の思惑通りに運ぼうとする生涯変わらぬ誠の心を表さなければならない。
それが出来ない者は人として生き永らえる事は出来ないのやから、その日が来た時に、全ては我が身恨みであると承知していさぎよくあきらめる事が出来るよう、それぞれの真の心を表して置かなければならないのや。
それでは困るという者が居ても、末代続く神の一列支配の世界を拵える為には、濁り心が人に写らんようにしなければならないのであって、例えわずかな濁りでもこの世に残す事は出来ないのやから、すっきりと掃除をする為に、年限の理が来ればどうでもこうでも言わにゃならんのやで。)

今度々々三十年祭の中という、いかな事情どういう事から始め掛けた、聞き掛けた。
 
(このさしづの時代に置いて、今度々々の教祖三十年祭の中という理は、いかな事情どういう事から始め掛けたか、又聞き掛けたかという事をよう思案してくれ。)

〈・・・汚れ切った世界中を救ける為には、間違いだらけの人間支配の道理をすっきりと止めて、澄み切った神様の一列支配の世界《ほんみち》に改めて頂かなければならない。自分達だけは助かりたいというような濁りの元を一掃して、我が身を捨てゝでも神様の思惑通りの道を運ばせて頂こう、世界の為に尽くさせて頂こうとする澄み切った世界に改めなければならない。
その為には、人として生きる全ての人々が、長い年限積み重ねて来た山のような残念の理をすっきりと払い、速やかに神様の思惑に従うきれいな心を取り戻さなければならない。
その為の胸の掃除の理が苦労艱難のひながたの道であって、たった一つの人間救済の道である事は言うまでもない。
それを好まない世界中の人間に胸の掃除の道を通して頂く為には、神様の強大な力を現わして頂き、否応なく連れて通して頂かなければならない。
だが、それには大きな問題が有る。
この世はかしものかりものの世界であって、人間は心一つが我がもの、人間の心通りの守護をして下さると天の道理に定められている。そこが最も難しい所でる。
神様が十分お働き下さる為には、それを真から願う多くの誠の心が揃わなければならない。
並々ならぬ真実誠を集めて神様の御心を勇まさなければならない。
自ら求めて胸の掃除の道を運び、道の為・世界の為に尽くそうとする嘘偽りの無い多くの真実誠が揃わなければならない。
一日も早く私達が真実誠の道の台と成って尽くす事が出来るよう、教祖が二十五年の命を縮めて心の成人をうながして下されて居る事は、道の大々々常識である。
それを何時何時までも忘れんよう、教祖が写し身を隠された明治二十年の初心に帰って、教祖の後を慕おうとする誠の心を定められるよう始め掛けて下さった理が十年ごとの大祭の理であり、この時代に置いては、三十年祭の理であるという事は間違い無い。〉、

これはそれ／＼もう殆ど三箇年模様、五箇年から掛からにゃならん。この心一つ皆皆聞いてくれにゃならん。成っても成らいでもやろうと言うたらせにゃならん。

(これはそれ／＼に与えられた最後の救け道であって、もうほとんどの者が神の思惑通りの道を運ばなければ明日の日さえ通れない処まで来て居るが、それを改める為には、長い年限積み重ねた残念の理をすっきりと掃除する為の三箇年模様〈末代までも連れて通して頂く為の胸の掃除の道であって、たったの三年千日できれいな心を取り戻して下さる真実誠の神一条の道〉を運ばなければならず、その為には、何事も神の思惑に従おうとする五箇年の事情から掛からにゃならんと言うのやで。
何も分からなくても神の思惑通りに運ぼうとする五箇年の理を貫いてくれるなら、この心一つを神が受け取って、結構な末代の道に成るよう連れて通すという事を皆皆聞いてくれにゃならんのや。
成っても成らいでも神の思惑通りにやろうと言うたら、どうでもこうでも結構な道に成るようせにゃならんであろう。)

一つ心これだけ話し掛けたら、どうでもやらにゃならん。これだけ一つ事情諭し掛けて置こう。これから皆々外の事は言わん。大半世界隅から隅まで、一条の道始め掛けたる。一寸見え掛けたる。こらどうと思う。こらどうもならんと言えば道理、それ／＼の理なれど、成って来る。ぢばの仕切って割り方から始めにゃならん。どうでもこうでも三箇年五箇年、どうでもこうでも始め掛けにゃならん。

(神を慕って付いて行こうとする一つ心によって結構な先々の理が治まると言うのだが、これだけの事を神が話し掛けたら、どうでもこうでもやらにゃならんのやで。
これだけの一つ事情が、たった一つの世界救けの理であると諭し掛けて置こう。
これから先は皆々が運ばなければならない真実誠の救け道であると言うのであって、外の事は言わん。
大半の者が明日の日さえ通れない処まで来て居るのやから、世界中を隅から隅まで連れて通す為の、一列救け一条の道として始め掛けたるのやで。　
なれど所々には、一人先に立って三年千日の道を運び、世界救けの為に尽くそうとして居る者が一寸は見え掛けたるのや。
それを見れば、一生懸命道を運びながら苦労ばかりするのはこらどういう事かと思うであろう。
こらどうもならんと言えば、神が連れて通す事も出来ない人間の道理であって、道はそれ／＼の心次第の理なれど、最後は神の思惑通りに成って来るのやで。
結構な末代の道を通ろうとするなら、元のぢばの為に尽くそうと自ら仕切って努める割り方〈神様の思惑通りの世界が一日も早く実現する為に、元のぢばの理が立つよう真実誠の道の台と成って尽くさせて頂く事〉から始めにゃならんのやで。
末永く人として生きる為には、どうでもこうでも三箇年五箇年の事情を運ばなければならないのであって、その為にはどうでもこうでも道の為・世界の為に尽くそうとする真実の心を定めて、始め掛けにゃならんのや。)

さあ／＼変わった事や。いつの事のように思うて居たなれど、皆心一致して何でもと道一条の心に成ってやる事なら、出ける程に。心配は掛けやせん／＼。もう小さい事からぼつ／＼掛かったなら、堅いもの／＼。これ、小さい事堅いものとはどういう事なら、多人数の心という、心と心と積んだるもの、一厘積んで二厘三厘と言えば、三つの理に違わんという、順序の理諭し置こう。さあ／＼これはどうでもこうでも、皆々の心に仕切って働いてくれ／＼。
 
(さあ／＼明日の日さえ通れない処まで来てしまった人間を救ける道は、濁り切った胸の掃除の道しか無いのであって、自ら求めて苦労艱難の道を運ぼうとするような変わった事ばかりやで。
それだけの理を聞き分けて真実を定めるのはいつの事のように思うて居たなれど、皆心を一致して、何でも神様のさしづ通りに運ばせて貰おうとする道一条の心に成ってやる事なら、出ける程に。
大切な世界救けの道の台と成る者に余計な心配は掛けやせん／＼で。
もう無理な事をやれとは言わないのであって、無理の無い小さい事からぼつ／＼掛かったなら、堅いもの／＼と言うのやで。
これ、小さい事堅いものとはどういう事なら、多人数の心という、どうでもこうでも神のさしづ通りに運ばせて貰おうという心と、道の為・世界の為に尽くそうとする心を積んだるものが世界を救ける元に成るのであって、一厘積んで二厘三厘と言えば、三つの理〈神様の思惑通りの理〉に違わんという、世界治まる為の天然自然順序の理を諭し置こう。
さあ／＼これはどうでもこうでも成って来る真実誠の神一条の道であると、皆々の心に仕切って働いてくれるよう／＼。)













明治四十年四月十四日（陰暦三月二日）午後八時半
今朝刻限の中にぢばに割り方と仰せ下されましたが、いかがの事に致しまして宜しきや願
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼まあ皆々心を鎮めてよく聞き取ってくれ。まあこれまでというは、出来た事もある出来ん事もある。そりゃその筈や。年限の中始め掛けた道である。こうして言い掛けた始め掛けた。どうでもこうでも、この道に及んでくれ。地の割り方やしきの決め方第一。一つ初まり今日から明日からと言うのやない。三箇年模様中五箇年から普請に掛かる。木の音もする、槌の音もする。職人も沢山しっかり掛からにゃならん。そこまで三箇年の模様、どうでもこうでもと言う。そんなら、どれだけどうせんならんこれだけこうせんならん、と言うのやないなれど、必ず思うてくれにゃならん。前々にも話し掛けたる。多人数の中些か小さいものから、これより取る処は無い。これ掛かるなら踏み損い落度は無い。皆々心を合わせ、いよ／＼心を合わせて掛かってくれ。なれど、一時にどうとは出来ようまい。しっかり内々の中の中、皆心を合わせ、そんならどうと今日から心を定めた、と願うて出よ。それまでの処はじっと見て居るによって。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

さあ／＼まあ皆々心を鎮めてよく聞き取ってくれ。まあこれまでというは、出来た事もある出来ん事もある。そりゃその筈や。年限の中始め掛けた道である。こうして言い掛けた始め掛けた。どうでもこうでも、この道に及んでくれ。

(さあ／＼まあ一寸には難しいであろう、皆々心を鎮めて〈濁り切った胸の掃除の為、真実誠の種蒔きの為のつらい境遇に身を置きながら、道の為、先々の為に成るならと堪えて満足たんのう貫きながら〉よく聞き取ってくれ。
まあこれまでの道というは、神の思惑通りに出来た事もあるが出来なんだ事もある。
そりゃその筈や。生まれ変わり生まれ変わりの長い年限の中から、段々に教えようとして始め掛けた道である。
いずれ真実誠の神の思惑が分かる日が来た時に、成程なあ神様の教えは寸分の狂いも無いのやなあと承知が出来て、安心して神にもたれ切る事が出来るよう成る為に、こうして何も分からん先から言い掛けた始め掛けたのやで。
人として生き永らえる為にはどうでもこうでも運ばなければならない道やから、後で後悔しなくても良いよう、しっかりとこの道に及んでくれ。)

地の割り方やしきの決め方第一。一つ初まり今日から明日からと言うのやない。三箇年模様中五箇年から普請に掛かる。木の音もする、槌の音もする。職人も沢山しっかり掛からにゃならん。そこまで三箇年の模様、どうでもこうでもと言う。そんなら、どれだけどうせんならんこれだけこうせんならん、と言うのやないなれど、必ず思うてくれにゃならん。

(明日の日さえ分からない程、差し迫った世界中を救ける為には澄み切った元のぢばの理を拵えなければならないが、その為には、地の割り方やしきの決め方が第一である。
これからは何事も神の思惑に従おうと定まった日がたった一つの初まりの理であるが、澄み切った真実さえ定まれば、今日からでも明日からでも真実誠の普請が始まると言うのやないで。
どういう事かと言うなら、三箇年模様中によって世界を救けるのであるが、真実誠の五箇年の理を受け取ってから普請に掛かると言うのや。　

〈・・・三箇年の理は神様の思惑通りの道の理であってたった一つの世界治まりの理であり、世界中を救ける為の確かな元のぢばの理を拵えて頂くには、嘘偽りの無い、きれいな理を皆々で持ち寄って神様にお勇み頂き、神様の思惑通りの普請をして頂かなければならない。
その為には、今一時の自分達の都合を捨てて、何事も神様の思惑通りに運ぼうとする五箇年の事情を運ばなければならない。
何が何でも神様の思惑通りに運ぼうとする五箇年の理を受け取って下されば、その心通りの道に成るよう神様が勇み出て下さり、神様の思惑通りの心の普請をして下さる。
本真実のきれいな理を寄せ集めなければ神様に勇み出て頂く事は出来ないのであって、世界を救う事は出来ないのであり、その難問を解決するのが私達のつとめであって、世界治まる為の天然自然順序の理である・・・〉

そうして普請に掛かれば、あちらこちらで木の音もする、槌の音もする。
職人も沢山集めてしっかり掛からにゃならん。

しっかりとした元のぢばの理を拵える為には、そこまでの道を運んで真実誠の三箇年の普請の模様に成るよう、どうでもこうでも運ばなければならんと言うのや。　
そんなら、どれだけどうせんならんこれだけこうせんならん、と言うのやないなれど、必ず神の思惑通りの道を運ばせて貰おうと思うてくれにゃならんで。)

前々にも話し掛けたる。多人数の中些か小さいものから、これより取る処は無い。これ掛かるなら踏み損い落度は無い。皆々心を合わせ、いよ／＼心を合わせて掛かってくれ。なれど、一時にどうとは出来ようまい。しっかり内々の中の中、皆心を合わせ、そんならどうと今日から心を定めた、と願うて出よ。それまでの処はじっと見て居るによって。

 (この事は、前々にも話し掛けたるであろう。
〈・・・これ、小さい事堅いものとはどういう事なら、多人数の心という。
どうでもこうでも神様のさしづ通りに運ばせて貰おうという心と、道の為・世界の為に尽くそうとする心を積んだるものが世界を救ける元に成るのであって、一厘積んで二厘三厘と言えば、三つの理〈神様の思惑通りの理〉に違わんという世界治まる為の天然自然順序の理を諭し置こう、と、この日の朝の刻限の理にも諭して下さる〉

多人数の中の些かなもの、濁り無き小さいものから世界が治まる事に成るのやから、これより他に受け取る処は無いのや。
これだけの話を聞き分けて掛かってくれるなら、踏み損いや落度は無いで。
皆々でしっかり心を合わせた上に、いよ／＼〈より一層〉心を合わせて掛かってくれるよう。
なれど、一時にどうとは出来ようまい。
一時に出来なくても、しっかりと内々の中の中の理〈神様を第一に思い、神様が十分お勇み頂けるようにと、自分達の都合を捨てて尽くさせて頂こうとする誠の理〉が治まるように、皆々で心を合わせてくれるよう。
そんならどうすれば良いかと誠の思案をし、今日からこれだけの心を定めさせて頂きましたので、どうか神様のよろしい様にお連れ通り頂きとう御座いますと、願うて出よ。
そうすれば速やかに神が働く事に成るが、それまでの処はじっと見て居るによって。)





明治四十年五月八日（陰暦三月二十六日）
七日午後十一時半頃より本席身上御障り、八日午前一時俄かに激しく相成りしに付、一統出席後刻限の
御話

ウヽヽヽ、さあ／＼／＼／＼、ウヽヽヽ、さあ／＼／＼、ウヽヽヽ、ウヽヽヽ、さあ／＼／＼／＼、明日はこれ月次祭と言う。そこい／＼皆戻り来たる。明日は／＼どうでもこうでも、明日からどうでもこうでも仮家普請急ぐ／＼。東西何ぼう、南北何ぼう計り掛け／＼。急ぐで／＼。何でも彼でも、さあ／＼／＼、何間何尺しっかり計り取れ／＼。割り方／＼、明日からはやらにゃならん。一時もう時間待って居られんによって、今晩に行て話をして来い。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(ウヽヽヽ、さあ／＼／＼／＼、ウヽヽヽ、さあ／＼／＼、ウヽヽヽ、ウヽヽヽ、さあ／＼／＼／＼、明日はこれ月次祭と言う。そこい／＼皆戻り来たる。
明日は／＼どうでもこうでも神の思惑通りの道に掛からにゃならん、明日からはどうでもこうでも仮家普請〈広くて大きな世界救けの道を拵える為の仮普請の理である処の、現在の本部神殿や教祖殿等の建設〉を急ぐ／＼。
東西何ぼう、南北何ぼうと、しっかり計り掛け／＼。急ぐで／＼。
何でも彼でも急がにゃならん、さあ／＼／＼、何間何尺しっかり計り取れ／＼。
割り方／＼〈広くて大きな世界救けの道を拵える為の心の運び方、工事の段取りを〉、明日からはどうでもこうでもやらにゃならん。
一時の間も、もうわずかな時間も待って居られんによって、今晩に行って話をして来い。)

〈・・・　この日からわずか一月後の六月九日に本席飯降伊蔵が出直される事に成る。当然の事ながら、本席の口を通してのおさしづは終わってしまう。
その後、明治四十四年十月二十七日には現在の本部神殿の建築起工式が行われ、四年後の大正四年四月二十六日には新築落成奉告祭が行われる事に成るが、残り一か月の間にそれだけの理を拵えて頂かなければならない。
たった一つの世界治まりの理であって、新しい神様の世界である処の、神様の一列支配の世界を創め掛けて頂く為の元のぢばの理、そこから育った多くのひながたの理を世界中に写し出して、同じ一胎一種から産まれ出した世界中は皆実の兄弟であり、同じ兄弟なら皆々同じ道を通らなければならないという兄弟一つの理を働かせて頂く事によって、否応なく世界中の胸の掃除をして頂く為の元のやしきの理を拵えて頂き、それだけの理を段々と育てる為の仮屋普請の理である処の、現在の本部神殿や教祖殿の建設をお許し頂かなければならない。
残された時間はわずか一か月であるから、一時の猶予も無い。
それだけの重々の理をさしづして頂くには、本来なら十年も掛かる処であるが、本席存命中の間のわずか百日のおさしづによって伝える、と教えられる。
三箇年模様中五箇年から普請に掛かる
と、神様が教えて下さったとおりであるが、三箇年の理は神様の思惑通りの道の理であって、たった一つの世界治まりの理である。新しい神様の世界である処の、神様の一列支配の世界を創め掛けて下さる為の元のぢばの理や、否応なく世界中を連れて通して頂く為の元の屋敷の理を拵えて頂く為には、三箇年の理を働かせて頂いて、神様の思惑通りの道を拵えて頂かなければならない。
三箇年の理を働かせて頂く為には、嘘偽りの無いきれいな理を皆々で持ち寄って、神様にお勇み頂かなければならない。
その為には、今一時の自分達の都合を捨てて、何事も神様の思惑通りに運ぼうとする五箇年の事情を運ばなければならない。何が何でも神様の思惑通りに運ぼうとする五箇年の理を受け取って下されば、神様が勇み出て下さり、その心通りの道に成るよう三箇年の理を働かせて下さる。
三箇年の理を許して下されば、素晴らしい世界救けの道《本普請》を完成させる為の仮屋普請の理となる現在の神殿や、教祖殿の建設が許される事に成る。
大切な本席の命を天秤にかけられ、皆で心を一つに揃えて必死に頑張るが、本籍は出直しをされる。
その逆境にも心を倒す事無く、皆で心を一つに揃えて頑張る五年の理を受け取って下されば、神様の思惑通りの三箇年の理の普請に掛かって下さる。

神様の思惑通りの三箇年の理の普請が完成されるなら、何時の日か、必ず真実誠の人衆が育つ事に成る。この時代に置いては、これ程の神様の深い思惑は分からないが、何もかも捨てて道の為・世界の為に尽くそうとする真実誠の人衆が育つ日が来れば，その心に神様が入り込んで教えて下さるから、分かるようになる。
それによって更に多くの真実誠の人衆が育ち、育った多くの人衆の心を受け取って下されば、たった一つの世界救けの道である処の，広くて大きな本道を拵えて下さる日が来る。
それだけの天然自然順序の道であるという事、私達が進むべきたった一つの道であるという事を、百日のおさしづで知らされる。〉


今夜に申し上げます、と申し上ぐ
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼早う／＼／＼、もう早う急がにゃならん。もう一日の日待って／＼身上が速やかならん。速やかにしたら、いつの事になるとも分からん。そこで一時も早くどうでもこうでも計り掛けた／＼。北から南へ何ぼう、西から東へ何ぼう、これからこれへどうなる。なか／＼日々行かんから、急いて掛かる。これを早く話をして来い。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(さあ／＼早う／＼／＼、もう少しの猶予も無いのやから早う急がにゃならん。もう一日の日も待てない処を待って／＼待ち兼ねているから身上が速やかならんのや。
身上を速やかにしたら、皆油断をしてしまうから普請はいつの事になるとも分からんであろう。
そこで本席の身上に掛かれば、一時も早くどうでもこうでも掛からにゃならんという事に成るから、こうして計り掛けた／＼のや。
北から南へ何ぼう、西から東へ何ぼう、世界救けの為の仮屋普請の理となる新しい本部神殿は、これからこれへどうなると速やかに決めなければならないのやで。
こうでもしなければなか／＼事が進まず、日々の道が神の思うように行かんから、急いて掛かるのや。
あと一か月の間にこれだけの理を治めなければならないのやから、早く行って話をして来い。)


教長の方へ申し上げます
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼どうでもこうでもやり掛け。そこでこのな、日々働く身上の苦しさを見て、一時に出来るか出来んか。早く／＼掛かってくれ。身上すっとしたら、いつの事やと言う。それではどうもならん。今夜は仕切って出たるのやで。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(さあ／＼これよれ他に世界を救ける道は無いのやから、どうでもこうでもやり掛けるで。
そこでこのな、日々本席の身に働く身上の理の苦しさを見て、一時に運ぶ事が出来るか出来んかという事や。
速やかに聞き分けて運ぶ事が出来るなら、一時も早く／＼掛かってくれ。
身上がすっとしたら、皆油断をするからいつの日に治まる事やら分からんと言うのや。
一時の猶予も無いのやから、それではどうもならんであろう。
どうでもこうでもやらねばならんから、今夜は仕切って出たるのやで。)





明治四十年五月八日（陰暦三月二十六日）夜十二時過ぎ
昨夜刻限にやしきの東西南北何間何尺計れとの事でありますから、今朝間数計り御両名へ申し上げし処、仰せには大図面引けとの事故、奥村へ申し付けてありますが、尚御身上速やかなりませんのは、他に何か御聴かし下さる事ありますか、教長始め一同揃うて居りますと申し上ぐ
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
ウヽヽヽ。
さあ／＼／＼、ウヽヽヽ。
さあ／＼なああら／＼の話取り決まり、もう地割りするように成ったら、これで十分である。又どういうものか身上がなあ、これも一つ思わにゃならん。この度皆々正月からこちらへずうとその日／＼戦うて、どうでもこうでもその日戦うて来た。身上切なみある。何彼の事も知らし置いたるが。
さあ／＼どうでまあこれから一つ始め掛けたら。なれど、一時にこう言うて行くものやない。他に一つ中に又一つ、もうこうしたら神の思わく、神のやしき、神の世界、これから順序以て何処が邪魔になると言うたら、はい／＼、これをこう直せと言うたら、はい／＼。
さあ／＼心に無理な事一寸も言わせん。長らえて／＼古い事から山々の話伝えてある。あら／＼分かりたる。どうでも一つ、仕切り根性、仕切り力、仕切り智慧、仕切りの道、どうでもこうでも踏まさにゃならん。これ皆承知してくれて居るやろう。道は半端でどうもならん。余儀無く一つ、これは第一どうも話すに話せん理で、出返りて了うた。なれど、付け掛けた道の事である。何処から何処へ世界中はずうと皆々。全国は皆いつの事やろうと思うて居た。隅から隅まで付いてあるであろう。まあ／＼どうなろうか知らんとあちらへ隠れこちらへ逃げ、あちらこちら追い廻され。話通りや程に。まあ何にも案じる事要らん。しっかり心に治め居よ／＼。二十六日夜定まったという声を、打ち揃うてどうぞゝゝゝゝ。
さあ／＼どうか／＼皆これだけ寄って居る者、こゝがこうというは神も十分の望み、思わく未だこうというは、皆答えるがよい。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

ウヽヽヽ。
さあ／＼／＼、ウヽヽヽ。
さあ／＼なああら／＼の話取り決まり、もう地割りするように成ったら、これで十分である。又どういうものか身上がなあ、これも一つ思わにゃならん。この度皆々正月からこちらへずうとその日／＼戦うて、どうでもこうでもその日戦うて来た。身上切なみある。何彼の事も知らし置いたるが。

(ウヽヽヽ。
さあ／＼／＼、ウヽヽヽ。
さあ／＼なあ、あら／＼の話も取り決まり　〈濁り切った人間思案を捨てて神様の思惑通りの道を必死に運ぼうとする真実誠の五箇年の理を受け取って頂く事により、神様の思惑通りの三箇年の理の普請に掛かって下さる事が許されて、広くて大きな世界救けの道を拵える為の仮屋普請の理となる現在の本部神殿の具体的な建設計画も取り決まり〉、もう地割りをするように成ったら、これで十分の理である。
十分ではあっても、又どういうものか身上が速やか成らんなあと思うであろうが、これも皆々の為には無くてはならない大切な一つの理であると思わにゃならんで。
この度は、皆々正月からこちらへずっとその日／＼を戦うて来たが、どうでもこうでもその日その日に聞き分けて治めなければならない真実の理を速やかに治める事が出来ないから、その残念な心を改める為の事情の理と戦うて来たのやで。
これから先の神の一列支配の世界に置いては、速やかに神の話を聞き分ける力が無ければ誰も皆人として生き永らえる事は出来ないのやから、一日も早く澄み切った心を取り戻す為の身上切なみの理であるのや。
どんな苦しみの事情も真実誠の神の守護だと悟って満足たんのうするなら、神が喜んで勇み出て何かの事も救けると知らし置いたるが、神の真実を素直に受け取る事が出来ないから、その残念な心を改めてやろうとする天の理と、それぞれの勝手心が戦って来たのや。)

さあ／＼どうでまあこれから一つ始め掛けたら。なれど、一時にこう言うて行くものやない。他に一つ中に又一つ、もうこうしたら神の思わく、神のやしき、神の世界、これから順序以て何処が邪魔になると言うたら、はい／＼、これをこう直せと言うたら、はい／＼。

(さあ／＼どうでまあこれから明らかな一つの道を始め掛けたら、年限と共に結構な末代の道が付く事に成るのやで。
なれど、一時にどうせいこうせいと言うても、簡単に行くものやない。
難しい中から段々に治まる道であるが、他にも真実誠の種を蒔く為のたった一つの苦労艱難の道が有り、そうして運ぶ日々の道の中にも、世界救けの為の真実誠の道の台と成って尽くす処の又一つのひながたの道があるのや。
一寸先も見えない人間思案を用いて、もうこうしたら良いと思っても、その心を受け取って働くのは神であり、何事も神の思惑通りにしかならないから神のやしきと言うのであって、この世は神の世界と言うのだが、これだけの事をしっかりと承知させて結構な末代の道を通させてやりたいから、その為の天然自然順序の理を以て働くのや。
元々から人間は何も分からない何も出来ないのやから、何事も神に任せれば良いのであり、何処が邪魔になると言うたら、分かっても分からなくてもはい／＼、これをこう直せと言うたらはい、はい／＼で治まる道であろう。)

さあ／＼心に無理な事一寸も言わせん。長らえて／＼古い事から山々の話伝えてある。あら／＼分かりたる。どうでも一つ、仕切り根性、仕切り力、仕切り智慧、仕切りの道、どうでもこうでも踏まさにゃならん。

(さあ／＼神を信じて付いて行こうとする澄み切った心に、無理な事は一寸も言わせんで。
何もかも捨てて神を信じ、長らえて／＼の苦労艱難の道に耐え抜いて来たからこそ出来た道であると、教祖存命中の古い事から山々の話が伝えてあるであろう。
素直に神の話を聞き分ける事が出来るなら、明らか鮮やかな理を以て神が働く事に成るから、誰も皆あら／＼の事は分かりたるのや。
どうでも一つ神様の思惑通りに通らせて頂こうとする真実の心定め、何があろうとも神様の為・道の為・世界の為に尽くさせて貰おうとする仕切り根性、神様の為・道の為・世界の為なら何があっても堪えて進もうとする仕切り力、神様の思惑通りにすれば何も間違いはないと信じて進む仕切り智慧、一人先に立って神の教え通りの道を運ぼうとする仕切りの道であるが、一人でも多くの者に結構な末代の道を通してやりたいから、どうでもこうでも踏まさにゃならんのや。)

これ皆承知してくれて居るやろう。道は半端でどうもならん。余儀無く一つ、これは第一どうも話すに話せん理で、出返りて了うた。なれど、付け掛けた道の事である。何処から何処へ世界中はずうと皆々。全国は皆いつの事やろうと思うて居た。隅から隅まで付いてあるであろう。まあ／＼どうなろうか知らんとあちらへ隠れこちらへ逃げ、あちらこちら追い廻され。話通りや程に。まあ何にも案じる事要らん。しっかり心に治め居よ／＼。

(これだけの一つの道である事を皆々も承知してくれて居るやろう。
なれど実際の道は半端でどうもならんのや。
余儀無く一つ出直しをし、これは第一どうも話すに話せん理で、出返りをさして了うたという事も有る。
なれど道は末代の理である、末代に向かって付け掛けた道の事である。
先々の道の為に目先の運命が何処から何処へ落ち込もうと、真実誠の神の働きによって結構に救けられようと、世界中はずうと知らなんだ、皆々も知らなんだ。
この道の中の事ですら、日本中に道が広まるのは皆いつの事やろうと思うて居た。
なれど今はもう隅から隅まで付いてあるであろう。
まあ／＼こんな事ではこの先どうなろうか知らんと思い、あちらへ隠れこちらへ逃げ、あちらこちらへ追い廻されて来たのや。
その中を堪えて真実貫いて来たからこそ、今になって見れば何もかも神の話通りや程に。
それを考えて見れば、まあ何にも案じる事は要らんのや。
何事も神の思惑通りに治めようとするなら、結構な末代の道が治まるという事をしっかりと心に治め居よ／＼。)

二十六日夜定まったという声を、打ち揃うてどうぞゝゝゝゝ。
さあ／＼どうか／＼皆これだけ寄って居る者、こゝがこうというは神も十分の望み、思わく未だこうというは、皆答えるがよい。
 
(皆々が心を合わせて真実尽くした理によって、明らか鮮やかな世界救けの道《本道》の創め出しの理が、二十六日の夜の理〈神様が表へ現れて働いて下さる理〉を以て定まったという声を、皆々で打ち揃うてどうぞ聞かしてくれゝゝゝゝ。
さあ／＼どうか／＼皆これだけの道である事を聞き分けて貰いたい。
ここに寄って居る者も、別の時代でさしづの理の解説を聞いて居る者も皆聞き分けて貰いたい。
こゝがこうというは〈神様が教えて下さる事は何より大切な理であるから、何を差し置いてでもさせて頂かなければならないという誠の精神は〉神も十分の望みであるが、思わく未だこう〈私は未だ未熟者ですので、神様の思惑には沿い切れません〉というは大きな残念の理であるから、皆答える〈神様の思惑に沿い切れるよう真実を尽くさせて頂く〉がよい。)




押して、分かりまして御座ります、と申し上ぐ
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼そんなら話通り、さあ／＼話通り、さあ／＼もう何にも案じる事要らん。案じた分にゃならん。一つも案じる事要らん。皆水盛りがしてある。出来ん事せいと、無理な事一つも言わん。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(さあ／＼そんならどのような事も神の話通りに治めてくれ、さあ／＼何事も神の話通りにするがよい、そうすれば、さあ／＼もう何にも案じる事は要らんで。
案じた分にゃ、案じの理が回るから苦しまにゃならんのや。
神の思惑通りの道を運ぶなら、どんな中も神が請け負って働くから一つも案じる事は要らん。
皆水盛りがしてあるのや〈神の話し通りにすれば、誰も皆結構な末代の道が治まるよう天の理に定めてあるのや〉。
誰にも出来んような難しい事をせいとも、神にも出来ないような無理な事をしてくれとは一つも言わんのやで。)








明治四十年五月九日（陰暦三月二十七日）午前五時半
夜前のおさしづ読み上げ後、刻限の御話
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
図面引いてくれ／＼。紙で引くねで／＼。一遍や二遍や三遍では行かんねで。三年の間にちゃんと決まるねで。些細な事なら直きに出来る。なか／＼今度のは一寸には行かん。三箇年掛かってするのやで。三年掛かってよう／＼木の音もすれば、職人の音もするねで。これからはまる三年掛かってくれ。急いてはいかん／＼。絵図引き掛けても一寸に行かん。こうして話仕掛けたら無理な事せいとは言わん。心配は要らんで／＼。心配は要らん。心配は一つも要らん。
さあ／＼十分々々あちらからも賑んやかな。こちらからも大きな声するで。今日から三箇年の模様である。さあ／＼安心々々、安心せえ。
さあ／＼こうして道はずうとこうして綺麗なもの。そうした処席が未だや／＼。こうして席は席だけの事ある。これも一寸つぎて／＼、つぎての模様も出来掛けたる出来掛けたる。これで暫く／＼、ざっと普請も出来掛けたる。つぎて／＼、これも一寸々々。これがこうこれだけ一寸間に合うように成ったなあ／＼。そこまで、どねになったて案じる事要らん／＼。
さあこれだけこうして、今日一日話する事、一寸も違わんように。何から何まで、心置き無う運んでくれにゃならんねで。これだけ頼んで置く／＼。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

図面引いてくれ／＼。紙で引くねで／＼。一遍や二遍や三遍では行かんねで。三年の間にちゃんと決まるねで。些細な事なら直きに出来る。なか／＼今度のは一寸には行かん。三箇年掛かってするのやで。三年掛かってよう／＼木の音もすれば、職人の音もするねで。これからはまる三年掛かってくれ。急いてはいかん／＼。絵図引き掛けても一寸に行かん。こうして話仕掛けたら無理な事せいとは言わん。心配は要らんで／＼。心配は要らん。心配は一つも要らん。

(図面〈現在の本部神殿や付属建物の建築図面〉引いてくれ／＼。紙で引くねで／＼。
一遍や二遍や三遍では行かんねで。なれど三年の間にちゃんと決まるねで。
些細な事なら直きに出来る。なか／＼今度の事は一寸には行かん。
三箇年掛かってするのやで。三年掛かってよう／＼世界救けの為の仮屋普請に掛かる事が許され、普請に掛かるなら忙しい、木の音もすれば、職人の音もするねで。
それだけの順序の理を拵える為に、これからはまるっと三年掛かってくれと言うのや。
急いてはいかん／＼で。絵図を引き掛けても一寸には行かんで。
こうして明らかな話を神が仕掛けたら、どのような事も神の思惑通りに成って来るのだが、無理な事をせいとは一つも言わんで。
どんな事も心配する事は要らんで／＼。何一つ心配は要らん。
神が神の思惑通りにすると言うのやから、心配は一つも要らん。)

さあ／＼十分々々あちらからも賑んやかな。こちらからも大きな声するで。今日から三箇年の模様である。さあ／＼安心々々、安心せえ。
さあ／＼こうして道はずうとこうして綺麗なもの。そうした処席が未だや／＼。こうして席は席だけの事ある。これも一寸つぎて／＼、つぎての模様も出来掛けたる出来掛けたる。

(さあ／＼神の話を十分々々に聞き分けてくれるなら、あちらからも多くの人が集まって来て賑んやかな事に成る。こちらからも大きな声がするようになるで。
今日からはもう三箇年の模様である。〈・・・今日からは、神様の思惑通りの道である処の真実誠の神一条の道に掛かる事を許される〉
さあ／＼これからは神の思惑通りの道に成ると言うのやから、どんな事も綺麗に治まる、皆々安心々々、安心せえ。
さあ／＼こうして神の思惑通りの道を貫くなら道はずうっと続き、こうして出来上がった道は綺麗なものや。
そうした処、本席の身上が未だや／＼。
なれどこうして本席が身上で苦しんでいても、席は席だけの事がある。〈・・・誰も寄り付かない苦しい道の始めの頃から、家族の都合を捨て何もかも捨てて道の為に尽くされた理によって大きく心が澄まされ、澄まされた心に神様が入り込んで理を伝えられる為の本席となられ、多くのさしづの理を残されて後々の道の為に尽くされたという大きなこうのうの理が有る〉
これも一寸やそっと処ではない大切なつぎて／＼の理　〈教祖が御身を隠された後、次の道へとつなぐ為の重大なつなぎ役〉であるが、それだけの大切なつぎての模様も、真実誠の本席の働きによって十分に出来掛けたる出来掛けたるという事や。)

これで暫く／＼、ざっと普請も出来掛けたる。つぎて／＼、これも一寸々々。これがこうこれだけ一寸間に合うように成ったなあ／＼。そこまで、どねになったて案じる事要らん／＼。

(これで後暫く／＼の処を皆々が踏ん張って居てくれるから、ざっとした普請の理も出来掛けたると言うのやで。
何時何時までも結構な神一条の道がつながる為には、神を勇ます為の澄み切ったつぎて／＼が無ければ成らないが、これも〈このようにして皆々がふんばる理によって、次の道へとつながって行くという誠の理も〉真実誠のつぎて／＼の役であり、一寸々々処では無いひながたの理である。
これがこうというは〈道の為・世界の為を思い、皆々が心を一つに揃えて神様の思惑通りに運ぼうとする誠の理を受け取って下さる事により、その為の仮屋普請の理となる現在の本部神殿や付属建物の建設の理が許され、広くて大きな世界救けの道を創め掛けてさる為の元の神屋敷・鏡屋敷が建てられ、段々とそこへ寄り集まる従順な精神を神様が受け取って下さる事によって、誰も逆らう事の出来ない神様の一列支配の世界《本道》を創め掛けて下さるという天然自然の順序の理は〉、第一に本席がこれだけの道を運んでくれたからであるが、それに応えて皆々が一寸やそっとでは無い苦しみの道に耐え抜いてくれたお陰でもあり、皆々も、よう間に合うように成ったなあ／＼という事や。
そこまで皆々が尽くし運んだ理によって、いずれ神の思惑通りの道を創める事が出来るのやから、後の事はどねになったって案じる事は要らん／＼と言うのやで。)

さあこれだけこうして、今日一日話する事、一寸も違わんように。何から何まで、心置き無う運んでくれにゃならんねで。これだけ頼んで置く／＼。
 
(さあこれだけこうして今日一日神が話する事を、何時何時までも一寸も違わんようにしてくれるよう。
何から何までも神の話し通りに治めてくれるなら結構な末代の道が開けると言うのやから、心置き無う運んでくれにゃならんねで。
今日はこれだけの事を頼んで置く／＼。)
明治四十年五月十三日（陰暦四月二日）
午前一時より本席身上御障り俄かに激しく相成りし故、教長初め本部員一同出席後二時刻限の御話
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
ウヽヽヽ、さあ／＼／＼／＼／＼／＼／＼、ウヽヽヽ、ウヽヽヽ、さあ／＼／＼、今度々々やり掛けたで。出掛けた、出掛けた、やり掛けた。さあ／＼もう出来た出来た。さあ／＼まあ／＼あら／＼の処出来た。どちらからやりましょう。何処からなっとやれ／＼。
さあ／＼今度の普請、何処からどうしましょう。建家、予て言うてある。建家かんろだいを一つ芯として掛かり出す。あちらこちら建物々々、大き建物小さい建物取り除け。これ芯として計り出す。今晩はこれだけの話諭し置こう。余程席も疲れて居るによって、又日々順序運ばさにゃならんが暇が要る。これだけ一寸話して置く。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

ウヽヽヽ、さあ／＼／＼／＼／＼／＼／＼、ウヽヽヽ、ウヽヽヽ、さあ／＼／＼、今度々々やり掛けたで。出掛けた、出掛けた、やり掛けた。さあ／＼もう出来た出来た。さあ／＼まあ／＼あら／＼の処出来た。どちらからやりましょう。何処からなっとやれ／＼。

(ウヽヽヽ、さあ／＼／＼／＼／＼／＼／＼、ウヽヽヽ、ウヽヽヽ、さあ／＼／＼、今度という今度は、皆々で真実誠の神の道をやり掛けたで。
濁り切った人間思案を捨て切って神の思惑に沿おうとするから、真実の理が出掛けた、真実の理が出掛けたから、それを神が受け取って、心通りの道に成るよう真実誠の神一条の道をやり掛けたという事やで。

さあ／＼皆々の澄み切った真実を受け取って、神が神の思惑通りの道を創め掛けるという事は、もう何より大切な、世界治まる為の天然自然順序の理が出来た出来たという事や。
さあ／＼いずれ世界が一つに治まる為の順序の理が出来たから、まあ／＼あら／＼の処〈たった一つの世界治まりの理であって、神様の一列支配の世界である本道の骨格〉が出来たという事や。
と言うなら、有難う御座います、それではどちらからやらせて頂きましょう、と尋ねるであろう。
順序の理さえ治まれば十分であるから、何処からなっとやれ／＼という事や。)

さあ／＼今度の普請、何処からどうしましょう。建家、予て言うてある。建家かんろだいを一つ芯として掛かり出す。あちらこちら建物々々、大き建物小さい建物取り除け。これ芯として計り出す。今晩はこれだけの話諭し置こう。余程席も疲れて居るによって、又日々順序運ばさにゃならんが暇が要る。これだけ一寸話して置く。
 
(そうであっても、さあ／＼今度の普請は何処から何処へどうしましょう、と尋ねるであろう。
今度の建屋というは、これからの道に必要な建家という狭義な理では無く、広くて大きな世界救けの道を創め掛ける為の、たった一つの仮屋普請の理であるとあらかじめ言うてある。

確かな仮屋普請の理が治まる為には、元無き世界創め出しの理であるぢばかんろだいを、たった一つの芯として掛かり出すのやで。
あちらこちらの建物々々も建てなければならないから、今ある建物は、大きい建物も小さい建物も皆取り除けという事や。
何処から掛かっても良いと言うのだが、これだけの事を芯として計り出すのやで。
今晩はこれだけの話を諭して置こう。
余程席も疲れて居るによって無理は出来ん、又日々の順序の道を運ばさにゃならんが、時間を空けてせにゃならんから暇が要る。
これだけの事を一寸話して置く。)



しばらくして
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
ウヽヽヽ、さあ／＼もう一声伝えて置こう。こうして話仕掛けたら、何時話するとも分からん。これ必ず身上案じる事要らん。案じた分にゃならん／＼。案じる事要らん。案じる事無い程に。これから夜々に話を仕掛ける。大きな事は容易やない程に。話し掛けにゃ分からん。何よの事も順序の話せにゃ何よの事も暇が要る。さあ何時どういう話するとも分からん。しっかり聞き分け。この度は、どうでもこうでも、やり掛けた事はやる。楽しんでやってくれ／＼。建家の処方角分かろまい。彼処へ持って行ってどうやろう、何処へ持って行ってこうやろう、何と一つ／＼分かりて来る。その所何も心配は要らん。今夜掛かり一寸知らして置く。大き心に成って十分心を治めて働け。遙かなあ、何処から見ても遙かなものや。国々所々日々の処皆順序働いて来るによって、これだけ一寸楽しみの話聞かして置かにゃならん。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

ウヽヽヽ、さあ／＼もう一声伝えて置こう。こうして話仕掛けたら、何時話するとも分からん。これ必ず身上案じる事要らん。案じた分にゃならん／＼。案じる事要らん。案じる事無い程に。これから夜々に話を仕掛ける。大きな事は容易やない程に。話し掛けにゃ分からん。

(ウヽヽヽ、さあ／＼もう一声伝えて置こう。
こうして神が本真実の話を仕掛けたら、時旬と共に明らか鮮やかな理が働く事に成るから、何時どんな話をするとも分からんで。
これは治まるべき時旬の理に合わせて話すのやから、必ず心配するやない、本席の身上も案じる事は要らん。
案じた分にゃ、心通りに案じの理が回るから余計な苦しみをせにゃならん／＼。
そやから、案じる事は要らんと言うのやで。
神が先々を見抜いて、一番確かな道を連れて通して居るのやから、何も案じる事は無い程に。
これからは夜々に話を仕掛けるで。なれど、大きな事を伝えるのは容易やない程に。
どんな事も、治まるべき時旬の理を以て話し掛けにゃ分からん。)

何よの事も順序の話せにゃ何よの事も暇が要る。さあ何時どういう話するとも分からん。しっかり聞き分け。この度は、どうでもこうでも、やり掛けた事はやる。楽しんでやってくれ／＼。建家の処方角分かろまい。彼処へ持って行ってどうやろう、何処へ持って行ってこうやろう、何と一つ／＼分かりて来る。その所何も心配は要らん。

(何世の事も天然自然順序の理を以て話せにゃならんから、何世の事も暇が要る。
治まるべき時旬の理が来れば速やかに伝えなければならないから、さあ何時どういう話をするとも分からんのや。
その場その場で速やかに聞き分けて心の奥深くに治めなければ治まらない時旬の道であるから、しっかり聞き分けてくれるようと言うのやで。

この度は、後にも先にも無い一度限りの重々の道に掛かるから、どうでもこうでもやり掛けた事はやると言うのやで。
どうでもこうでもやるという事は、確かな先々の道を神が見定めて楽しんでするという事やから、皆々も楽しんでやってくれ／＼という事や。
というても、新しい建家の処は方角も分かろまい。
彼処へ持って行ってどうやろう、何処へ持って行ってこうやろうと心を尽くすであろうが、何とその日が来れば、神が体内へ入り込んで教えるから一つ／＼の事が天然自然に分かりて来るのや。
そうであるから、その処は何も心配は要らんと言うのやで。)

今夜掛かり一寸知らして置く。大き心に成って十分心を治めて働け。遙かなあ、何処から見ても遙かなものや。国々所々日々の処皆順序働いて来るによって、これだけ一寸楽しみの話聞かして置かにゃならん。

(今夜の掛かりの理〈五月九日の刻限の御話によって、これからは神様の思惑通りの道となる三箇年の模様に掛かるとさしづされた理による、今夜治めるべき掛かりの理〉として一寸知らして置く。

これからは余計な先案じばかりする弱い人間思案を捨て切り、どうなってもいいから神様の思惑通りに運ばせて頂こうという大きな心に成って、十分に心を治めて働けと言うのやで。
そうして何時何時変わらぬ一つの心で尽くすなら、末代失う事の無い結構な理を治めて下さる為の遙かな道やなあという事が分かるように成るのだが、何処まで行っても人間の思うように成らないむごい胸の掃除の道を満足たんのうして通り抜ける理によって、少しずつ心が澄まされ、心の澄んだ分だけ結構な先々の理が治まるという天然自然順序の道を見ても、生まれ変わり生まれ変わりをし、数々の失敗や成功を重ねながら段々と承知が出来る長い年限の道を見ても、何処から見ても真実誠の神様の道は遙かなものや、遥かな道であればこそ、末代失う事の無い結構な理が身に付くのだと承知の出来る日が来るのや。

国々所々に置いても、日々の処の皆々の働きの理によって後々の道の順序が定まり、定まった順序の理が天然自然に働いて来る理によって、より多くの者が真実誠の神一条の道を定め、そうして寄り集まった多くの誠を神が受け取って、誰も逆らう事の出来ない明らか鮮やかな世界救けの道を創め掛けるという、これだけの一寸やそっとではない楽しみの話を聞かして置かにゃならん。)







明治四十年五月二十日（陰暦四月九日）
午前一時より本席身上御障りに付、教長初め一同出席午前三時二十分刻限の御話
[bookmark: _Hlk10703152]―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
ハアヽヽヽヽ、
さあ／＼／＼／＼／＼、ウヽヽヽ、　
さあ／＼今晩々々、さあ／＼今晩の話、中に無い。身の切なみから、だん／＼話し掛ける／＼。
さあ／＼なあ、よう／＼、さあ／＼よう／＼、さあ／＼長らえて／＼の道すがら道すがら、さあ／＼道すがら／＼どういう事も皆道すがらで通り来たるばかりや。昔の話やあろうまい。遠くの話やあろうまい。皆心の治めて通って来たる。長い年限年限、さあ／＼所々へ皆印を打ったる。印出来たる。さあ／＼印からだん／＼日々にこれ一枚々々の本を繰るように成ったる。これどういう事と思う。二十五六年以前あとの年限、思やんをしてみよ。どちらにもこちらにも何も無かったであろう。さあ／＼ほっと心に思い／＼知り、これから心に始め、これ長い年限の中である。遠き所にも印あろう。さあ／＼まあ思やん半ば／＼／＼である。未だ／＼思やん半ばである。一つ事を見分けてくれにゃならん。見分け聞き分けする中に、又一つには台ともならにゃならん。さあ／＼今晩々々という、今晩実を定めてくれ。実を定めて心を治め。ウヽヽヽ。
もうこれ前々より仕掛けた話、どうでも仕遂げにゃならん。さあ／＼三年々々と言い掛けたる理、どうでもこうでもやってくれ／＼。何でもやってくれにゃならん。さあ／＼あら／＼の取り決まり、あら／＼の場所差し渡しの処、何ぼう／＼どれだけ／＼分かってある。よう／＼会議一遍の会議設けた処掴まえ処無い、捉まえ処無い。会議一回二回三回の会議ではどうもならん。元より理諭したる。さあ三年と言うたる。三年の間に思やんも付かにゃならん。又付くであろう。こうして付け掛けた道の事や。細い道にした処が付けてある。そこで一つ仮家建ち、年限難しいと思うやない。会議も引き続き三回四回五回六回の会議も設けてみよ。どのくらいのもの持って行たらうつるか、このくらいのもの持って行たら似合うや。これ分かるやろう。そこで道の理という処の会議遂げにゃならん。これ台として建家一条計り出す。どのくらいのものどう、何処から何処まで何間はっちゃ無い。何処から何処まで取ったら何間はっちゃ無い、という処を計りみよ。邪魔になるものは取って了え。置いてよいものはそのまゝ。どうでやり掛けたら、一度や二度や三度で治まる事出けやせん。
さあ／＼これ芯とする。芯が知らしたる。芯の台動かすにも動かさりゃせん。どっちからでも踏ん張ったる。これは何間何尺ある。これだけ除けたら何ぼうしか無い。これから地取して行けば、どれからどうなる。この宅一つこう直す。この建物は一つこうやる。一つ／＼言うて貰うて出ける事では詰まらん。どんと心を治めんから、何処へどうしてよいやら方角も分からせん。邪魔になる建家取り除け。それから心を定め。建家だけは十分地所ある。これから地取りすれば出けるやろう。
さあ／＼皆々よう聞き分けにゃならん。最初の掛かりも同じ事や。紋型無い処から出来て来たる。又一つ／＼心で通りて来たる。皆これよう思やんしてみよ。ようよう近付いたる。だん／＼の諭し掛けたる一条、難しいと思うやない。何も案じる事要らん。成るものと出来るものと、思やん定めてみよ。もう十分、十分々々の理に諭してあるで。仮名な事や。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

ハアヽヽヽヽ、
さあ／＼／＼／＼／＼、ウヽヽヽ、　
さあ／＼今晩々々、さあ／＼今晩の話、中に無い。身の切なみから、だん／＼話し掛ける／＼。

さあ／＼なあ、よう／＼、さあ／＼よう／＼、さあ／＼長らえて／＼の道すがら道すがら、さあ／＼道すがら／＼どういう事も皆道すがらで通り来たるばかりや。
昔の話やあろうまい。遠くの話やあろうまい。

(ハアヽヽヽヽ、
さあ／＼／＼／＼／＼、ウヽヽヽ、　
さあ／＼今晩々々の話、さあ／＼今晩の話は、自分達の幸せの為に道を運ばせて貰うのだ、というような、種も実もないその場限りの残念な道の中には無い話やで。
広くて大きな世界救けの道を拵える為の真実誠の種を皆々で持ち寄って、明らか鮮やかな世界救けの道を神に創め掛けて貰う為、真実誠の道の台と成って尽くさせて頂く為に、自ら求めて運ぶ苦労艱難の道や、身に染みて神の真心を知る身の切なみの道の中から、だん／＼話し掛ける／＼と言うのやで。

さあ／＼なあ、真実誠の神の道は何処まで行ってもよう／＼の道であり、さあ／＼よう／＼の道というは、人間創造以来誰もが皆積み重ねて来た山のような残念の理〈大難小難の理で救けてやろうとされる親神様の真実が分からず、救けようとして与えられたわずかな苦しみにも不足の心を出してしまい、恩を仇で返して来た最悪の親不孝の理〉をすっきりと掃除し、澄んだ心に真実誠の天の理を治めさせ、治めた天理を固く守ろうとする心に守られながら、結構な末代の道を通させてやりたい為の長らえて／＼の苦しみの道すがら道すがらであるが、さあ／＼どんな事も通った道すがら／＼によって承知が出来るのであり、どういう事もこういう事も皆これまでの道すがらで理の働きを知り、成る程と心に治めながら通り来たるばかりやで。
山のように積み重ねた残念の理といっても、とっくに過ぎた昔の話やから今の私には関係無い、というような事はあろうまい。
苦しまなければならないのは道が間違っているからで、正しい道なら何事も無く日々結構に通れる筈だ、というような、神の思惑から遠く外れた人間の作り話やあろうまい。)

皆心の治めて通って来たる。長い年限年限、さあ／＼所々へ皆印を打ったる。印出来たる。さあ／＼印からだん／＼日々にこれ一枚々々の本を繰るように成ったる。
これどういう事と思う。二十五六年以前あとの年限、思やんをしてみよ。どちらにもこちらにも何も無かったであろう。

(この道に引き寄せられてからは皆々心一つの道である事を知り、日々心を治めて通って来たるであろう。
通るに通れない己の悪因縁を断ち切って、末永く連れて通してやろうとする長い年限年限の道であるが、さあ／＼もっと多くの者に真実誠の救け道を通してやる為に、国々所々へも皆印を打ったる〈それぞれの土地にふさわしい道の台を置いてある〉のやで。
それによって、段々と印〈道の集団や教会等〉が出来たるのや。
さあ／＼所々の印からだん／＼と真実誠の神の思惑が伝わり、日々にこれ一枚々々の本を繰るように成ったるのや〈一つ一つの根本原理を聞き分けて、真実の理を働かすように成ったのや〉。

これだけの道が出来上がった元はどういう事と思うか。
二十五六年以前あとの年限〈道の初めに教祖は、世界救けの為の真実誠の種の理とされる為に有る物を全て尽くし果たされ、貧のどん底に落ち切られたが、その後の二十年は寄り付く者も無かった。
理不尽とも思える真実誠の救け道の中を、真実誠の神様の守護だと信じて満足たんのう貫かれた理により、大きく修理肥やしの理が働いて理が改まり、蒔いた種が育って二十五六年後から段々と人が集まるようになり、わずかな間にこれだけの道が出来上がったという年限の理〉を、よう思やんをしてみよ。
何もかも尽くし果たして二十五六年の間は、どちらにもこちらにも良い事は何も無かったからであろう。)

さあ／＼ほっと心に思い／＼知り、これから心に始め、これ長い年限の中である。遠き所にも印あろう。さあ／＼まあ思やん半ば／＼／＼である。未だ／＼思やん半ばである。一つ事を見分けてくれにゃならん。見分け聞き分けする中に、又一つには台ともならにゃならん。さあ／＼今晩々々という、今晩実を定めてくれ。実を定めて心を治め。ウヽヽヽ。

(さあ／＼何処まで行っても苦しみ続きの神の救け道に堪えて満足たんのう貫いた理によって、これだけの道が出来上がったという事をほっと心に思い／＼浮かべて、真実誠の神の思惑を知り、これからは何事も神様のさしづ通りに運ばせて貰おうと固く定めて運ぶ長い年限の道の中から、真実の理を諭すのである。
誰も知らない遠き所にも、印〈そうして運んだ道〉が有ろう。

なれど、さあ／＼多くの者が、まあまあの誠の思やんさえ半ば／＼／＼である。
未だ／＼真実誠の神の思惑が分からず、何もかも捨てて神の思惑通りに運ぼうとする誠の思やんが半ばであると言うのやで。
どんな事も神のさしづ通りに運ぼうとするひながた通りの道によって、山のように積み重ねた残念の理を洗い切り、結構な末代の道を通させてやろうとする一つの道である事を見分けて、真実の心を定めてくれにゃならんのや。
又一つには、真実の理を見分け聞き分けて実践する中に、世界救けの為の真実誠の道の台とも成らにゃならんのやで。

さあ／＼明らか鮮やかな理を治める為には、今晩々々中という速やかな理を働かせなければならないのやから、遅くとも今晩中に実を定めてくれるよう。
速やかに実を定めて鮮やかな理を治め、神と一つにつながる誠の心を治めるが善い、と言うのや。ウヽヽヽ。)

もうこれ前々より仕掛けた話、どうでも仕遂げにゃならん。さあ／＼三年々々と言い掛けたる理、どうでもこうでもやってくれ／＼。何でもやってくれにゃならん。
さあ／＼あら／＼の取り決まり、あら／＼の場所差し渡しの処、何ぼう／＼どれだけ／＼分かってある。
よう／＼会議一遍の会議設けた処掴まえ処無い、捉まえ処無い。

(もうこれは前々より仕掛けた話であるが、人間である限りは誰もが皆どうでも仕遂げにゃならん話をするで。
さあ／＼それは濁り切った胸の掃除の為の三年々々千日の道であると言い掛けたる理であるが、末永く人として生き抜く為には必ず通り抜けなければならないたった一つの救け道であるから、どうでもこうでもやってくれ／＼と言うのや。
これから創まる本道は神の一列支配の世界であるから、神の思惑に沿えない濁り心は人として生き永らえる事は出来ない、少しでも心に濁りが有れば何時の日か人に写ってしまう、わずかな濁りでも残す事は出来ないから、何でもかでも胸の掃除の道をやってくれにゃならんのや。
さあ／＼あら／＼の処〈これから先の道の進み方〉が取り決まり、あら／＼の場所差し渡しの処〈あらあらの建築場所や規模等が決まろうとしている処であるが〉、その後に置いて、何ぼう／＼どれだけ／＼の皆々の誠真実によって立派な世界救けの道が出来上がるか、という事が分かってあるか。
よう／＼会議一遍の会議を設けた処掴まえ処無い〈皆々に真実誠の神の思惑を悟らす為には、差し迫った事情を与えて会議をさせ、そこで悟り取らせるより他に方法が無いという処から、会議の場を設けたる処であるが、澄み切った神の思惑をつかみ取る事はなかなか出来ない〉、何もかも捨てて神の思惑に従おうとする誠の心を働かせなければ、澄み切った神の思惑を悟り取る事は出来ないと言うのや。)

会議一回二回三回の会議ではどうもならん。元より理諭したる。さあ三年と言うたる。三年の間に思やんも付かにゃならん。又付くであろう。こうして付け掛けた道の事や。細い道にした処が付けてある。そこで一つ仮家建ち、年限難しいと思うやない。会議も引き続き三回四回五回六回の会議も設けてみよ。どのくらいのもの持って行たらうつるか、このくらいのもの持って行たら似合うや。これ分かるやろう。

(会議と言うても、一回や二回や三回の会議ではどうもならん。
どうもならんというは、ずっと以前より真実の理が諭してあるが、これまでどうする事も出来なかったという事や。
さあ三年千日の道と言うたるは、誰もが皆長い年限積み重ねた山のような残念の理を洗い切り、澄み切った天理を心の奥深くに治める為の胸の掃除の道やで。
わずか三年千日の胸の掃除の道を運ぶ間に、世界一列を救けたいばかりの真実誠の神の思やんも付かにゃならんのや。
又先々通るに通れない悪因縁の掃除が出来るなら、澄み切った誠の思案も付くであろう。
こうして何時何時までも世界中を結構に連れて通そうとして付け掛けたひながたの道の事や。
心のほこりを洗い切る為の、苦しみ続きの細い道にした処であるが、そこには、思ってもみないような不思議な神の守護が付けてあるであろう。
そこで皆々が持ち運ぶべき理は、世界を一つに治める為の仮屋普請の理を立ち上げるという事であって、その為の長い年限の道を難しいと思うやない、という事やで。
会議も引き続き行い、しっかりと承知が出来るまで三回四回五回六回の真剣な会議も設けてみよ。
どのくらいのものを持って行ったらうつるか〈理が治まるか〉、このくらいのものを持って行たら似合うやと〈後々立派な世界救けの道が出来上がるかと〉、心に思い浮かぶであろう。
それによって、これからの道が分かるやろう。)

そこで道の理という処の会議遂げにゃならん。これ台として建家一条計り出す。どのくらいのものどう、何処から何処まで何間はっちゃ無い。何処から何処まで取ったら何間はっちゃ無い、という処を計りみよ。邪魔になるものは取って了え。置いてよいものはそのまゝ。どうでやり掛けたら、一度や二度や三度で治まる事出けやせん。
 
(そこで真実の道の理を心に浮かばす為、という処の会議を遂げにゃならんのや。
これだけの事を台として、建屋一条の道である事〈新しい神様の世界である、神様の一列支配の世界を創め掛けて下さる為の元の神屋敷、その為の真実の理を世界中に写し出す為の鏡屋敷を拵え、神様の話を聞き分けて共に尽くそうとする多くの誠の心を育て、育った多くの誠を受け取って、神様が世界救けを創め掛けようとされる一条の道である事〉を計り出すのやで。
どのくらいのものをどうしたら良いかという事は、何処から何処までは何間はっちゃ無いという事を思案してみよ。
何処から何処まで取ったら、残りは何間はっちゃ無い、という処を思い計りてみよ。
邪魔になるものは皆取って了え。置いてよいものはそのまゝや。
どうでやり掛けたら、一度や二度や三度で治まる事は出けやせんのや。)

さあ／＼これ芯とする。芯が知らしたる。芯の台動かすにも動かさりゃせん。どっちからでも踏ん張ったる。これは何間何尺ある。これだけ除けたら何ぼうしか無い。これから地取して行けば、どれからどうなる。この宅一つこう直す。この建物は一つこうやる。一つ／＼言うて貰うて出ける事では詰まらん。どんと心を治めんから、何処へどうしてよいやら方角も分からせん。邪魔になる建家取り除け。それから心を定め。建家だけは十分地所ある。これから地取りすれば出けるやろう。

(さあ／＼これだけの事を、これから先の道の芯とするのやで。
濁った人間思案を捨て切って、神の思惑通りの道を運ぼうとすれば結構な先々の理が治まると、道の芯が知らしたるであろう。
芯の台は固く定まった天理であるから、動かすにも動かさりゃせんで。
芯さえ狂わさなければ、どっちからでも神が踏ん張ったるのや。
これは何間何尺ある。これだけ除けてみたら何ぼうしか無い。これから地取して行けば、どれからどうなる。この宅一つをこう直す。この建物は一つこうやる、と、一つ一つ思案してみよ。
一つ／＼言うて貰うて出けるような事ではつまらん。
何が何でも神様の思惑通りにさせて貰いたいと、どんと心を治めんから真実の理が浮かばん、何処へどうしてよいやら方角も分からせん。
先ず邪魔になる建家を取り除け。それから真実の心を定めるがよい。
世界救けを創め掛ける為の、元の建屋を建てるだけは十分な地所があるで。
これだけの事を定めてから地取りをすれば、どんな事も自然に出けるやろう。)

さあ／＼皆々よう聞き分けにゃならん。最初の掛かりも同じ事や。紋型無い処から出来て来たる。又一つ／＼心で通りて来たる。皆これよう思やんしてみよ。ようよう近付いたる。だん／＼の諭し掛けたる一条、難しいと思うやない。何も案じる事要らん。成るものと出来るものと、思やん定めてみよ。もう十分、十分々々の理に諭してあるで。仮名な事や。

(さあ／＼皆々よう聞き分けにゃならん。
最初の道の掛かりも同じ事やで。
どんな事も紋型無い処から始まり、段々に出来て来たるであろう。
又一つ／＼の真実の心定めで道が変わり、色々な道を通りて来たるであろう。
皆これをよう思やんしてみよ。
どんな事もようようの年限の理によって近付いたる道であろう。
だん／＼の理によって諭し掛け、天然自然順序の理によって出来たる救け一条の道であるから、どんな事も難しいと思うやないで。
真実の心一つが定まれば善いのであって、それを受け取って働くのは神であるから、何も案じる事は要らんのや。
天然自然に成るものと出来るものとは、最善の神の救け道であるから何も心配は要らん、という澄み切った思やんを定めてみよ。
濁り切った人間思案を捨てて神の思惑通りに運ぼうとすればもう十分であると、十分々々の理に諭してあるで。仮名な事や。)



平野楢蔵が、恐れ入りますが御願い申し上げます、と言うや否や
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
もうえゝ／＼、分かってある／＼。身も苦しかろう／＼。身を救ける心に成れ。どうでもこうでももう適わん／＼という処、二度三度通したる。何でも彼でもこの度は台に成ってくれ。身の処案じる事要らん。身上の切なみもう二三日である。なれど、めん／＼から出りゃ仕様が無い。出たらどうなるとも分からん。必ず出るのやない／＼。そこで居坐れ／＼。いつまでも居坐らにゃならん。これより楽しみはありゃしょうまい。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

 (もうえゝ／＼、分かってある／＼。それぞれに身も苦しかろう／＼。
一時の苦しみの理に変えて救けようとして下さるのだから、どんな苦しみも満足たんのうして受け取らなければならない、というような、身を救ける心に成れ。
どうでもこうでも濁り切った胸の掃除をして結構な先々の理を治めさせてやりたいから、もう適わん／＼〈もうどうにも成らない／＼〉という処を、これまで二度も三度も通したるであろう。
何でも彼でも道の為に尽くさせてやりたいから、この度は訳も分からない苦しみの道に堪えて満足たんのう治めて、真実誠の道の台に成ってくれと言うのや。
どんな苦しみにも堪えて満足たんのう治めようとするなら、心通りの満足な道にしてやろうと神が働くから、身の処は案じる事要らんのや。
身上の切なみの理が治まるのは、もう後二三日である。
なれど、「どうしてこんなに苦しまなければならないのだろう。」「何処が間違っているんだろう。」というような、神に背く残念な心がめん／＼から出りゃ、どうにもこうにも仕様が無いのや。
こんな残念な心が出たら、先々の道がどうなるとも分からんで。　
心通りの理が働く事に成るから、必ず出るのやない／＼で。
そこで、「成って来る理に間違いは無い、道の為ならどうなっても結構だ。」と、固く精神定めて、結構な先々の道の為の苦しみの道に満足たんのうして居坐れ／＼、世界救けの為に尽くそうとするなら、いつまでも喜んで居坐らにゃならんのや。
これより他に楽しみはありゃしょうまい。)






明治四十年五月二十一日（陰暦四月十日）午前二時半
刻限御話
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
ウヽヽヽ、さあ／＼／＼／＼、ウヽヽヽ、さあ／＼／＼、又々今晩々々、又今晩、ウヽヽヽ。
さあ／＼どういう話仕掛けるなら、前々古い話、今一時の処理一つ何も順序から諭さにゃならん。皆々寄り合うた中である。古き事ほのかから一つ話仕掛けた。今一時どういう事どういう事なら旬と言う。旬が来たから皆待ち兼ねて楽しんでくれにゃならん。二十年あとゝ言えば、これだけの事見えてあったのやなれど、目には見えなかった。旬を外さず、してくれ。外してはならん。旬を外しては出来やせん。今の事こうあー、あーこう、楽しいなあ、楽しいなあと、日々の処通りくれにゃならん。二十年以前見えてあったれど、目に見えてなかった。一時はどうしょうや知らんと思うたなあ、さあ／＼／＼二十年々々々前の事を心に思うて楽しんでくれ。目に見えて来た。これより楽しみはありゃしょうまい／＼。
さあ／＼／＼詰んで／＼詰み切りたる順序送りて来た。そらと言うたらこう、こうと言うたらそりゃ、さあと言うたらあすこにある。こうと言うたら彼処にある。これは心に止める事出来ようまい。なれど、順序の理通りて一つ治めてくれ。話通りにさえすれば案じる事要らん。これだけ、又一つ今晩の順序に諭し置こう。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――


ウヽヽヽ、さあ／＼／＼／＼、ウヽヽヽ、さあ／＼／＼、又々今晩々々、又今晩、ウヽヽヽ。
さあ／＼どういう話仕掛けるなら、前々古い話、今一時の処理一つ何も順序から諭さにゃならん。皆々寄り合うた中である。古き事ほのかから一つ話仕掛けた。

(ウヽヽヽ、さあ／＼／＼／＼、ウヽヽヽ、さあ／＼／＼、又々今晩々々、又今晩、ウヽヽヽ。
さあ／＼どういう話を仕掛けるというなら、前々の古い話であり、今一時の処の自分達の結構を天に供えて世界救けの為の真実誠の種とし、与えられた難儀不自由の道の中を満足たんのうして通り抜ける修理肥やしの理一つによって何もかも治まるという事を、世界治まる天然自然順序の理から諭さにゃならんのや。
この道に引き寄せられたという事は、皆々が、善きひながた悪しきひながたと成って世界中に道を知らせる為に寄り合うた中である。
教祖ひながたの道という古き事から真実誠の神の道を伝え、ほのかな理から、真実の心ある者に、たった一つの世界治まりの理を悟り取らせようとして話を仕掛けたのやで。)

今一時どういう事どういう事なら旬と言う。旬が来たから皆待ち兼ねて楽しんでくれにゃならん。二十年あとゝ言えば、これだけの事見えてあったのやなれど、目には見えなかった。旬を外さず、してくれ。外してはならん。旬を外しては出来やせん。
 
(今の一時の道とはどういう事やどういう事であるというなら、速やかに受け取って速やかに運ぶなら、速やかに治まる時旬の理であると言うのやで。
待ちに待った時旬が来たから時旬の理に乗り遅れないようしっかりやらせて頂こうと、皆待ち兼ねて楽しんでやってくれにゃならんのやで。
道の初めに教祖が何もかも尽くし果たしてから二十年あとゝ言えば、これだけの道が天然自然に出来上がる事が見えてあったなれど、人間の目には見えなかったという事や。
なれど理は正直であり、蒔いた種は必ず実るから旬を外さずしてくれるよう。
二度と取り戻す事が出来ない時旬の理を外してはならんで。
一度限りの時旬を外しては何も出来やせんのや。)

今の事こうあー、あーこう、楽しいなあ、楽しいなあと、日々の処通りくれにゃならん。二十年以前見えてあったれど、目に見えてなかった。一時はどうしょうや知らんと思うたなあ、さあ／＼／＼二十年々々々前の事を心に思うて楽しんでくれ。目に見えて来た。これより楽しみはありゃしょうまい／＼。

(今の事はどういう事もこういう事も先々の道の種に成るのやからあー楽しみやなあ、あーこうして苦しい中を満足たんのう治めて運ぶ理によって結構な先々の理が治まるのや、それを思えば苦しい道も楽しいなあ、どんな道も楽しいなあと、日々の処を満足たんのうして通りてくれにゃならんのやで。
長い年限の苦しみの道を楽しんで運んだ理によってこれだけの道が出来上がったという事は、二十年以前から見えてあったなれど、人間の目には見えてなかったというだけや。
一時はどうしょうや知らんと思うた日もあったなあ、さあ／＼／＼二十年々々々前の真実誠の種蒔きによってこれだけの道が出来上がったという事を心に思うて、楽しんでくれるよう。
種を蒔いたから天然自然に理が育ち、段々目に見えて来たのやで。
これより他に楽しみの道はありゃしょうまい／＼。)

さあ／＼／＼詰んで／＼詰み切りたる順序送りて来た。そらと言うたらこう、こうと言うたらそりゃ、さあと言うたらあすこにある。こうと言うたら彼処にある。これは心に止める事出来ようまい。なれど、順序の理通りて一つ治めてくれ。話通りにさえすれば案じる事要らん。これだけ、又一つ今晩の順序に諭し置こう。

(さあ／＼／＼思ってもみない結構な先々の楽しみの道というは、前に進む事も出来ない、後ろに戻る事も出来ないというような、詰んで／＼詰み切りたる順序の道を満足たんのうして送りて来たからやで。
神が、そら今が時旬だと言うたら速やかにこうさせて頂こう、こうしろと言うたらそりゃ何が何でもやらせて貰おう、さあどうするかと言うたら定めるべき精神はあすこ〈教祖ひながたの道〉にある。
こう〈世界の為に尽くさなければ誠の道とは言えない〉と言うたら、運ぶべき道は彼処〈身を捨てて世界の為に尽くそうとする真実誠の神一条の道〉にある。
これは、心に浮かんだ通りに運べば善いと言うのであって、神を慕って神の思惑通りに運ぼうとする誠の思案は世界救けの為のたった一つの道の台であるから何より大切であり、神が守り通すから誰も止める事は出来ようまいと言うのや
その時はどうしてよいか分からないようなものなれど、天然自然に成って来る順序の道に満足たんのうして通りて、何が何でも神様の思惑に沿わせて貰おうとする一つの心を貫いてくれれば善いのや。
神の話通りに治めさえすれば、後は神が引き受けるから何も案じる事は要らんのやで。
これだけの道である事を、又一つの今晩の順序の理に諭して置こう。)



しばらくして
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼もう一声々々、これまあ順序から諭する。まあ／＼これまでの始まりも同じ事、小さい事から言い掛ける。皆たゞこの道というは、始まりは四十五六年以前のものは一坪から始め掛けた。これが一つ始まり。その一坪から掛かりてこうと言う。神に上に一つ話し、神が一つ答えば人間が話す。人間が答えば神が話す。これは古きふでさきにもちょと知らしたる。一坪から始まり、一坪ぐらい何でもないと言うやろう。掛かりはそんなもの。それを引き受けると言うた者は席が言うた。皆その心に成れ。一坪から始め掛かり、言うて来て出来た。難儀の道も通りどんな道も通り、難儀の道から出来て来たる。皆所々一つ／＼の印出来たる。これかと言うもの、こうと言うもの、一つも無かったもの。ほのか／＼／＼と言う。二十五六年前より通り来たる。あちらこちらその中に又一つ苦労の道あった。そりゃ言うまでやない。皆心に保って来たる。これから大き積もれば、一つこれあら／＼心に治めるよう。何間何尺心に積もって、持って行てみよ。普請の掛かりは、小さいければ大きする、大きければ小そうする。低ければ高くする、高ければ低うする。一つの苦労もせにゃならん。皆々承知してくれるよう／＼。承知してくれたらどんな事も出来る。出来る／＼。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

さあ／＼もう一声々々、これまあ順序から諭する。まあ／＼これまでの始まりも同じ事、小さい事から言い掛ける。皆たゞこの道というは、始まりは四十五六年以前のものは一坪から始め掛けた。これが一つ始まり。その一坪から掛かりてこうと言う。

(さあ／＼もう一声々々諭そう、これもまあ一寸した順序の理から諭するで。
まあ／＼の処のこれまでの道の始まりも同じ事であるが、神の話は何時でも小さい事から言い掛けるのやで。
何かの事も皆小さい事から始め掛けるという、たゞ一つの理のこの道というは、始まりは皆小さなものであって、四十五六年以前のもの〈かんろうだい〉は一坪から始め掛けたのやで。
これがたった一つの始まりの理である。
その小さな一坪の理から掛かりて来たからこそ、こう〈これだけの道が出来上がった〉と言うのや。〉

神に上に一つ話し、神が一つ答えば人間が話す。人間が答えば神が話す。これは古きふでさきにもちょと知らしたる。一坪から始まり、一坪ぐらい何でもないと言うやろう。掛かりはそんなもの。それを引き受けると言うた者は席が言うた。皆その心に成れ。

(神に、〈世上にて神として祭られているものに〉この道は世界を支配する天の道である事を知らせ、上にも〈身分や地位の高い人間にも〉誰も逆らう事の出来ない一つの天の道であるという事を話したが、神が一つ答えば人間が話す。人間が答えば神が話すという事や。
これは古きふでさきにもちょと知らしたる。・・・〈今なるの月日の思う事なるは　口は人間心月日や。　しかと聞け　口は月日が皆借りて　心は月日皆貸している。　と、教えられる〉

一坪から始まり、一坪ぐらい何でもないと言うやろう。
掛かりというものは皆そんなもので善いのや。
それを引き受けると言うた者は席〈飯降伊蔵〉が言うたのや。
皆その素直な心に成ってくれるよう。〉

一坪から始め掛かり、言うて来て出来た。難儀の道も通りどんな道も通り、難儀の道から出来て来たる。皆所々一つ／＼の印出来たる。これかと言うもの、こうと言うもの、一つも無かったもの。ほのか／＼／＼と言う。二十五六年前より通り来たる。

(一坪から始め掛かりて、一坪ぐらい何でもないと言うて始め掛け、小さく蒔いた種が段々育って来てこれだけの道が出来たのや。
難儀の道も通りどんな道も通りたが、今一時の結構を天に供えて道の為・世界の為に尽くそうとする難儀の道を満足たんのうして通り抜ける修理肥やしの理から出来て来たるのやで。
思うように成らん苦しみの道の中を満足たんのうして運ぶ誠の理が皆所々へも写って、一つ／＼の印が出来たるであろう。
これかと言うようなものも、こうと言うようなものも、元は一つも無かったものやで。
ほのか／＼／＼に諭す神の真意を悟り、神の思惑通りに尽くそうとする誠の道の中から出来上がったと言うのや。
濁り切った人間思案を捨て切って、二十五六年前より神の思惑通りの道を通り来たるからやで。)

あちらこちらその中に又一つ苦労の道あった。そりゃ言うまでやない。皆心に保って来たる。これから大き積もれば、一つこれあら／＼心に治めるよう。何間何尺心に積もって、持って行てみよ。普請の掛かりは、小さいければ大きする、大きければ小そうする。低ければ高くする、高ければ低うする。一つの苦労もせにゃならん。皆々承知してくれるよう／＼。承知してくれたらどんな事も出来る。出来る／＼。
 
(あちらにもこちらにも道の為・世界の為に尽くそうとして運んだ誠の道が見えて居るが、その中に又一つの苦労の道があったなあ。
道の為・世界の為に尽くそうとする多くの誠が有ったからこそこれだけの道が出来たのであるが、そりゃ言うまでやないであろう。
色々な苦労艱難の道の話を聞いて、皆々もこれが真実の道であると心に保って来たるであろう。
これから道を悟れば良いのであって、どんな小さなものも大きく積もれば大きな実りになるという事であり、道の為・世界の為を思い、一つ一つの苦しみの道に堪えて満足たんのう治めた理によって、これだけの道が出来上がったというあら／＼の話を聞き分けて、しっかりと心に治めてくれるよう。
どんな苦しみの道も楽しんで通り抜けた理が何間何尺と心に積もってこそ、結構な先々の道が拓けるという事を固く心に持って行ってみよ。
普請の掛かりはざっとしたもので良いが、段々育った理に合わせて、小さいければ大きする、大きければ小そうするて。
低ければ高くする、高ければ低うする。
善きも悪しきも皆大きく受け取って、二度と取り直す事が出来ない末代の理にして返す道であるから、一つ一つの苦労の道も喜んでせにゃならんのや。
神の話し通りに運ぼうとする誠の道が己の運命を救け、世界救けの為の真実誠の道の台と成るという事を皆々承知してくれるよう／＼。
承知してくれたら、心通りの道に成るよう神が働くからどんな事も出来るで。
澄み切った真実さえ有れば、思ってもみないような結構な道が出来る／＼と言うのや。)



明治四十年五月三十日（陰暦四月十九日）正午十二時半
本席中食膳の時身上御障り俄かに激しく、教長初め一同出席直ちに刻限の御諭
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
ウヽヽヽ、
さあ／＼／＼皆々揃うて居るな／＼。さあ／＼外々の事やない。一時々々諭し置いたる処、順序の道をしっかり聞き取ってくれ。
さあ／＼どうでちょとに行かん。ちょとに行かんが、心で今は行かん尚いかん。なれど、どうでも精神という道無くばならん。皆精神から出来て来る。この道元草生えの中から言えば、しんどの仕損というは教祖や。何も楽しみ無しに、一日の日の遊山もせずに越したはしんどの仕損。なれど、年限の間にほのかのように説いたる事が今の処にちょと見えてある。皆掛かりというは、ふわ／＼したるものなれど、年限追うて組み上げたる。これから見れば、案じは一つも無い。心の案じあってはならん。今日の日待ち兼ねて／＼せにゃならん。話ある。身上迫れば何でももう何とか話聞けるか、話あろうか、どうしたものや。思い／＼で待って居るようではならん。皆説と言う。めん／＼こりゃどうやありゃこうや。どゝの詰まり尋ねて出るがよい。そこでちょと今日は何でも彼でも諭さにゃならん。三枚五枚の絵図引き掛け／＼。説から皆々考を付け。三枚五枚引き掛け。そこでどうせい、こゝはこうせいと、しっかりしたさしづに及ぶ。
この説／＼、この説／＼と説の図面引いてみよ／＼。さあ／＼どうじゃ／＼。何でもない事や。思えば心寄せる。引いたからとて無駄と言うではない。この切なみの程余程応えるで。
さあ／＼そうしてあら／＼の図面三枚五枚の中から、これどうあれこうとこれから一つ纏まる。又一つ絵図又引き、三箇年という。そこから未だ思やんある。どうするやろうと思う。ちゃんと出来の成る中まで、皆思やんの中から出来て来るのやで。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

ウヽヽヽ、
さあ／＼／＼皆々揃うて居るな／＼。さあ／＼外々の事やない。一時々々諭し置いたる処、順序の道をしっかり聞き取ってくれ。

(ウヽヽヽ、
さあ／＼／＼皆々揃うて居るな／＼。
さあ／＼素直に神に従おうとする澄み切った心を忘れて、我が身勝手な人間思案ばかり用いる残念な理によってもう一度元の泥海に還さなければならない程濁り切ってしまった世界中を、速やかに救けてやろうとする真実誠の神一条の道の話をするのであって外々の事やないで。
それぞれの胸の掃除の為の一時の苦労艱難の道と、教祖ひながたの道に習って、世界救けの為の真実誠の種の理とする為に自ら求めて運ぶ一時の難儀不自由の道が、己を救け世界を救ける誠の道であって、人として生き永らえる為には皆々運ばなければならない一時々々の道であると諭し置いたる処であるが、聞き分けて実践しようとする誠の者を安心安全に連れて通す天然自然順序の道であるという事をしっかり聞き取ってくれにゃならんのやで。)

さあ／＼どうでちょとに行かん。ちょとに行かんが、心で今は行かん尚いかん。なれど、どうでも精神という道無くばならん。皆精神から出来て来る。

(さあ／＼どうでちょっとには行かんであろう。
ちょっとに行かんであろうが、心の中で、今は未だとてもそこまでは行かんと思えば、尚々いかん事に成るのやで。
なれど、出来ても出来なくても運ばせて頂きたいという真実さえ有れば神が連れて通すのであるが、どんな中も安心安全に守り通して貰う為には、どうでもこうでもやらせて頂こうと固く定まった精神という道が無くばならんのやで。
思ってもみないような結構な先々の道というは、何事も皆精神という道から出来て来るのや。)

この道元草生えの中から言えば、しんどの仕損というは教祖や。何も楽しみ無しに、一日の日の遊山もせずに越したはしんどの仕損。なれど、年限の間にほのかのように説いたる事が今の処にちょと見えてある。皆掛かりというは、ふわ／＼したるものなれど、年限追うて組み上げたる。これから見れば、案じは一つも無い。心の案じあってはならん。今日の日待ち兼ねて／＼せにゃならん。

(この道の元始まりというは、頼りになる者は一人も居ない草生えの中から出来た道であるが、それから長い年限が経っても、何もかも捨てて世界救けの為に尽くそうとする誠の者が表に居ないと言えば、しんどの仕損というは教祖や。
何一つも楽しみ無しに暮れ、一日の日の遊山もせずに通り越したはしんどの仕損であろう。
なれど、長い年限の間にほのかのように説いたる事が、今の処にて一寸ずつ見えてあるのやで。
皆掛かりというは、ふわ／＼したるようなものなれど、段々と年限の理を追って真実誠の神一条の道を固く組み上げたるのやで。
これから見れば、案じる事は一つも無い程に。
結構な先々の理を治める為には心の案じがあってはならんで。
結構な真実の理が治まる為には、今日の日は二度と取り戻す事が出来ない時旬の理であると心得て、待ち兼ねて／＼せにゃならんのや。)

話ある。身上迫れば何でももう何とか話聞けるか、話あろうか、どうしたものや。思い／＼で待って居るようではならん。皆説と言う。めん／＼こりゃどうやありゃこうや。どゝの詰まり尋ねて出るがよい。

(どんな苦労も待ち兼ねたように楽しんでする事が出来ないから、心通りに結構な先々の理が治まらない、結構な先々の理が治まらないから事情が詰まり掛ける、事情が詰まってしまえば後にも先にも進む事が出来ないように成る、そう成る前に伝えなければならない話があるという事や。
このままでは道が遅れてどうにもならんようになると伝える理が身上に迫れば、これさえ治まれば何でもやらせて頂こうと思い、その為にも、もう何とか御守護頂きたいと願うであろうが、そんな嘘の話を聞けるか、今まで出来なかったものが急に出来るように成るというような話があろうか、そこで、どうしたものやろうと思い悩む。
神は速やかに救けてやりたいばかりであって、その為には都合の良い事ばかり願う濁り心を捨てて神にもたれ切る素直な心を出さなければならないのやから、とうしたら良いかこうしたら良いかと思い／＼暗い心で待って居るようではどうもならんのや。
そこでどのようにしたら鮮やかな理を以て神が働くかという事は、皆これまでの説〈神様の教え、さしづの理〉に有ると言うのや。
それをめん／＼から訪ねて、こりゃどうや、ありゃこうやと悟らなければならないのやで。
それでも分からないどゝの詰まりは〈最終的な処は〉、遠慮なく尋ねて出るがよい。)

そこでちょと今日は何でも彼でも諭さにゃならん。三枚五枚の絵図引き掛け／＼。説から皆々考を付け。三枚五枚引き掛け。そこでどうせい、こゝはこうせいと、しっかりしたさしづに及ぶ。この説／＼、この説／＼と説の図面引いてみよ／＼。さあ／＼どうじゃ／＼。何でもない事や。思えば心寄せる。引いたからとて無駄と言うではない。この切なみの程余程応えるで。

(そこで一寸諭すのであるが、今日は本席の身上に付いて尋ねるから、今ここで聞き分けて治めなければならない大切な事を何でも彼でも諭さにゃならんのや。
どういう事かというなら、三枚五枚の絵図を引き掛けるが良い／＼と言うのやで。
説〈これまでの神様の話〉から皆々考を付けるが良い〈それに合わせた皆々の誠の思案を絵図にして書き表するが良い〉と言うのや。
一枚や二枚では無く、三枚五枚と引き掛けるのやで。
そこで〈そうして書いたものをたたき台とした上で〉、これはどうせい、こゝはこうせいと、しっかりしたさしづに及ぶのや。
この説／＼、この説／＼と、説の図面〈これまでの色々な神様の御話に沿うような図面〉を引いてみよ／＼。
さあ／＼どうじゃ／＼。何でもない事やろう。
どうでもこうでも神様の思惑通りに努めさせて貰いたいと思えば、その心を寄せるのやで。
たたき台にしか成らないような図面を引いたからとて、無駄と言うではない。
この切なみの程は余程応えるで〈切ない思いを打ち消して一生懸命尽くそうとする理は、余ほど大きく受け取って大きく返しをするで〉。)

さあ／＼そうしてあら／＼の図面三枚五枚の中から、これどうあれこうとこれから一つ纏まる。又一つ絵図又引き、三箇年という。そこから未だ思やんある。どうするやろうと思う。ちゃんと出来の成る中まで、皆思やんの中から出来て来るのやで。
 
(さあ／＼そうして出来上がったあら／＼の図面の三枚五枚の中から、これはどうあれはこうというしっかりとした案が浮かび、これから最終的な一つの図面がまとまるのや。
又一つ又一つと絵図を引き、その上に又引きてこそ、三箇年の理〈神様の思惑通りの理〉というのやで。
そこから先も未だ未だ思やんをする事があるであろう。
そのたびにどうするのが良いやろうと思うであろう。
これなら大丈夫、何処にも間違いは無いというような、ちゃんとした図面が出来ように成る中までの道であるが、その為に尽くそうとする皆々の真実誠の思やんの中から、世界救ける誠の道は出来て来るのやで。)



押して、一統協議の結果、教堂は二十四間に三十間、御祭祀の処北向き、この事如何でありますや
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼まあ／＼引いてみよ／＼。引かにゃ分からん。何ぼ／＼何間何尺と言えばよいようなもの。皆々の心寄せてつゞまった処一日の日や。これだけ聞き分けてくれにゃならん。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(さあ／＼まあ／＼何でも良いから引いてみよ／＼。
引かにゃ何も分からんであろう。
始めは何ぼ／＼何間何尺と言えばよいようなものや。
それから段々と皆々の心を寄せて具体的な図面を引き掛け、これなら大丈夫、何処にも間違いは無いとまとまった処が、元始まりの一日の日と成るのやで。
これだけの事を聞き分けてくれにゃならんのや。)



押して、教祖の処は東向きでありますか、と申し上げ
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼まあ／＼向き、建家の高さ、どれだけのものという処、一時諭し難くい。大半こうしてどうして、三年四年五年の説を立てゝみるがよい。そこから、一つさしづをするによって。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(さあ／＼まあ／＼向き、建家の高さ、どれだけのものかという処は、皆々の心を寄せて段々にまとめなければならないから、一時の処は諭し難くいのや。
大半の処はこうしてどうしてするのが良いではないかというように、三年四年五年の説〈あわてずないでゆっくりまとめ上げる皆々の説〉を立てゝみるがよい。
そこから、又一つのさしづをするによって。)





しばらくして
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼／＼／＼。
さあ／＼なあ、さあ／＼一日の日を待って諭し掛けたる／＼。数々諭し掛ける。大半々々の処、当分の中に早く／＼取り締まり／＼、あら／＼の取り締まりして置かにゃならん。もう掛かり掛けたらそれから急がし忙わし、どうでもこうでも忙わしてならん。一時放って置けんによって、これだけの図面引いたら、直ぐに持って来るがよい。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(さあ／＼／＼／＼。
さあ／＼なあ、さあ／＼一日の日〈これからはどんな事も神様の思惑通りにつとめさせて頂こうという澄み切った真実を皆々が定める理によって、明らか鮮やかな世界救けの道を創め掛ける天然自然順序の理が定まる日であり、世界治まりの道の元始まりと成る一日の日〉が定まるのを待って居るのやから、何時でもそれだけの理が固く治まるよう順々に諭し掛けたる／＼のやで。
何時何時までも安心をして神に付いて来て貰う為には、何処から見ても間違いの無い神の道である事を知らして置かなければならないから、数々の理を諭し掛けるのや。
世界一列を速やかに救けたいばかりの真実誠の神一条の理の大半々々の処が一日も早く治まる為には、当分の道の中に心得違いの道が治まらないよう早く／＼取り締まり／＼をしなければならないから、日々にあら／＼の処の取り締まりをして置かにゃならんのや。
もう二度と後へ戻る事が出来ない世界救けの道に掛かり掛けたら、どうでもこうでも世界中の胸の掃除を始めなければならない、それから多くの者が身上事情で急がし忙わしい事に成るのは目に見えた事であり、道の者にはどうでもこうでも働いて貰わなければならないから、今の内に胸の掃除をするようと急がせて置かなければならんのや。
その日が来てからではどうする事も出来ないから、一時の間も放って置けんによって急かすのであり、それだけの道である事を一日も早く聞き分けて貰いたいから、これだけの図面を引いたら直ぐに持って来るがよいと言うのや。)




明治四十年五月三十日（陰暦四月十九日）午後三時
本席身上又激しく迫り、教長初め一同出席刻限の御諭
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
ウヽヽヽ、
さあ／＼／＼／＼、
ウヽヽヽ、
さあ／＼、なあ話し掛けたる／＼／＼。仮家一条々々々々。何で一日の日になってから急く。急かにゃならん日が出て来る／＼／＼。返して／＼、くどう／＼／＼諭すによって、必ず怪しう思うてくれな／＼。長い年限の中には、いかなる事もある。今日の日待ち兼ね、待ち兼ね。ウヽヽヽ。
さあもうこれでなら得心やろ／＼。ウヽヽヽ。
さあ何から何まで出来てある／＼。出来てあるで。さあ／＼／＼、なあ、ウヽヽヽ。さあ／＼こうしてどん／＼話して居る間は、何にも知らん／＼。心抜いて了うて神の心と入れ替えて、神が入り込んでどん／＼話する。席の心何も知らん。神がじっと退く。又身が迫る。どうであろう／＼、話通り纏まろか／＼と思う。思う心、この心ならん。事情そうでなけにゃならん／＼。そうでなけにゃならん。
さあ／＼どうも話する処無うては、どうでもこうでも思う事出来やせん。何程苦しうても何程切のうても、未だ／＼もちっと踏ん張ってやらにゃならん。踏ん張ってやらにゃなろうまい／＼。さあ／＼だん／＼こうして身上長らくなれば、どうもなあと思うは無理やない／＼。辛抱せえ／＼／＼。踏ん張れ／＼／＼。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

ウヽヽヽ、
さあ／＼／＼／＼、
ウヽヽヽ、
さあ／＼、なあ話し掛けたる／＼／＼。仮家一条々々々々。何で一日の日になってから急く。急かにゃならん日が出て来る／＼／＼。返して／＼、くどう／＼／＼諭すによって、必ず怪しう思うてくれな／＼。長い年限の中には、いかなる事もある。今日の日待ち兼ね、待ち兼ね。ウヽヽヽ。
さあもうこれでなら得心やろ／＼。ウヽヽヽ。

(ウヽヽヽ、
さあ／＼／＼／＼、
ウヽヽヽ、
・・・〈誰もが皆速やかに聞き分けて運ばなければ人として生き永らえる事も出来ない程の重大な話であるから、一日も早く聞き分けて実践して貰いたいと願われる親神様の御心を現わされるのであるが、今ここで全ての道理を明らかにしてしまえば明らか鮮やかな理が働くように成るから、力の無い人間は誰も皆通れないように成ってしまう、それでは元も子もない、そこで何とか自分達の力で悟り取って貰いたいと願われる、言葉に出せない親神様の苦しい胸の内であって、心の底から絞り出されるうめき声〉

さあ／＼なあ、神というものは救けたいばかりやから、どんな事もその日・時旬が来る前に話し掛けたるのやで／＼／＼。
今の一時の道は、広くて大きな本道〈たった一つの世界治まりの理であって、新しく創めて下さる神様の一列支配の世界〉を拵える為の仮家一条々々々々の理であろう。
何で元一日の日〈明らか鮮やかな世界救けの道の始まりの日〉に成ってからでは遅いから、今の内に胸の掃除をして置かなければならんと言うて急くかという事や。
元一日の日が来れば速やかに世界中の胸の掃除に掛からなければならない、多くの者が身上事情で苦しまにゃならん事に成るから、こうして一足早く道に引き寄せらて結構に救けられて居る者は、事前に胸の掃除の道を通り抜けて世界のひながたと成り、結構な天の救け道である事を多くの兄弟に写してやらなければならない、その日が来て世界と共に倒れてしまうようでは受けた恩を仇で返す事に成り、牛馬と成って生まれ変わり末代の果たしの道を通らなければならない事に成る、今ここで速やかに胸の掃除をしなければ間に合わないと言うて、急かにゃならん日が出て来る／＼／＼と言うのや。
何度も何度も同じ事を繰り返して／＼、くどう／＼／＼諭すによって必ず聞き分けて貰いたいのだが、こうして伝える事を決して怪しい事のように思うてくれるなよ／＼。〈・・・必ず成って来る道である。真実誠の親神様を軽くすれば、心通りに牛馬と成って生まれ変わり、悪いひながたと成ってその愚かさを世界に知らしめなければならない〉
そうはさせたくないから、長い年限の中にはいかなる事〈胸の掃除の為の色々な苦しみの道〉もあるのや。
いかなる日が来ようとも、今日の日は二度と与えられない一度限りの救けの時旬だと思って、待ち兼ねて楽しんでする心に真実の理が治まるのであり、天然自然に成って来る日々の道を、待ち兼ねたようにして満足たんのうして運ぶ心に末代失う事のない結構な楽しみの理が治まると言うのや。ウヽヽヽ。
さあ速やかに聞き分けて実践するなら、もうこれで何もかも得心出来るやろ／＼。ウヽヽヽ。)

さあ何から何まで出来てある／＼。出来てあるで。さあ／＼／＼、なあ、ウヽヽヽ。さあ／＼こうしてどん／＼話して居る間は、何にも知らん／＼。心抜いて了うて神の心と入れ替えて、神が入り込んでどん／＼話する。席の心何も知らん。神がじっと退く。又身が迫る。どうであろう／＼、話通り纏まろか／＼と思う。思う心、この心ならん。事情そうでなけにゃならん／＼。そうでなけにゃならん。

(さあこれから創める世界救けの為の天の道理は、何から何までも出来てある／＼のやで。
誰も止める事が出来ない真実誠の神一条の道が出来てあると言うのや。
さあ／＼／＼、なあ、ウヽヽヽ。さあ／＼こうしてどん／＼色々な事を話して居る間は、明らか鮮やかな理が働く以前であるから、誰も皆何にも知らんのや／＼。
今一時の己の結構を天に供えて世界救けの為の真実誠の種とし、道の為・世界の為に尽くそうとする誠の心を働かすなら、心通りの道に成るよう、濁り切った人間心を抜いて了うて澄み切った神の心と入れ替えてしまい、そこへ神が入り込んで、どん／＼真実の話をするのやで。
何もかも捨てて道の為・世界の為に尽くそうとする誠の心を出すまでは、誰も皆席の心〈さしづの理によって諭して下さる真実誠の神の思惑〉を何も知らんという事や。
何時まで経っても神の思惑通りの道を運ぼうとしないから、心通りに神がじっと退くのやで。
神が退けば、こんな事では取り返しの付かない事に成ると知らす為に、又身上が迫るのや。
そこで、改めなければならない事はどういう事であろう／＼と思案をし、何事も神様の思惑通りに運ばなければ治まらないという事に気が付いて、どうしたら神様の話通りにまとまるだろうか／＼と思うであろう。

なれど、どんな苦しみの事情も大難小難の理によって先々を救けようとする真実誠の神の守護であるから、満足たんのうして通り抜けさえすれば何かの事も治まるのであるが、天然自然に成って来る救け道を喜んで受け取れない理によって、心通りに苦しまなければならないだけやから、この残念な心を第一に改めなければならんのや。
どんな苦しみの事情も真実誠の救けの理であるから、満足たんのうして受け取らなければ治まらんと言うのであって、どんな事情も皆そうでなけにゃならん／＼と言うのやで。
そうでなけにゃ、どれだけ年月尽くしても運んでも、何にもならん事に成るのや。) 

さあ／＼どうも話する処無うては、どうでもこうでも思う事出来やせん。何程苦しうても何程切のうても、未だ／＼もちっと踏ん張ってやらにゃならん。踏ん張ってやらにゃなろうまい／＼。さあ／＼だん／＼こうして身上長らくなれば、どうもなあと思うは無理やない／＼。辛抱せえ／＼／＼。踏ん張れ／＼／＼。

(さあ／＼満足たんのうして受け取る心に結構な理が治まるのだが、自ら求めて神の話を聞き分けようとする真実も無い故、どうも話をする処が無うては何も出来ず、どうでもこうでも救けてやろうと思う事も出来やせんのや。
ほんの一寸の心得違いが神の邪魔をして居るだけやから、何程苦しうても何程切のうても、未だ／＼もちっと踏ん張ってやらにゃならんのや。こんな事ではいかんと気が付いてくれるまでは、踏ん張ってやらにゃなろうまい／＼。
さあ／＼だん／＼と事情が迫り、こうして身上が長らくなれば、どうも堪えれんなあと思うは無理やない／＼。
なれど、一時の苦しみの理に変えて、どうにもならない処を救けてやろうとする真実誠の救け道であるという事をよく聞き分けて、辛抱せえ／＼／＼。
どんな苦しみの事情も満足たんのうして運ぶなら、結構な先々の理が治まると信じて踏ん張れ／＼／＼。)




だん／＼運ばして頂きますから御身上速やか成し下されませ、と平野楢蔵より申し上ぐ
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼もう話十分伝えたるによって、遅れても出来る。出来るに決したる。掛かってくれ／＼。どういう事あるこういう事ある中に、出来るは不思議である程に。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(さあ／＼もうここまで来る間に真実誠の神の話を十分伝えたるによって、天然自然に理が働き、新しい神の道が一分の狂いも無く出来上がる事に成るが、皆々の道が少しばかり遅れても、真実誠の神一条の道は出来て来るのやで。
隅から隅まで定め終えた天の道理が、水も漏らさぬよう働いて居るから、神の思惑通りの道が出来るという事に決したるのや。
そうであるから、安心して心置きなく掛かってくれ／＼と言うのや。
どういう事がある、こういう事もあるという中に〈年限が経つと共に段々と真実誠の神の道を忘れてしまい、人間の理ばかりを持ち運ぶように成って、段々と道がすたれてしまうというような中に〉、有無を言わさぬ強大な世界救けの道が天然自然に出来て来るという事は、不思議な理である程に。)





明治四十年五月三十日（陰暦四月十九日）午後十時
本席御身上又々激しく相成り、刻限の御諭
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
ウヽヽヽ、ウヽヽヽ、
さあ／＼／＼／＼／＼続き／＼、さあ／＼日の続き、ウヽヽヽ。
さあ／＼、一寸一枚二枚三枚、それ／＼一寸図面始め掛け。一寸一言此処なあ何処なあ。
さあ／＼一つ印出来たる。
三年の内にしようか、今の内にしようか。今の内にしよう。三年の内にする方がよかろうか、今の内にする方がよかろうか。三年の内にしよう。それでは頼り無い頼り無い。どうか出来るだけの道は付けてある。成らんという、そりゃあろうまい。未だ一段の処仮家と言うたる。今度は未だ年限先々の年限、今という心になれば、どんな事も随分出来る。
さあ／＼始め掛けたなあ／＼。たっぷり／＼やで。さあ／＼西と東ずうと真っ直ぐに／＼ずうと。
さあ／＼あちらの不足取り込み／＼、こちらの不足取り込み／＼、真っ直ぐ／＼。大望の事やなれど、長い年限の間、先の年限今という心になれば、どんな事も出来る。さあ／＼教会と言うて建家始め掛けたる。今の在り形のようなもの。ほんの美しい成って、ほんまと言うたらかんろだいはすっかり雨打たしのものや。そう言うた処が、一時には行かん。纏まる心掛かり掛けたら、心いつまでもしっかり結んでくれ。
一坪四方というは前々にも話したる。一坪四方から出来て来たる。南北何間西東何ぼう、一寸行かんが、人数に譬えてみよ。二軒三軒の家内ほどはっちゃ無かったもの。今は何でもないやろうと言うたら、それだけの事やらにゃならん。今はもう少し道も付いたるやろう、という精神さえ持ったなら出来る。これだけという何間何尺定め／＼。こうした処、教長しんばしら住家、あら／＼の地面引き掛けて、それから又事情。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

ウヽヽヽ、ウヽヽヽ、
さあ／＼／＼／＼／＼続き／＼、さあ／＼日の続き、ウヽヽヽ。

さあ／＼、一寸一枚二枚三枚、それ／＼一寸図面始め掛け。一寸一言此処なあ何処なあ。
さあ／＼一つ印出来たる。

(ウヽヽヽ、ウヽヽヽ、
さあ／＼／＼／＼／＼これまでの話の続きをするで／＼、さあ／＼明らか鮮やかな世界救けの道を創め掛ける為の元一日の日を、速やかと迎える為に皆々で尽くしてくれるようと言うた話の続きをするで、ウヽヽヽ。
さあ／＼、大体の草案となる一寸した図面を一枚二枚三枚と書き、それを元にして皆々でよく練り合い、それ／＼の一寸した思いを一つにまとめた図面を書き上げた上で始め掛けるが良いと言うた処の話をするで。
それぞれの一寸した意見を一言ずつ出し合って、此処はこうした方が良いのではないかなあ、何処もこのようにした方が良いのではないかなあというように、話し合えば良いのや。
さあ／＼そうして皆で練り合って心を一つにまとめるなら、いずれちゃんとした印が出来たるという事に成るで。)

三年の内にしようか、今の内にしようか。今の内にしよう。三年の内にする方がよかろうか、今の内にする方がよかろうか。三年の内にしよう。それでは頼り無い頼り無い。どうか出来るだけの道は付けてある。成らんという、そりゃあろうまい。未だ一段の処仮家と言うたる。今度は未だ年限先々の年限、今という心になれば、どんな事も随分出来る。

(そういう事であるなら、どうでもやらせて頂かなければならないが、それだけの事を三年の内にしようか、今の内にしようかと思うであろう。
やはり今の内にしようか。それともゆっくり時間を掛けて三年の内にする方がよかろうか、頑張って今の内にする方がよかろうか。
色々と思いを巡らせた結果、やはり慎重に事を進め、三年の内にしようと思うであろう。
なれど、それでは頼り無い頼り無いと言うのや。
速やかにそれだけの事を達成するのは難しい事だと分かっても、神様が教えて下さる事は速やかに運ばせて頂かなければ理が働かないから、どうか今直ぐにやらせて頂こうという前向きな心を出すなら、その前向きな心を救けようとして天の理が働き、神の思惑通りのものが出来るだけの道は付けてあるのや。
そんな無理な事は成らんと言って自分達のペースで進めるなら、心通りに天の理が働けないのやから、そりゃ出来る訳はあろうまい。
未だこれから先の一段の道の処は仮家普請と言うたるであろう。
今度の事は、未だ年限が来ない先々の年限の道の為の種蒔きの理であるから、結構な芽が吹く真実の種を蒔く為にも、今直ぐにやらせて頂かなければならないという速やかな心になれば、その心を救けようとして明らか鮮やかな理が働くからどんな事も随分と出来るのや。)

さあ／＼始め掛けたなあ／＼。たっぷり／＼やで。さあ／＼西と東ずうと真っ直ぐに／＼ずうと。
さあ／＼あちらの不足取り込み／＼、こちらの不足取り込み／＼、真っ直ぐ／＼。大望の事やなれど、長い年限の間、先の年限今という心になれば、どんな事も出来る。

(神様に教えて頂いた事は今直ぐやらせて頂かなければ道に成らないと言って勇んで掛かるなら、さあ／＼鮮やかな神一条の道を始め掛けたなあ／＼という事に成るのやで。
濁り切った人間思案を捨て切って速やかに神の思惑通りの道に掛かれば、十分なたっぷり／＼の道が出来るのや。
さあ／＼そうして出来上がる十分な道によって、西と東をずうと真っ直ぐに／＼つなぐのであり、何処までも何処までもずうとつなぐのやで。
さあ／＼濁り切った人間世界を真っ直ぐにつなぐ為には、そうして働く皆々の誠の心を台として、あちらの不足をきれいに洗い直して取り込み／＼、こちらの不足も洗い直して取り込み／＼、真っ直ぐ／＼に進むという事や。
この道の道理は、今一時の自分達の結構を天に供えて世界救けの為の真実誠の種とし、それだけの嘘偽りの無い澄み切った理を持って世界救けの為に尽くさせて頂くという大望の事やなれど、そうして運ぶ長い年限の間に、先々の年限の道の為に尽くすべく今直ぐやらせて頂こうという前向きな心になってすれば、心通りの道に成るよう理が働くから、どんな事も十分に出来るのやで。)

さあ／＼教会と言うて建家始め掛けたる。今の在り形のようなもの。ほんの美しい成って、ほんまと言うたらかんろだいはすっかり雨打たしのものや。そう言うた処が、一時には行かん。纏まる心掛かり掛けたら、心いつまでもしっかり結んでくれ。

(さあ／＼濁り切った世界一列を速やかに救ける為の教祖ひながたの道を国々所々へ写して、広くて大きな本道を拵える為の教会と言うて真実誠の神の建屋を始め掛けたるのや。
明らか鮮やかな世界救けの道を創め掛ける為には、神の思惑を聞き分けて速やかに行動に出ようとする多くの真実誠がなければならないのやから、今直ぐにでもひながた通りの道を運んで真実誠の道の台と成ろうとする事が、今の道の本来の在り形のようなものであろう。
ほんの形ばかりの苦労艱難の道を運んで美しい心に成って、ほんまに有りがたい事やなあと言うたら、かんろだいはすっかり雨打たしのものやで〈地上から天につながる理がかんろうだいであるから、明らか鮮やかな恵みの雨が惜しみなくその身に降り注ぐという事〉。
そう言うた処が、一時には行かん〈神様の思惑通りの道を長い年限運んだ理が無ければ、一時には治まらん〉であろう。
どんな事も神様の思惑通りに纏まろうとする誠の心の道に掛かり掛けたら、その心を何時何時までも忘れんようにしっかり結んでくれるよう。)

一坪四方というは前々にも話したる。一坪四方から出来て来たる。南北何間西東何ぼう、一寸行かんが、人数に譬えてみよ。二軒三軒の家内ほどはっちゃ無かったもの。今は何でもないやろうと言うたら、それだけの事やらにゃならん。今はもう少し道も付いたるやろう、という精神さえ持ったなら出来る。これだけという何間何尺定め／＼。こうした処、教長しんばしら住家、あら／＼の地面引き掛けて、それから又事情。

 (この道は一坪四方から創め掛けるという事は前々にも話したるであろう。
どんな理も皆一坪四方から出来て来たるのやで。
人間の知恵や力で、南北に何間、西東に何ぼうのものを作ったとしても、それによって多くの人が集まるか集まらんかという事は、長い間積み上げた誠の理がなければならないのやから一寸には思うように行かんが、何もかも捨てて世界救けの為に尽くそうとした教祖ひながたの道によって、わずかな間に多くの人数が集まって来たという今の道に譬えてみよ。
この道の始まりは二軒三軒の家内ほどしか無く、寄り来る者は大工と鍛冶屋はっちゃ無かったものや。
今はあちらこちらから多くの者が寄り集まるように成ったが、神様が働いて下さるのやからこの位の事は何でもない事やろうと言う為だったら、それだけの事をやらにゃならんのや。
今は未だ形ばかりの道であるが、自分達の都合を捨てて道の為・世界の為に尽くさせて頂こうという皆々の誠の心をもう少し積み上げる事が出来たなら、いずれ広くて大きな世界救けの道も付いたる事に成るやろうという精神さえ定め持ったなら、心通りの十分な道が出来るのやで。
そうであるから、どうでもこうでもこれだけの事をさせて頂きたいという澄み切った心の理を持って、何間何尺と定めるが良い／＼と言うのや。
こうした処で、教長であるしんばしらの住家や、あら／＼の地面の利用計画図等を引き掛けてくれるなら、それから又事情を諭すで。)




真っ直ぐという処運ばして頂きますから、本席身上救けて頂き度しと願
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼もう席は日々不自由して居る。堪えられん処、一寸見たらずつなそうに見える。心というものどんと定まったるによって、傍から案じてくれてはいかん。どんな事が出来たて、神というものは何処へも行かせん。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(さあ／＼もう席は日々身の不自由をして居るであろう。
誰が見ても堪えられん処であって、一寸見たらずつなそうに見えるであろう。
なれど、心というものが全てを決めるのであって、どんな苦しい道も満足たんのうして受け取ろうと、どんと定まったる理によって何もかも治まるのやから、傍から案じてくれてはいかんのや。
どんな事が出来たって、神というものは救ける模様ばかり思って居るのであり、何処へも行かせんのやで。)




本席の御身上の処いかようにも運ばして頂きますから、身上の処踏ん張って下され度しと願
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼あら／＼、これでという処付いたなら、身上の処もこれでというようになるで。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(さあ／＼あら／＼の処を聞き分けて、これでという処が付いたなら〈何もかも真実誠の救けの理であるという事を聞き分けて、身上の理さえも満足たんのうして受け取り、あらゆる人間思案を捨てて天然自然の道を楽しませて頂こうという心定めが付いたなら〉、身上の処も、これでもう大丈夫というようになるで。)




しばらくして
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
又図面そこえ／＼引いて、おっとりこれだけ／＼、定木定まったら。仮定木定めてくれ。どうせん事にはいかん。一寸大層々々。最初掛かりから四十四五年。この事見れば、今は勇んで跳び上がってするようなもの。一寸困難、困難の筈や。人が知らんから困難。困難の道無くばならん。その時見て先になったらこう成る。何処から何処までこれだけなあ／＼、追々に出来たるその時から話しある。往還の道や。秋了うたら楽しんで。この秋やろうか／＼、秋を合図に出て来る。もうやろうかどうやろうか言い／＼随いて来たるは今の道や。これさえ忘れねば案じる事要らん。よう聞き分けて勇んでくれ／＼。勇んで掛かれば神が勇む。神が勇めば何処までも世界勇ます。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

又図面そこえ／＼引いて、おっとりこれだけ／＼、定木定まったら。仮定木定めてくれ。どうせん事にはいかん。一寸大層々々。最初掛かりから四十四五年。この事見れば、今は勇んで跳び上がってするようなもの。一寸困難、困難の筈や。人が知らんから困難。困難の道無くばならん。その時見て先になったらこう成る。

(又皆々の思いをまとめた図面を神の言う通りに／＼引いて、おっとりとこれだけ／＼の話を聞き分けて実践する事により、これから先の定木〈世界中の濁り心を正す為の道の台であって、皆々の真実誠〉が定まったら安心やで。
そうなる為には、誰もが皆教祖ひながたの道を運んで真実誠の道の台と成り、世界救けの為に尽くさなければならないという仮定木〈今の私達に出来るたった一つの誠の道〉を定めてくれるよう。
結構な先々の道を拵える為にはどうでもこうでも神の働きが必要であり、その為にはどうせん事にはいかん〈多くの者が神様の思惑を聞き分けて、ひながた通りの道を運ばなければならない〉という事や。
誰もが皆それだけの事を分かって居ても、一寸やそっとには出来ない大層々々な事であろう。
なれど、この道の最初の掛かりから四十四五年というは苦労続きの道であったのや。
この苦労艱難の中から真実の理が育ったという事から見れば、今は誰も邪魔をする者は無いのやから、何をするのも喜び勇んで跳び上がってするようなものではないか。
これまでの道は一寸やそっとではない困難の道であったが、皆々の悪因縁を断ち切って結構な先々の理を積み上げる為やから、困難の筈やで。
一時の困難の理によって、通るに通れない悪因縁を改めるという事を人が知らんから、より一層困難な事に成るのやで。
結構な末代の道を治める為には、少しばかりの困難の道が無くばならんのや。
その時々の困難な道を満足たんのうして運んで見て、先になったらこういう結構な事に成るという事が分からなければ、世界の為に尽くすとは言えんであろう。) 

何処から何処までこれだけなあ／＼、追々に出来たるその時から話しある。往還の道や。秋了うたら楽しんで。この秋やろうか／＼、秋を合図に出て来る。もうやろうかどうやろうか言い／＼随いて来たるは今の道や。これさえ忘れねば案じる事要らん。よう聞き分けて勇んでくれ／＼。勇んで掛かれば神が勇む。神が勇めば何処までも世界勇ます。
 
(何処から何処まで分かるかが道であって、これだけ苦労させて頂いた分だけが先々の宝に成ったのやなあ／＼と、満足たんのう治める事が追々に出来たる道であるが、その時以前から、これだけの事は話しであるのや。
結構な先々の理を治める為には、誰もが通らなければならない往還の道やで。
真実誠の種蒔きの時旬が終りを告げ、実りの秋に成って了うたら楽しんでくれるよう。
尽くし運んだ道の答えが表れて来るのは、この秋やろうか／＼、秋を合図に出て来るで。
もうやろうかどうやろうかと言い／＼随いて来たるのは今の道や。
これさえ〈先々の道を楽しんで、如何な苦労艱難の中も満足たんのうして通り抜ける事を〉忘れねば、何も案じる事は要らんで。
神の話をよう聞き分けて勇んでくれ／＼。
皆々が勇んで掛かれば、神が勇むで。
神が勇めば、何処までも世界中を勇ますで。)






明治四十年五月三十日　午後十二時半
本席又々身上迫り、一同出席の上前のおさしづ読み上げて後の、刻限のおさしづなり
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
こんな事して居てはどうもならん。いつまでもこんな事ではならんが、どうもならん。今度もうなあ／＼、ウヽヽヽ。
さあ／＼もう一言留める。一言で談示皆掛かるよう話して置く。さあ／＼あら／＼の処やしき取り決まりた。あら／＼建家もう一仕切りあら／＼図面治まったる。今度これだけと言う。そうして月次祭と言うたら、中に又帰ったる者にどうこうの話どうこうの話も聞かしてやってくれ。皆々の処の中、そうして後又遠く所談示もせにゃならん。話もせにゃならん。遠い所、どうであろうと待って居る処もあるによって、それ／＼一段一仕切り皆の中に見立てゝあるから、人は一人二人にふやし、それはいつという限り無しに取り締まってくれ。どうでもこうでも皆取り締まりて居る中に、待って居る処ちょい／＼運んでやってくれ。これが一締まり止めの話であるで。これ皆談示の理に治まる。何よの事も、変わらん心以て運んでやってくれるよう。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

こんな事して居てはどうもならん。いつまでもこんな事ではならんが、どうもならん。今度もうなあ／＼、ウヽヽヽ。

(何時まで経ってもこんな事〈何時まで経っても濁り切った人間思案を捨て切れないから、私利私欲の心を捨てて神様のふところに飛び込んで教え通りの道を運び、十分な守護を頂く事が出来ない〉ばかりして居てはどうもならん。
いつまでもこんな事ではどうもならんが、何より先に神様のさしづ通りの道を運ばせて頂こうとする真実誠の真が定まらないからどうもならんのや。
今度の新しい時旬〈実りの秋〉が来て、もう真実誠の種を蒔く事も出来ないようになったら、どうするのやろうなあ／＼、ウヽヽヽ。)

さあ／＼もう一言留める。一言で談示皆掛かるよう話して置く。さあ／＼あら／＼の処やしき取り決まりた。あら／＼建家もう一仕切りあら／＼図面治まったる。今度これだけと言う。そうして月次祭と言うたら、中に又帰ったる者にどうこうの話どうこうの話も聞かしてやってくれ。皆々の処の中、そうして後又遠く所談示もせにゃならん。話もせにゃならん。

(さあ／＼もう一言皆の心に留めるで。
これだけの一言で胸に響くものがあるなら、神の談示通りの道に皆速やかと掛かるようと話して置く。
さあ／＼あら／＼の処のやしきの図面も取り決まりたという処である。
その他のあら／＼の建家も、もう一仕切りであら／＼の図面が治まったるという処や。
一日ごとに、今度はこれだけの事が取り決まったると言うようなものであろう。
そうして月次祭が来たと言うたら、多くの寄り来る者の中にも、又遠く所から帰ったる者にも、どうこうの話やどうやこうやの話も聞かしてやってくれるよう。
又皆々の処の日々寄り来る信者の中にも色々と知らし、そうして後々の事までも知らしてやり、又心が遠く離れて居るような所にも、十分な談示をせにゃならんのやで。
どういう話もせにゃならんで。)

遠い所、どうであろうと待って居る処もあるによって、それ／＼一段一仕切り皆の中に見立てゝあるから、人は一人二人にふやし、それはいつという限り無しに取り締まってくれ。どうでもこうでも皆取り締まりて居る中に、待って居る処ちょい／＼運んでやってくれ。これが一締まり止めの話であるで。これ皆談示の理に治まる。何よの事も、変わらん心以て運んでやってくれるよう。

(又遠い所では、今度はどういう風に決まったであろうかと知りたくて待って居る処もあるによって、心掛けて十分に知らしてやり、又それ／＼の心の成人に合わせて一段ずつ一仕切りをして育てている皆の中には、澄み切った真実を見立てゝ神が育てて居る者があるから、それを見立てて呼び寄せ、道の為に尽くそうとする新たな人は一人二人に限らずふやして貰いたいが、それは何時という事では無く、限り無しに取り締まってくれるよう。
どうでもこうでも皆々の心の成人に合わせて取り締まりて居る中に、心待ちにして待って居る処にはちょい／＼と運んでやってくれ。
これだけの事が〈どんな者にも速やかと神の思惑どおりの道を伝えようとする事が〉道を一締まりする為の止めの話であるのやで。
何時もこれだけの事を心掛けて実践する事によって、皆々の談示の理に治まるのやで。
何世の事も同じであり、何時何時までも変わらん心を以て運んでやってくれるよう。)




明治四十年五月三十一日（陰暦四月二十日）午前六時
本席御身上激しく苦痛に付、教長初め本部員一同出席の上刻限の御諭
ウヽヽヽ、
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼／＼ちょと話／＼／＼／＼、ウヽヽヽ。
さあ／＼どういう続きかと思い／＼思う一条、普請仮家建、あら／＼伝え一仕切りと言うたる。又一つという、どういう事と思う。身上明日かなあ／＼と思う。尚もなあと、こりゃ思う。
さあ／＼これも身の悩んで居る処／＼、ちょともなあもう長らえての中や。昨日より今日どうなろうと思う処、明らか諭すによって、身上の安心をさしてくれ／＼。ウヽヽヽ、
さあ／＼どうでも答もする事出来ず、どういう事も成らず、一から伝えて一つ理、どういう事なら順序早く一つ知らしてくれ。世界の事まで道分かって居る／＼。身の切なみの処、世界の処これだけ諭したら分かるやろう。
前に一つ運んで、こうやという事もどうやという事も、運んで満足。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

さあ／＼／＼ちょと話／＼／＼／＼、ウヽヽヽ。
さあ／＼どういう続きかと思い／＼思う一条、普請仮家建、あら／＼伝え一仕切りと言うたる。又一つという、どういう事と思う。身上明日かなあ／＼と思う。尚もなあと、こりゃ思う。
さあ／＼これも身の悩んで居る処／＼、ちょともなあもう長らえての中や。昨日より今日どうなろうと思う処、明らか諭すによって、身上の安心をさしてくれ／＼。ウヽヽヽ、

(さあ／＼／＼ちょと話／＼／＼／＼、ウヽヽヽ。
さあ／＼どういう話の続きをして下さるのかと思い／＼、どのような話であろうと神様の思惑には速やかに従わなければならないが、今の自分の力では容易に実行する事が出来ないと思う一条の道であろう。
これから始める普請というは、広くて大きな世界救けの道を拵える為の仮屋建〈世界中に真実誠の神一条の道を広める為の仮の神屋敷の理〉であるが、それだけのあら／＼の理をもらす事無く皆々に伝えてこそ一仕切り〈一頻り・・・今暫らくの間の成すべき道の理が治まる〉と言うたるのやで。
又一つという、一たび身上で苦しまなければならないような事に成れば、どういう事が間違って居るのかなあと皆思うであろう。
一日も早くこの身上の苦しみから逃れたいと思って色々と手を尽くし、明日にはもう良くなるかなあ／＼と思うであろう。
尚も悪化したなあという事になれば、こりゃもう良く成らないのかなあとも思うであろう。
さあ／＼これも身の悩んで居る処／＼であるが、わずかな身の障りであっても、一寸も良くならないなあ、もう長らえての中やなあと思いながら苦しんで居る処もあろう。　　　　　
昨日より今日は又一段と悪化したという事に成れば、この先はどうなってしまうだろうかと思うような処であるが、そうして苦しんで居る者が居たら、そこへ行って話をしてやり、神様は一時の身上の理によって通るに通れない先々の運命を救けて下さるのやから、いかな苦しみの理も結構な神様の守護だと思って満足たんのうして受け取れば善いのであり、どんな苦しみの道も満足たんのうして受け取る誠の心を天に供えれば、その誠天の理を受け取って神様が働いて下さるから大丈夫やで、という明らかな理を諭す事によって、身上の理さえも安心の道である事を諭してやってくれるよう／＼。ウヽヽヽ、)

さあ／＼どうでも答もする事出来ず、どういう事も成らず、一から伝えて一つ理、どういう事なら順序早く一つ知らしてくれ。世界の事まで道分かって居る／＼。身の切なみの処、世界の処これだけ諭したら分かるやろう。
前に一つ運んで、こうやという事もどうやという事も、運んで満足。

(さあ／＼目の前の事しか分からない人間は、今一時の苦しみの理に変えて救けようとする親神の心が分からず、与えられた救け道に対して長い間不足の心を積み重ねて来た山のような残念の理があるが、それを果たして綺麗な心に改めなければ、これから先の怖い恐ろしい道を安心安全に連れて通して貰う事は出来ず、末永く人として生きる事も出来ない。そんな泥沼から抜け出す為には、どうでも今の一時の苦しみの理に変えて胸の掃除をして貰わなければ成らないのやから、どうしたらこの苦しみから逃れられるかというような的外れな答もする事は出来ず、自分で積み重ねた悪理を払うのやからどういう事も自分の思うようには成らず、何もかも神の思惑通りに運ばなければ治まらないという事を一から伝えてこそ一つ理である。どういう事かと言うなら、如何な苦しみも真実誠の救けの理であるという事を聞き分けて、心より満足たんのうして受け取りさえれば何もかも治まるという順序の理を一時も早く知らしてやり、それより他に治まる理ばないという一つの道である事を知らしてやってくれるよう。
それさえ承知が出来たなら、世界中の隅々の事まで、結構に救かる道が分かって居る／＼という事に成るのやで。
身の切なみの処というは、何時何時までも神に連れて通して貰う為の世界中の心の立て直しの理であるから、如何な苦しみの道も満足たんのうして受け取るなら皆治まる処であると、これだけ諭したら分かるやろう。
大難小難で救ける真実誠の救け道であるという事を世上に知らせる為には、自分がそれだけの道を事前に一つ運んで見て、こうやという事も、どうやという事も身に染みて知り、それを多くの人に伝えようとして運んでこそ、本当の満足たんのうの理が伝わるのやで。)



一寸して
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼もう一時早うして、満足を与えてくれにゃならん。よう考えてみよ。前に一つ運んで、このまゝではどうもなあ。尚もなあ。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(さあ／＼もう一時も早う身の障りから逃れたいと思う心を改めて、この苦しみによって先々を救けて下さるのやから何も心配する事は無いと悟り取り、心に満足たんのうを与えてくれにゃならんのやで。
よう考えてみよ。
前に一つの道を運んだ時に、このまゝではどうも良く成らないような気がするなあ、と思った事が有ろう。
尚も悪くなるような気がするなあ、と思った事が有るであろう。)



医者の処で御座りますか、と申し上げ
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼早う／＼。早いがよいで／＼。早う呼びにやれ／＼。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――



しばらくして
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼こゝ取り除け／＼／＼。こゝ取り除け。（これは本席の前に夜具の凭れがありますもの取り除け）
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――



医師好村の外に今一人でも呼びましょうか、と申し上げ
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼前に掛かりがあるによって、それを呼んで、一人で行かにゃその者の心にある。この数多い中に、そんな事まで尋ねてどうするか。息というもの、引く息突く息戦いの中仕舞になったら、そのまゝ仕舞やがなあ。
日も長いのでもう退屈して居るによって、退屈せぬよう満足与えてやってくれ。どうでも、満足より日を取る処無い。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(さあ／＼前に診て貰った掛かりの医者があるによって、それを呼んでくれ、一人で行かにゃ二人、治まる治療法は、その者の心にあるで。
この数〈神様にお尋ねしなければならない数々の事が〉多い中に、そんな事まで尋ねてどうするか。
息というものは、引く息突く息の戦いの中であるが、それが仕舞になったらそのまゝ仕舞やがなあ。
日も長いので席はもう退屈して居るによって、退屈せぬよう満足与えてやってくれ。
どんな苦しみの道にも不足せず、道の為・世界救けの為の善きひながたと成って尽くすべく、どうでもこうでも満足たんのうして受け取ろうとする理より他に、日を取る処〈尽くした誠の日として受け取る理〉は無いのやで。)



しばらくして
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼万事の処、何かの処取り計ろうてくれるよう／＼。
さあ／＼さしづの順序悪いによって、小首を傾げる心になる。必ず小首を傾げるやない。これまでくどい／＼の話伝えたる。長い年限の間ほのかに聞いて居る事頼りにして、実を分かればそれより思う事無い。それより頼りあろうまい。これだけ一つ忘れるなよ／＼。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(さあ／＼万事の処は、何かの処も真実誠の救けの理であるという事を聞き分けて、世界に理を写す善きひながたと成る為に取り計ろうてくれるよう／＼。
さあ／＼さしづの順序というは、何より先に長い年限積み重ねた残念の道を改めなければならないのやから、今一時の自分達に取っては都合の悪い事に成るによって、小首を傾げるような心になるであろう。
長い間に積み重ねた悪因縁を払わければ何も治まらないのやから、必ず小首を傾げるやないで。
たったそれだけの事を知らす為に、これまでくどい／＼話をし、如何なる事も満足たんのうして受け取らなければ成らないという真実の話を伝えたるのやで。
長い年限の間ほのかに聞いて居る事を頼りにして、小さな処から一つずつ実践をし、実〈真実誠の神様の思惑〉を分かれば十分であり、それより他に思う事は無いのや。
誰であろうとも、それ〈真実誠の神様の思惑を身に染みて知る事〉より他に頼りに成るものはあろうまい。
これだけの一つの道で有る事を、何処まで行っても忘れるなよ／＼。)



やゝしばらくして
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
未だ／＼語りたい事ある言いたい事ある。なれども、どうも詰まり切って／＼どうもならん。言葉下だしよう無い。なれど、これだけこのくらいになって言わんならん事ある／＼。何程あるとも分からん。これから暫くの処、何かの処あら／＼道付けたる。そうしたら付く。皆の者そちらもこちらも待って居る／＼。待って居る処これも早く。
さあ／＼普請というは仮家、仮家によって仮家の積もりで掛かってくれ。十分と思えば出来んでは無い。仮家の積もりで掛かってくれ。ちょと一言説いたる、かんろだいの場という、今は学びして居る。地から上へ抜けてあるもの。建家の中へ学びさしたる。かんろだいは雨受けのもの。この話は聞いて居る者もあれば、一寸も聞かん者もある。ちょと筆の中へ込んで置かにゃならん。そうやさかいに仮家普請仮家普請と言う。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

未だ／＼語りたい事ある言いたい事ある。なれども、どうも詰まり切って／＼どうもならん。言葉下だしよう無い。なれど、これだけこのくらいになって言わんならん事ある／＼。何程あるとも分からん。これから暫くの処、何かの処あら／＼道付けたる。そうしたら付く。皆の者そちらもこちらも待って居る／＼。待って居る処これも早く。

(未だ／＼語りたい事が他にもある、言いたい事もある。
なれども、濁り切った人間心を速やかに捨て切れないから澄み切った神の心が治まらず、どうも詰まり切って／＼しまうからどうもならんと言うのや。
濁り切った人間心を少しも出さんようにして、曇りの無いきれいな心で神の話を聞いてくれなければ、言葉の下だしようが無いのやで。
だからといって何もせずに放って置く事は出来ないから、これだけこのくらい切羽詰まった事になってから言わんならん事があるのや／＼。
そんな事が何程あるとも分からんで。
そんな処ではあるが、これから先の暫らくの処にて、何かの処も結構な先々の道が治まるよう、あら／＼の道を付けたるのやで。
神を信じて楽しみにして待って居れば良いのであり、そうしたらいずれ楽しみの道が付く事に成るで。
新しい神の救け道を、皆の者も、そちらの者もこちらの者も皆待って居るのやで／＼。
そうして待って居る処へ、これも又早く伝えてやってくれるよう。)

さあ／＼普請というは仮家、仮家によって仮家の積もりで掛かってくれ。十分と思えば出来んでは無い。仮家の積もりで掛かってくれ。ちょと一言説いたる、かんろだいの場という、今は学びして居る。地から上へ抜けてあるもの。建家の中へ学びさしたる。かんろだいは雨受けのもの。この話は聞いて居る者もあれば、一寸も聞かん者もある。ちょと筆の中へ込んで置かにゃならん。そうやさかいに仮家普請仮家普請と言う。
 
(さあ／＼どういう事を伝えると言うなら、これから創める普請というは仮家普請であり、仮の神屋敷によって広くて大きな世界救けの道を創ろうとするのやから、その為の〈世界中に写し出して、世界中に同じ道を通す為の〉真実誠のひながたの理を積み上げるべく、不自由第一の仮家の積もりで掛かってくれと言うのやで。
自ら求めて胸の掃除の道を通るという事は一寸には難しい事のようだが、神様が付いて居て下さるから十分だと思えば、どんな事も安心安全に出来んでは無いで。
濁り心を改めて、世界救けの為に尽くす為の不自由第一の仮家の積もりで掛かってくれるよう。
又一つの話をするなら、一寸一言説いたる理のかんろだいの場というものの、今は学びをして居るという事に成るのやで。
かんろだいというは、地からから天に抜けてあるものであろう。
何が何でも神様の思惑通りの道に進もうとする一つ心が有れば、速やかに天が受け取って働くと、建家の中へ学びをさしたるものやで。
かんろだいというは、その為の雨受けのもの〈神様の思惑通りに突き進もうとする者は、その為の天の余徳を受け取って働く事が出来るという象徴のもの〉やで。
この話は素直に聞いて居る者もあれば、一寸も聞かん者もある。
そうでうあるから、いずれ皆々に分かるよう、一寸筆〈ふでさき〉の中へ書き込んで置かにゃならんのや。
そうやさかいに〈神の思惑通りの道を運んで世界のひながたと成り、天の余徳を受け取って、世界救けの為に尽くし運んで貰わなければならないから〉、その為の仮家普請仮家普請と言うのや。)












明治四十年六月三日（陰暦四月二十三日）
午前一時より本席身上御障り少々相増しゝ処、今朝八時頃より激しく相成り九時に到り苦痛激甚に付、教長初め一同出席の上刻限の御諭
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
ウヽヽヽヽヽ、
さあ／＼一寸一言言うて置かんならん事がある／＼。さあ／＼まあだん／＼仮家普請おっとり大半何間何尺、大半の決まりある。皆の者だん／＼運ぶなら一つの理も治まって来る。あれだけのものどうでもせんならんと言う。その精神は十分。今一時の処建家、あれより大きせよと言うてもせにゃならんが、大きいは要らん。何間何尺纏まったる上から二分通り皆縮めてくれ。定めの図面引いてこれで一つ治まれば、何よの事も治まる。一つ理を以てこれまでの処運びは容易で出来たものやない。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(ウヽヽヽヽヽ、
さあ／＼一寸一言言うて置かんならん事がある／＼。
さあ／＼まあだん／＼と仮家普請の段取りにかかり掛け、おっとりする間も無く大半の図面を何間何尺と書き上げて、大半の処が決まりつつある。
それと同時に、皆の者がだん／＼と神の思惑通りの道を運ぶなら、皆々の真実を世界中に写し出して、世界中に同じ道を通すという一つの理も治まって来るのやで。
そうして神様に働いて頂く為には、あれだけのものをどうでもせんならん、と言うなら道である。
その精神は十分である。
今一時の処の建家の規模を、あれより大きせよと言うてもせにゃならんが、世界治まる為の慎みの理を世界中に写し出す為のものであるから、見栄えの良い大きいものは要らんのや。
出来るだけ慎んで建てる事によって大きく理を働かせなくてはならないのやから、今現在の何間何尺と纏まったる上から、全ての建物を二分通り皆縮めてくれるよう。
それを定めの図面として引いて置き、これで大丈夫だと皆々の心が一つに治まれば、何世の事も治まるのやで。
何時何時までも安心安全に連れて通してやりたいという一つ理を以てここまで来たが、これまでの処の運びというは容易で出来たものやないで。)



恐れ入りますが申し上げます、初め教堂二十四間に三十間の図面引かして頂きましたが、それより縮めて二十六間に二十間と致しました、その縮めた図より二分通り縮めますか伺
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼皆何間何尺図面引いて纏まったと言う。それから二分通り縮めて置け。何処から見てもよう出来たなあと、それで十分形付いたる。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(さあ／＼皆何間何尺と縮めた図面を引いて、これだけに纏まったと言う。
それから又二分通り縮めて置け。
それたけ縮めても、何処から見てもよう出来たなあという事に成るのであって、それで十分の形が付いたるという事に成るのやで。)


教祖殿の方も縮めますのでありますかと伺
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼何処から何処までも、二分通り縮めてくれ。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――




神様御引き後、今御諭しありし事本席へ申し上げるや否や、御諭
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
大き建物望むのやない。そりゃその筈や。大き建物肝心の所に大きものあるか。大きものありゃしょうまい。これから思やんしてみよ。肝心の所皆知って居るやろう。よう考えてみよ。これで分かってあるやろう。小さいものと思うやない。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(大きい建物を望むのやない。
そりゃその筈や。
大きい建物は立派ではあるが、胸の掃除の為の不自由難儀の道をたった一つの救け道だと言うて世界中に写し出さなければならないという肝心の所〈中心と成る建屋〉に、見栄えの良い大きなものがあるか。
苦しみの道に堪えて満足たんのう治めなければならないような処に、立派な大きいものはありゃしょうまい。
これから思やんしてみよ。
真実誠の救けの理であるひながたの道を、世界中に写し出す為の仮屋建であると言う肝心の所を皆知って居るやろう。
人に笑われながら真実貫いた底力が無ければ、とても天理を働かず事は出来ないのであって、有無を言わさず世界中を連れて通す事は出来んという処をよう考えてみよ。
これで分かってあるやろう。
自ら求めて苦労艱難の道を運ぶ誠の心を世界中に写し出す為のものであるから、小さいものと思うやないで。)




しばらくして
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼／＼これだけ一つ承知してくれたら、心置き無う何から何までの処治めてくれ。今日の日は十分さしづに及んだる。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(さあ／＼／＼これだけの一つの道である事を承知してくれたら十分であるから、心置き無う運んで何から何までの処もそのように治めてくれ。
今日の日は十分のさしづに及んだるのやで。)


又しばらくして
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
もう日もあろうまい／＼。相当に皆の処へ大半これだけのものであると、帰った者だけ、これだけのもの大半事情に定まったという処、速やかに聞かしてくれ。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(月次祭までは、もう日も多くはあろうまい／＼。
相当に事を運び、皆の処へも十分に承知をさせる為に、大半の処はこれだけのものであるという事を知らせなければならない、帰って来た者だけでもいいから、これだけのものが大半の事情に定まったという処を、速やかに聞かしてやってくれるよう。)







明治四十年六月四日（陰暦四月二十四日）
午前一時より本席御身上御障りの処午前四時に到り苦痛激しく相成り、教長初め本部員一同出席午後四時半刻限の御諭
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
ウヽヽヽヽ、
ウヽヽヽヽ、
さあ／＼／＼、ウヽヽヽヽ、
さあ／＼、二十年祭々々々々と言うて、だん／＼道始め掛け。それから又三十年祭という話始める。二十年祭二十年の間、三十年祭三十年の間、もう年限は足らん。二十年の間は二十年祭、三十年の間は三十年祭、いずれも同じ事である／＼言うた処、後八年より無い／＼。もうこれで楽々に出来る。これで安心をしてくれ／＼。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(ウヽヽヽヽ、
ウヽヽヽヽ、
さあ／＼／＼、ウヽヽヽヽ、
さあ／＼、二十年祭々々々々と言うて、皆々通って果たさなければ先々行くに行けない教祖ひながたの道に、一歩でも近づく為の段々の道を始め掛けたのやで。
二十年祭が過ぎれば、それから又三十年祭という話を以て尚一層前進をする為の道を始めるのや。
二十年祭迄には二十年の間にふさわしい心の成人をし、三十年祭迄には三十年の間にふさわしい心の成人をしなければならないが、それだけの理が速やかに治まらなければ、もう年限の理は足らんという事やで。
神の思惑通りの道を速やかに運ぶという事は難しい事であるから、二十年の間は二十年祭を目標にして真実尽くし、三十年の間は三十年祭を目標にして真実尽くすならいずれも同じ事である〈同じ理として受け取る〉／＼と言うた処であるが、ざっと数えれば、三十年祭までは後八年より無い／＼という処や。
後八年ではどれだけの心の成人が出来るのかという処なれど、世界中に真実の理を写す為の仮の神屋敷さえ出来たならもうこれで安心であり、年限と共に明らか鮮やかな理が働く事に成るから、後々の道が楽々に出来るのやで。
時旬と共に神様がお働き下さるという事やから、これでもう大丈夫だと皆々安心をしてくれ／＼。)




かんろだいの方は四方正面という事聞かして頂き居りますが、北の上段の間は人間で分かりませぬから、どういう事になりますや
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
もう仮家建てという台を出したる。一つ芯は動かす事出来ん。後という、こうして後の処決まった建家、又将来の図面引く事も出来ん。又話も出来ん。一つ建て方違うによってこれ未だ／＼行かん。ちょとには行かん。それは一つ理に背くによって、取らん方がよい。ちょとも取らん方がよい。今改めただけどうでもやらにゃならん。どうでも出来る。何にも心配は要らん。心配は一つも要らん。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(もうどうする事も出来なくなってしまった世界中を、速やかに救ける為の仮家建てという台を出したるのや。
速やかに世界一列を救けなければならないという一つ芯は動かす事が出来ん。
後々の道の為という、こうして後の処〈後々の道の順序〉の為に建てるものと決まった建家ではあるが、又その先の将来の図面は引く事も出来んのや。
又話をする事も出来んのやで。
段々の理によって道が変わり、新しい道による一つの建て方が違うによって、これは未だ／＼話すわけには行かんのや。
又次の道に進むだけの真実の理が積み重ならなければ先へ進む事は出来ないのやから、一寸には行かんのやで。
それは、人間創造以来の長い間積み重ねて来た山のような残念の理をすっきりと払って澄み切った心を取り戻し、何時何時までも結構に連れて通してやりたい為に、何処まで行っても人間の思うように成らない果たしの道を通させて、神の思惑通りの道を幾重も運ばせてやらなければならないという一つ理に背くによって、それだけの順序を飛び越した道は取らん方がよいのや。
時旬を外した歯抜けの道では何も実らないのやから、天然自然の理から外れた道は一寸も取らん方がよいで。
結構な先々の道を通る為には、今改めただけの事をどうでもやらにゃならんのや。
あらゆる人間思案を捨て切って神の思惑通りに運ぼうとするなら、神がその精神を受け取って喜んで働くから、結構な先々の道がどうでも出来るのやで。
神を信じて付いて来さえすれば何にも心配する事は要らんのや。
真実一つを見定めて、神が神の一方的都合上の理を以て働くから心配は一つも要らん。)




恐れ入りますが上段の間どういう事と申し上げ
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
まあ／＼高う／＼と言うけれど、高うは要らん。通常とは高うせんならん。高う積み上げいでもよい。積み上げてはいかん。さあ仮家と言うても本普請しよったなあ、と世界では言うも道理や。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(まあ／＼高う／＼と言うけれど、特別に高うは要らん。
通常とは違うようにして、一段分だけ高うせんならん。
それ以上高う積み上げいでもよい。
神と人間が直に触れ合う理がかんろだいであるから、高く積み上げてはいかん。
それだけの事を心掛けてすれば、さあ仮家と言うても立派な本普請をしよったなあ、と世界では言うも道理や。)



上段の間ろく地にさして頂きましたものでありますや
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
まあ今の処建物、かんろだいは芯、大き広くは要らん。つとめさえ出来りゃそれでよい。一人の者でも上へ／＼上げて満足さしてやれ。上に広う取ってすぼっとしてあってはいかん。下の方押せ／＼ではどうもならん。上の方は広くは要らん。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(まあ今の計画中の建物は、たった一つの世界救けの道を広める為の仮の建物であって、かんろだいはその芯であるという事が分かれば良いのやから、大きく広くは要らんのやで。
つとめさえ出来りゃそれでよい。
一人の者でも上へ／＼上げてつとめをし、大いなる神様に直につとめさせて頂けるのだと、皆に満足をさしてやってくれ。
上に広う取って、すぼっとしてあっては〈意味の無い空間が広がるようでは〉いかん。
上が広くて下の方が押せ／＼ではどうもならん。
上の方は広くは要らん。)



北の上段の間順送りにさして頂きましたものか、外でゝも祀らして頂きますか願
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあそれはどうなと言うようにして置け。かんろだいというは、調子の違わんようにして置け。あれが台で、あれから始まったものや。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(さあそれはどうなと言うようにして置け。
かんろだいというは、元無い人間を拵えて世界中を支配して居る元の神と、そのふところに住む人間のたった一つのつながりの理であるという事を、調子の違わんように〈理を狂わさんように〉して置け。
あれが人間創造の元の台であり、全てのものはあれから始まったものやで。)






明治四十年六月四日（陰暦四月二十四日）
午後十一時本席御身上御障りに付、教長初め宿直本部員一同出席の上、十二時刻限の御諭
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
ウヽヽヽ、
さあ／＼／＼、ウヽヽヽ、さあ／＼／＼／＼、今日一日の日なあ、頼もしい頼もしい。あれも出来たこれも出来た、出来たという事で、これと言うて仕切った事何も見えようまい／＼。又一つ皆々帰る。帰った者に話する。話するは、西も東も北も南も一寸も違わぬよう、隅から隅まで、八方一寸も違わぬよう順序の理諭してくれ。それから掛かるなら日々頼もしい。これだけすっきり話して置かにゃならん。あちらどうやこちらどうやと、話々そも／＼では、暇が要ってどうもならん。そこで、言うた話一つと言うたら一つ、二つと言うたら二つ、三つと言うたら三つ、一つ理これ一寸も違わぬよう順序計るなら日々頼もしい。八方拡がる。どんなものも豊か豊か、日々思うて居たなあ／＼、何処でどう言うとも無くして皆言うようになる。そうしたら一列にどういう事出来て来るとも分からん。これを見えん先から言うて置く。これまで見えぬ先から言うて置いた事見えて来たるやろう。これ話の止めにして置く。前々くどう／＼言うて置いたる。八方から心一つに寄せるは、第一天の理であるで。これ頼むから話した事治め、よう聞いて置いてくれよ。しっかりと言い付けてくれよ。ウヽヽヽ。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――



ウヽヽヽ、
さあ／＼／＼、ウヽヽヽ、さあ／＼／＼／＼、今日一日の日なあ、頼もしい頼もしい。あれも出来たこれも出来た、出来たという事で、これと言うて仕切った事何も見えようまい／＼。

(ウヽヽヽ、
さあ／＼／＼、ウヽヽヽ、さあ／＼／＼／＼、今日からは、濁り切った人間思案を捨て切ってどんな事も神様の思惑通りに運ばせて頂こうという澄み切った真実を定めた一日の日というはなあ、その心を世界中に写し出して、世界中に同じ道を通す為の真実誠の道の台と成るのやから、頼もしい頼もしいと言うのやで。
又それとは反対に、勝手な人間思案ばかり用いて、あれも自分の思うような事が出来た、これも思うように出来たというような道も有ろう、自分の思い通りの道が出来たという事で満足するかもしれないが、これが真実の道だと言うて勝手に仕切った事ばかりしで居ては、神が働いてやる事も出来ないのやから真実誠の天の道理は何も見えようまい／＼。)

又一つ皆々帰る。帰った者に話する。話するは、西も東も北も南も一寸も違わぬよう、隅から隅まで、八方一寸も違わぬよう順序の理諭してくれ。それから掛かるなら日々頼もしい。これだけすっきり話して置かにゃならん。

(又一つの話をするが、皆々がぢばに帰る時の話をするで。
国々所々から帰った者に、神の思惑通りの話をする事は大事なつとめであろう。
帰って来た者に話する事は、西の事も東の事も北の事も南の事も皆神の思惑と一寸も違わぬように伝えなければならないが、その為には、如何な事も隅から隅まで伝え、四方八方一寸も違わぬようにして天然自然の順序の理を諭してくれねばならんのやで。
それから掛かるなら日々頼もしいと言うのやで。
天然自然に現れて来る真実誠の神の守護を喜んで受け取って貰いたいから、これだけの事をすっきり守ってくれるようと話して置かにゃならんのや。)

あちらどうやこちらどうやと、話々そも／＼では、暇が要ってどうもならん。そこで、言うた話一つと言うたら一つ、二つと言うたら二つ、三つと言うたら三つ、一つ理これ一寸も違わぬよう順序計るなら日々頼もしい。八方拡がる。どんなものも豊か豊か、日々思うて居たなあ／＼、何処でどう言うとも無くして皆言うようになる。そうしたら一列にどういう事出来て来るとも分からん。これを見えん先から言うて置く。

(真実誠の神の思惑がよく分からない為に世上の話ばかり持ち出して、あちらはどうやこちらはどうやと言い、話々がそも／＼の処から神の道を外すようでは、その残念な心を改める為の暇が要ってどうもならんと言うのや。
そこで、どんな事も神が言うたとおりの話をして、これだけの一つの道であるという事を伝えたら一つ治まり、二つと言うたら二つ治まり、三つと言うたら三つ治まるのが天の道理であるが、治まるというは何事も神の思惑通りに運ぼうとする一つ理があればこそであって、これだけの事を一寸も違わぬように道の順序を思いはかるなら、日々頼もしいと言うのやで。
神の思惑通りの道をそのまま速やかに伝えようとするなら、道は八方拡がるのやで。
どんなものも豊か豊かに育つ為には、神の話をそのまま速やかに伝えて速やかに神に働いて貰わなければ成らないが、今まではそれだけの事が分からず、面白おかしい世上の話をすれば人が聞いてくれるだろう等と日々勝手な事ばかり思うて居たなあ／＼と反省をし、これからは何処で誰がどう言おうとも、人間の勝手な話をする事無くして神の思惑通りの道ばかり伝えようとするなら、言う事が皆言うように成るのやで。
そうしたら、世界中一列にどういう結構な事が出来て来るとも分からんのや。
これだけの道である事を、見えん先から言うて置くで。)

これまで見えぬ先から言うて置いた事見えて来たるやろう。これ話の止めにして置く。前々くどう／＼言うて置いたる。八方から心一つに寄せるは、第一天の理であるで。これ頼むから話した事治め、よう聞いて置いてくれよ。しっかりと言い付けてくれよ。ウヽヽヽ。

(これからはどんな事も神の思惑通りに運ぼうとするなら、これまでに見えぬ先から言うて置いた事が段々見えて来たるという事に成るやろう。
これだけの事を話の止めにして置くで。
どんな事も、前々からくどう／＼言うて置いたる事ばかりや。
四方八方から集まって来た者が神の話を聞いて心を一つに寄せるという事は、たった一つの世界治まりの理であるから第一の天の理であるのやで。
これだけの事を守ってくれるようと頼むのやから、これまでに神が話した事を速やかに実践しようとするなら神が勇み出るのであり、それによって何事も綺麗に治まるという事をよう聞いて置いてくれよ。
それだけの事を、皆々にもしっかりと言い付けてくれるよう。ウヽヽヽ。)






明治四十年六月五日（陰暦四月二十五日）
午前一時半より本席身上御障り激しくに付、教長初め宿直本部員一同出席の上刻限の御諭
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
ウヽヽヽヽ、ウヽヽヽヽ、
さあ／＼／＼／＼、ウヽヽヽ、
さあ／＼／＼夜々、さあ／＼夜々々、さあ／＼さあ／＼／＼、どうでそれはえらいえらい、十年を百日に足らず日で、話止めて了う。十年掛かる話、百日で止めて了う。話つゞまる、話容易でいかん／＼。十年の働き百日でさしたる。これから見て何かの事皆々心に治めて、奮発せにゃならん。これをくどう／＼に頼み置く。
さあ／＼もう安心をしてくれ。これまで長らえての中、内々の中の事情とんとどうもならなんだ。なれど、治めた理中から治めて了うた。もうこれからというは、どうでもこうでも治めた理十分に治まって来る。これが誠の神の道であろう。これだけ言葉の端に残し置かにゃならん。
さあ／＼重々に伝えて来た話、何から何まで伝えて了う。これからの伝えは順序の楽しみを渡す処、一時容易では行かん。それは一寸には行かん。これだけ何かの処通り難くい処ある。付け掛けたる道は長らえての事は無い。つい／＼に結んである。どうでもこうでも又一つ事情どちらからどうせ、こちらからこうせい、今日は一寸して置く。今日はお前出てくれ。そうしたら堅いものや。皆つぎて／＼。長らくの道は日も遅れ来たるから、何かの処心配もせにゃならん。どうであろうこうであろうと、細々話もせにゃならん。順序の遅れて来たる処、これ詳しく話して置く。これで一寸順序すっきり止め置いて置く。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

ウヽヽヽヽ、ウヽヽヽヽ、
さあ／＼／＼／＼、ウヽヽヽ、
さあ／＼／＼夜々、さあ／＼夜々々、さあ／＼さあ／＼／＼、どうでそれはえらいえらい、十年を百日に足らず日で、話止めて了う。十年掛かる話、百日で止めて了う。話つゞまる、話容易でいかん／＼。十年の働き百日でさしたる。これから見て何かの事皆々心に治めて、奮発せにゃならん。これをくどう／＼に頼み置く。

(ウヽヽヽヽ、ウヽヽヽヽ、
さあ／＼／＼／＼、ウヽヽヽ、
さあ／＼／＼夜々のさしづ、さあ／＼夜々々のさしづ、さあ／＼さあ／＼／＼今の処は、安心して寝る事も出来ないような夜々のさしづによって真実の理を伝えて居るが、どうでそれは何時までも続ける事が出来ないえらいえらい事やから、これから十年掛かって教える処をわずか百日足らずの日で教えてしまい、それから先は神の話を止めて了うと言うのやで。
本来なら十年掛かって教える処を、たったの百日で止めて了うと言うのや。
百日足らずの日で教えるという事は、あらゆる話がつゞまる〈短くまとまる〉という事やから、話の理をしっかりと心に治める事は容易ではいかん／＼で。
十年掛かる理の働きも、わずか百日でさしたるという事や。
これから見て、何かの事も油断出来ない重大な話だと皆々の心に治め、しっかり聞き分けるよう奮発せにゃならんで。
これだけの事をくどう／＼に頼み置くのや。)

さあ／＼もう安心をしてくれ。これまで長らえての中、内々の中の事情とんとどうもならなんだ。なれど、治めた理中から治めて了うた。もうこれからというは、どうでもこうでも治めた理十分に治まって来る。これが誠の神の道であろう。これだけ言葉の端に残し置かにゃならん。
 
(それさえ速やかに聞き分ける事が出来るなら、さあ／＼もう安心をしてくれと言うのや。
これまでの長らえての道の中では、内々の中の事情〈あらゆる人間思案を捨て切って神様の思惑通りの道を運び、世界救けの為の道の台と成って尽くそうとする真実誠の事情〉がとんとどうもならなんだ。
なれど何時までも待って居るわけにはいかないから、これまでに治めた理の中から順々に明らか鮮やかな理が現れて、好むと好まざるに関わらず、皆々を連れて通すよう治めて了うたのやで。
そうであるから、もうこれからというは、どうでもこうでも治めた理が十分に治まって来るのや。
これが真実誠の神の道であろう。
これだけの道である事を言葉の端に残して置かにゃならんのや。)

さあ／＼重々に伝えて来た話、何から何まで伝えて了う。これからの伝えは順序の楽しみを渡す処、一時容易では行かん。それは一寸には行かん。これだけ何かの処通り難くい処ある。付け掛けたる道は長らえての事は無い。つい／＼に結んである。

(さあ／＼今迄重々に伝えて来た話しは、段々に現われて来る明らか鮮やかな理の働きによって皆々を連れて通すのであり、それによって何から何までも伝えて了うと言うのやで。
これからの伝えは天然自然順序の理によって先々の楽しみの理を渡す処であるが、そうして通る一時の処は容易では行かんで。
それは澄み切った心にしか治まらない真実の理を治めさそうとするのやから、一寸には行かんのや。
これだけの澄み切った心を取り戻す為には、長い年限積み重ねた山のような残念の理を払わなければならないのやから、何かの処も通り難くい処があるのやで。
通り難い道ではあるが、明らか鮮やかな理を以て付け掛けたる道は、長らえて長らえて治まるというような、余計な暇の要る事は無いで。
つい／＼に〈人間の思いに反した道、思ってもみないような道に〉、成る程これが真実誠の神様の道かと身に染みて知る理が結んであるのや。)

どうでもこうでも又一つ事情どちらからどうせ、こちらからこうせい、今日は一寸して置く。今日はお前出てくれ。そうしたら堅いものや。

(又今一時の自分の都合を後回しにして、今は神様の一大事であるからどうでもこうでも道の為・世界の為に尽くさせて頂こうとするなら、真実誠の又一つ事情が治まると言うのであるが〈誰もが皆人として末永く生かせて頂く為には、長い年限を掛けた胸の掃除の道、生まれ変わり生まれ変わりの長い苦しみの道を運んで速やかに神様の話を聞き分ける澄み切った心を取り戻さなければならないが、その道とは別に、世界救けの為の真実誠の道の台と成って尽くすべく、教祖ひながたの道に習って、自ら求めて胸の掃除の道を運ぼうとする真実さえ定まれば、その誠の心を安心安全に連れて通す為の又一つ事情が治まる〉、又一つ事情が治まれば、どちらからどうせい、こちらからこうせいと言わなくても、思ってもみないような結構な道の順序が治まるという事を今日は一寸諭して置くで。
今日はわしも教祖の後を慕って真実誠の神一条の道に出るから、お前も出てくれと言うなら誠の道であろう。
そうして皆々が世界導く道の台と成る為の、胸の掃除の為の三年千日の道に出るように成ったら、道は堅いものやで。)

皆つぎて／＼。長らくの道は日も遅れ来たるから、何かの処心配もせにゃならん。どうであろうこうであろうと、細々話もせにゃならん。順序の遅れて来たる処、これ詳しく話して置く。これで一寸順序すっきり止め置いて置く。
 
(結構な道は皆つぎて／＼〈実の親子や理の上の親子のつながりの理等によって、真実誠の道がつながって行く理〉の理によってつながって行くのや。
何時まで経っても真実の理が治まらない長らくの道は、段々日も遅れ来たるという事やから、何かの処の心配もせにゃならんように成るであろう。
そうであるから、このまま行けば先々はどう成るであろう、こう成るであろうというような細々の話もせにゃならんのや。
それだけの理がよく分からない為に、これまで天然自然の順序の道を踏み外して道が遅れて来たる処は、もうこれからは神様の話を速やかに聞き分けて道の為・世界の為に尽くさせて頂こうとする誠の心一つを定める事によって、何もかも治まるという、これだけの又一つ事情を詳しく話して置くで。
たったこれだけの事で一寸した真実の順序の理が治まれば、如何な苦しみの事情もすっきり止め置いて置くと言うのやで。)



明治四十年六月五日（陰暦四月二十五日）
本席身上昨夜より苦痛止まざるに付、教長初め本部員一同親神様に御用の外は身上御楽に成し下されと祈願して本席の前へ出席の上午前八時半刻限の御諭
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
ウヽヽヽヽ、
さあ／＼／＼／＼／＼、ウヽヽヽ、さあ／＼もう一言々々、ウヽヽヽさあ／＼もう一言というは、どういう事と言う。さあ／＼誰にも言わず彼にも言わず、皆なあ中の中であって一つ事情大いに困難の場合／＼と言うは、どういう事であろう思う中の道が付かん／＼。この道付かん。どうしたらよかろうこうしたらよかろう。ウヽウヽさあ／＼／＼後々前々一つ事情に一寸尋ねる。事情であって諭したる処もある。一寸の事情にいかんと言うたる。中に一つ事情これだけの事どういう事であろう。大半どうであろう皆思うて居る。思うて居る筈や。これも鮮やか／＼の話付ける。鮮やか／＼事情付けるなあ。さあ／＼一つ別段にどうこうと、心を荒立てるやないで。心荒立てゝはいかん。どうでもこうでも、ひそかにして心を宥め荒立てるやない。道は今大事の処である。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

ウヽヽヽヽ、
さあ／＼／＼／＼／＼、ウヽヽヽ、さあ／＼もう一言々々、ウヽヽヽさあ／＼もう一言というは、どういう事と言う。さあ／＼誰にも言わず彼にも言わず、皆なあ中の中であって一つ事情大いに困難の場合／＼と言うは、どういう事であろう思う中の道が付かん／＼。この道付かん。どうしたらよかろうこうしたらよかろう。

(ウヽヽヽヽ、
さあ／＼／＼／＼／＼、ウヽヽヽ、さあ／＼もう一言々々、ウヽヽヽさあ／＼もう一言というは、どういう事と言う。
さあ／＼この道は世界一列を救ける為の真実誠の神の道であって、皆その為の道具と成って尽くすべく引き寄せられて居るのやから、それ以外に治まる理は無いのであるが、その最も大切な事を皆誰にも言わず彼にも言わず通りている、皆なあ、差し迫った身上が治まるだけの真実の理というは、世界救けの為の道の台と成って尽くそうとする真実誠の道の中の中に有るのであって、それだけの一つ事情が治まらず大いに困難の場合／＼というは、どういう事が間違っているであろうと思う中の、神の理より先に我が身の都合を考える残念な人間心によって真実の道が付かん／＼と言うのやで。
神様の思惑通りに運びさえすれば自分の事は神様が守り通して下さるから大丈夫だと、神を信じて突き進む事が出来ないから神が働けず、神が働けないからこの道が付かんと言うのや。
神に連れられて安心安全に道を通る事が出来ないから、どんな難儀も真実誠の神の守護だと信じて満足たんのう治めれば治まるという事を身に染みて知る事が出来ないのであり、どうしたらよかろうこうしたらよかろうと言うて迷わなければならん事に成るのやで。)

ウヽウヽさあ／＼／＼後々前々一つ事情に一寸尋ねる。事情であって諭したる処もある。一寸の事情にいかんと言うたる。中に一つ事情これだけの事どういう事であろう。大半どうであろう皆思うて居る。思うて居る筈や。
 
(ウヽウヽさあ／＼／＼今の尋ねる処は、後々の道の為に諭した前々の一つ事情に付いて一寸尋ねるという処である。
どういう事かと言うなら、たった一つの救けの理である教祖ひながたの道に勇み出る事が出来ない残念な事情を速やかに改めなければならないと諭して居るのであって、何時までも聞き分ける事が出来なければ、誰もが皆、山のように積み重ねた悪因縁を、怖い恐ろしい道によって果たさなければならない日が来ると諭したる処もあるのやで。
何時何時までも人として生き永らえる為の胸の掃除の道が教祖ひながたの道であって、末永く生かせて貰う為には誰もが皆通らなければならない真実誠の救け道あるという事が分からないから、このままでは通るに通れん日が来ると知らす一寸の事情にうろたえて居るような処であるが、そんな事ではいかんと言うたるのや。
素直に神の思惑に沿えない中に、このままでは先々通るに通れないと知らす一つ事情の理が働いて、これだけの事に成るのだが、それが分からないから、どういう事であろうかと思うのや。
大半の者が、どういう事であろうと皆思うて居る。
なぜかと言えば、それは皆自分自身の事であって他人事ではないのやから、思うて居る筈や。)

これも鮮やか／＼の話付ける。鮮やか／＼事情付けるなあ。さあ／＼一つ別段にどうこうと、心を荒立てるやないで。心荒立てゝはいかん。どうでもこうでも、ひそかにして心を宥め荒立てるやない。道は今大事の処である。

(又これも、鮮やか／＼と治まる真実の話を付けるで。
速やかに聞き分けようとするなら、鮮やか／＼に治まる事情を付けるから、しっかり聞いて貰いたいなあと言うのやで。
さあ／＼一つ別段にどうしろ、こうしろと言うのではないが、何を聞いても心を荒立てるやないと言うのや。
結構な先々の理を治める為には、決して心を荒立てゝはいかんで。
どうでもこうでも結構に救からねばならんのやから、どんな事も密か密かにして心をなだめて荒立てるやないで〈心をおだやか寛大に保つ事によってじっと力を蓄えるのであり、力を蓄えて、しっかりと神様にしがみつき、これから先の怖い恐ろしい道も安心安全に乗り越えなければならない〉。
道は今最も大事の処であるのや。)



しばらくして
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼何も彼もの話一条、事情出掛けたら、どうでもこうでも治めにゃならん。何でこう成る彼でこう成る、この心は一つも持つのやない。どうでも道という理から心を定めてくれ／＼。皆あちらこちら皆一つの中である。ほっと思う、何と思う心ではどうもならん。そういう心ではいかん。この半ばに一つ事情を治めてくれにゃならん。惣々の中であるによって、ほっと思う心は違う。一つ事中の一つ思いの理を晴らしてやってくれよ。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

さあ／＼何も彼もの話一条、事情出掛けたら、どうでもこうでも治めにゃならん。何でこう成る彼でこう成る、この心は一つも持つのやない。どうでも道という理から心を定めてくれ／＼。

(さあ／＼何も彼も教えて結構な先々の道を通させてやりたい為の話一条の道であるから、心得違いの理を悟らせてやろうとする苦しみの事情が出掛けたら、どうでもこうでも神の思惑を聞き分けようとする澄み切った心を治めてやらにゃならんと言うのやで。
一生懸命道をやっているのに、何でこう成る彼でこう成る、この心は一つも持つのやないで。
結構な先々の道を運ぼうとするなら、どうでもこうでも神様の思惑通りの道を運ばせて頂こうという澄み切った理から心を定めてくれるよう／＼。)

皆あちらこちら皆一つの中である。ほっと思う、何と思う心ではどうもならん。そういう心ではいかん。この半ばに一つ事情を治めてくれにゃならん。惣々の中であるによって、ほっと思う心は違う。一つ事中の一つ思いの理を晴らしてやってくれよ。

(皆あちらこちらから集まって来て、皆で一丸と成って世界救けの為に尽くす理によって治まる一つの道の中である。
今は何も無いから大丈夫だ等と、油断をしてほっと思う心は根本から違うのであり、何でこんな事に成ったのかと思う心では、理を変えて救けようとする真実誠の神の守護を跳ね返してしまうからどうもならんと言うのやで。
どんな事も心通りの守護をする事しか出来ないのやから、そういう残念な心ではいかんで。
この道が半ばに差し迫った今の時旬であればこそ、何が何でも神様の思惑に沿わせて頂きたいという一つ事情を治めてくれにゃならんのや。
この道は新しい神の道であ処の、神の一列支配の世界を創る創造の道の中であるによって、皆々がその為の道具と成る澄み切った心を持って寄り集まらなければならないのやから、今は何も無いから大丈夫だ等といってほっと思う心は違うで。
結構な先々の理を治める為には、一つ事〈どうでも世界を救けなければならないという一つ事〉の中の、一つ思いの理〈どうでもこうでも神様の思惑が実現出来るよう尽くさせて頂きたい、という一つの思い〉を定めて、世界中の曇りを晴らしてやってくれるよう。)



分かりまして御座ります、この事十分運ばして頂きます、と申し上げ
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼何時どういう話するとも分からん。そこで、身上もうやろうか／＼。なれどどうもいかん。身上速やかなれば、五つのもの二つはっちゃ纏まらん。それではどうもならん。そこで、身の障りからすれば、どうでも何でも皆思うて心というもの一時に運ぶから、万事運びの理出来て来るのや。
又これを言葉の中に、だん／＼身上がこれではと、人にとっては心というもの忘れようにも忘れられやせん。昨日より今日、又一つ歩いてみれば歩きようなあ、どうも日々の心勇む処やない。心いずんでどうもならん。これも一寸話せにゃならん。長々の年限である。年である。若き者とは違うによって、その心で順序見て、養いというもの運んでやってくれにゃならん。一つ片付けば一つ、二つ片付けば二つ、身上軽き／＼、夜分なあ夜分勇めばよい。席順序の上は、人の心はどうでもいずむ心ばかりや。もう明日はなあ／＼と思う心、十分満足を与えてやってくれよ／＼。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

さあ／＼何時どういう話するとも分からん。そこで、身上もうやろうか／＼。なれどどうもいかん。身上速やかなれば、五つのもの二つはっちゃ纏まらん。それではどうもならん。そこで、身の障りからすれば、どうでも何でも皆思うて心というもの一時に運ぶから、万事運びの理出来て来るのや。

(さあ／＼先々通るに通れん濁り心を改めて結構な末代の道を運ばせてやりたいから、何時どういう話をするとも分からんのや。
そこで身上に障りを付けて教えようとするのだが、未だ十分に心が改まらない内に、この身上の理が治まるのはもう直ぐやろうか／＼と思うような処である。
なれど、どうしても人間の思うようにはいかんで。
身上が速やかに治まったとなれば、安心をして直ぐに忘れてしまうから、教えてやろうとする五つのものの内、二つはっちゃ纏まらんのや。
それではどうもならん。
そこで自分ではどうする事も出来ない辛い身の障りから教えようとすれば、どうでも何でも神様の思惑通りの道に改めなければならないと皆々が思うて、その為の心というものを一時に運ぶように成るから、万事の運びの理が出来て来ると言うのやで。)

又これを言葉の中に、だん／＼身上がこれではと、人にとっては心というもの忘れようにも忘れられやせん。昨日より今日、又一つ歩いてみれば歩きようなあ、どうも日々の心勇む処やない。心いずんでどうもならん。

(又これだけの道である事を言葉の中に教えて置いても容易には聞き分けられないが、だん／＼と身上が迫れば、これではいかんと分かるように成るのであり、人にとっては、身上で苦しんだ日々の心というものは忘れようにも忘れられやせんのや。
昨日より今日は調子が良いという事になれば何も問題は無いが、又一つ歩いてみれば歩きようが悪くなったなあという事になれば、どうも日々の心というものは勇む処やない。
心がいずんでどうもならん事に成ってしまうから、そうなる前に、一日も早く心を勇まなければならないと言うのやで。)

これも一寸話せにゃならん。長々の年限である。年である。若き者とは違うによって、その心で順序見て、養いというもの運んでやってくれにゃならん。一つ片付けば一つ、二つ片付けば二つ、身上軽き／＼、夜分なあ夜分勇めばよい。
 
(又これも一寸やそっとでは無い大切な話をせにゃならん。
道というものは長々の年限である。
誰もが皆年限相応の道を運ぶのである。
年限を重ねた古き者は年限の少ない若き者とは違うによって、その長き心で天然自然の順序の道を見て、心の養い〈それぞれの命をつなぐ為の澄み切った思惑を働かす事〉というものを運んでやってくれにゃならんで。
一つ片付けば一つ治まり、二つ片付けば二つ治まり、身上軽き／＼という事になるが、結構な末代の道を運ぶ為には、夜分の内に〈明らか鮮やかな天の理の働きが未だ十分に現れて来ない暗がりの道の内に。　人々の心に真実誠の天理が十分に治まらない暗闇の道の内に〉神の教え通りの道を運んで置けば真実誠の道の台と成るのであって、先々は、結構な事に成ったなあという事に成るのやから、何事も夜分の内に勇めばよいのやで。)

席順序の上は、人の心はどうでもいずむ心ばかりや。もう明日はなあ／＼と思う心、十分満足を与えてやってくれよ／＼。
 
(又席順序の上は〈さしづの理に従って通る天然自然順序の道の上に置いては〉、濁り切った胸の掃除の為の苦しみの道や、真実誠の種蒔きの為の不本意な道ばかり運ばなければならないのやから、人の心はどうでもいずむ心ばかりや。
もう明日は好くなるかなあ／＼と思う心が天理から外れるのであり、どれ程苦しくても、この苦しみの理に変えてこれまでの間違いの理を改めて下さって、結構な先々の種を蒔いて下さるのやから、有難い事やなあ、自分の力ではこんな結構な道は通れないのやから喜んで運ばせて頂こう、というような、十分な満足たんのうを心に与えてやってくれよ／＼。)



明治四十年六月五日（陰暦四月二十五日）午後二時
本席身上苦痛激しくに付、教長初め本部員一同出席の上刻限の御諭
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼／＼／＼、さあ／＼又候々々、同じ事を／＼今度という今度はもうなかなかの思わく。十分理纏まったる。纏まったるによって、もう話し掛ける／＼。前々同じ事返してある。これが第一。あちらでどうこちらでこう、言葉という理多かってはどうもならん。そこで言葉の理纏まる。先々の先の先まで定まったる。言葉、これが第一道の宝やで。宝まで諭したる処、これやり遂げにゃならん。所々は暫し一つの宝が分かったと、これだけくどう／＼言うて置く。偉いものやと世界から一つ、これは諭し一つの理で、心から供えてくれる日があるによって、しっかりと聞き取ってくれ。
さあ／＼日々もうこの苦しい中から、どうでもこうでも諭し掛けた道は諭さにゃならん。昨日より今日どうこう思う処、思うは理なれど、どうでもしん一つ心の事情から、皆々の心に一つ理映してくれにゃならん事である。これをよう取損いあってはならんから、これを取損い無いようにしてくれ。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

さあ／＼／＼／＼、さあ／＼又候々々、同じ事を／＼今度という今度はもうなかなかの思わく。十分理纏まったる。纏まったるによって、もう話し掛ける／＼。前々同じ事返してある。これが第一。

(さあ／＼／＼／＼、さあ／＼又候々々〈またしてもまたしても〉同じ事を／＼言い掛けるが、今度という今度はもうなかなかの思わくが有っての事である。
どういう事かというなら、これから先々の道は十分の理が纏まったるという事や。
十分にまとまったるによって誰も逃れる事は出来ないのやから、もう明らか鮮やかな理を以て話し掛ける／＼と言うのやで。
これは前々にも伝えて居る事ばかりであって、もう何度も同じ事を繰り返してある事や。
欲とほこりにまみれた人間の仕業によって世界中が破滅の瀬戸際まで追い込まれた今日であり、本来なら、もう一度元の泥海に還して始めからやり直さなければならい処であるが、そこを一旦踏みとどまって、真実の心ある者だけをこの世に残したまま世界救けを創める為には、濁り切った人間支配の道理をすっきり止めて、澄み切った神の一列支配の世界に改めなければならない。
その為には、誰もが皆速やかに神の思惑に従おうとする澄み切った心に改めなければならず、澄み切った心に改める為には、人間創造以来の長い間、大難小難の理によって救けようとする真実誠の神の守護を喜んで受け取る事が出来ずに、どうしてこんな事に成ってしまったのか、どうかこの場をお助け下さい等と願い出て、恩を仇で返し続けた大きな親不孝の理を果たさなければならないのや。
その為には、自ら求めて胸の掃除の為の苦労艱難の道を運んで、山のように積み重ねた悪因縁を果たさなければならないのやから、一日も早く澄み切った真実を定めて、ひながた通りの道を運ばせて頂きたいと願い出なければならないと言うのであり、誰もが皆、末永く人として生き永らえる為には通らなければならない道であってこれが第一と言うのやで。)

あちらでどうこちらでこう、言葉という理多かってはどうもならん。そこで言葉の理纏まる。先々の先の先まで定まったる。言葉、これが第一道の宝やで。宝まで諭したる処、これやり遂げにゃならん。

(それだけの真実誠の救け道が容易に治まらず、あちらでどう、こちらでこうというような勝手な人間の理を持ち出すような事であるが、勝手な人間の言葉という理が多かっては、真実誠の神の道はどうもならん事に成ってしまうのやで。
そこで人間の勝手な理は少しも出さんようにして、日々神のさしづ通りの理を持ち運ぶなら言葉の理が纏まると言うのや。
まとまると言うのは、結構な先々の理が先の先まで定まったるという事や。
さしづ通りの言葉の理によって真実誠の神の救け道が伝わり、そのこうのうの理によって己自信が救かるのやから、これが第一の道の宝と成るのやで。
これからは神様のさしづ通りの道を運ばせて頂こうという固い精神が定まるなら、末代失う事の無い道の宝が治まるという事まで諭したる処であるから、誰も皆これだけの事をやり遂げにゃならんで。)

所々は暫し一つの宝が分かったと、これだけくどう／＼言うて置く。偉いものやと世界から一つ、これは諭し一つの理で、心から供えてくれる日があるによって、しっかりと聞き取ってくれ。

(もうすでに、澄み切った真実を定めてさしづ通りの道を運ぶ所々に置いては、暫し持ち運ぶべき一つの宝<しばらくの間持ち運ぶべき誠の理であって、先々の宝と成るたった一つの理は、世界救けの為の真実誠の道の台と成るよう、一人先に立って苦労艱難のひながたの道を運ばせて頂くという事>が分かったと言うて居るが、皆々もこれだけの道を運ばなければならないと、くどう／＼言うて置くで。
多くの者がそうして運ぶなら、その澄み切った理を世界中に写し出して世界中に同じ道を連れて通すのであり、それによって世界中が救かれば、有難い事や、偉いものやと世界から一つ言う日が来るのであるが、これは諭し一つの理<神様の諭し一つを固く守り抜こうとする皆々の精神>で誠真実の道が伝わるのであり、世界中が澄み切った理を心から供えてくれる日があるによって、しっかりと聞き取ってくれるようと言うのやで。)

さあ／＼日々もうこの苦しい中から、どうでもこうでも諭し掛けた道は諭さにゃならん。昨日より今日どうこう思う処、思うは理なれど、どうでもしん一つ心の事情から、皆々の心に一つ理映してくれにゃならん事である。これをよう取損いあってはならんから、これを取損い無いようにしてくれ。

(さあ／＼日々もうどうする事も出来ないようなこの苦しい道の中から、どうでもこうでも諭し掛けた道は諭さにゃならんのや。
昨日より今日は少しでも良くならないか等と、どうこう思う処であって、思うは理なれど、どんな中であろうと、どうでも神様の思惑通りの道を運ばせて頂かなければならないという真一つ心の事情から世界に理が写るのやから、皆々の心にそれだけの一つ理を映してくれにゃならん事である。
これをよう聞き分けて実践しなければ世界が救からんのであり、取損いがあっては、山のような悪因縁を持つ己自信がどうにもならん事になってしまうのやから、これを取損い無いようにしてくれと言うのやで。)




恐れ入りますがしんと仰せ下さる処、本部員だけ定めたものでありますか、しんばしらに運んで理を定めて貰うたものでありますや
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
さあ／＼もうどうでもこうでも理というもの一つである。殊に一つ理十年、十年掛かる事を百日に足らずして纏めるは、尚第一の事。そこで、何遍も同じような事くどう／＼返して置くのや。成らん事せいと言うのやない。成るだけの事、それからそれへと理が治まって来るによって、これをしっかり聞き取って置け。
さあ／＼もう何から何まで万事の処、委細承知したという処、皆揃うて一言述べに来い／＼。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

(さあ／＼治まる理は、もうどうでもこうでも神様の思惑通りの道を運ばせて頂こうと固く定めた理というもの一つである。
殊に今はそれだけの一つ理を十年掛かって教えなければならない大事な処であって、十年掛かる事を百日に足らずして纏めるという事は尚難しい事であるから、第一の事として受け取らなければならないと言うのやで。
そこで、何遍も同じような事くどう／＼返して置くのや。
なれど、成らん事をせいと言うのやないで。
成るだけの事を言うて居るのであり、速やかに受け取って実践しようとするなら、それからそれへと理が治まって来る事ばかりであるによって、これをしっかり聞き取って置けと言うのや。
さあ／＼もう何から何までも万事の処を聞き分けて、委細承知したという処を、皆々揃うて一言述べに来い／＼と言うのやで。)








明治四十年六月五日（陰暦四月二十五日）午後三時
前のおさしづに付会議中又々御身上苦痛激しく成られ、教長初め一同出席後刻限の御諭
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
ウヽヽヽ、さあ／＼／＼／＼、話々話はもう幾度々々十分幾度の話詰め切ったる。さあ皆の者これだけこうしたら十分であろう。身上がなあ／＼又候、身上未だ治まらん／＼。身上切なみ又どうであろう／＼と言うだけでは、一足凭れと言う。一つ道理である。一足凭れと言うたら、どういう事に取るか。さあ／＼一言諭は二言に取り、二言諭は三言に取る。そうすれば切なみの処三日のものなら二日と言う、二日のものなら一日と言う。これを早く決めてくれ／＼。もう日々皆の者どうであろうか／＼、もうかいなあ／＼と言うて、あちらこちら越したる。これが気に掛かる気に掛かる。そこで、これなら大半こうという処定め。さしづ無うても、有っても無うても、こうと定木を定めてくれ／＼。
一年二年三年は未だどうでもならん。ちゃんと印打ったる。
疲れ切って了うたら、容易やないで／＼。さあ／＼早う／＼。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

ウヽヽヽ、さあ／＼／＼／＼、話々話はもう幾度々々十分幾度の話詰め切ったる。さあ皆の者これだけこうしたら十分であろう。身上がなあ／＼又候、身上未だ治まらん／＼。身上切なみ又どうであろう／＼と言うだけでは、一足凭れと言う。一つ道理である。一足凭れと言うたら、どういう事に取るか。さあ／＼一言諭は二言に取り、二言諭は三言に取る。そうすれば切なみの処三日のものなら二日と言う、二日のものなら一日と言う。

(ウヽヽヽ、さあ／＼／＼／＼、速やかに聞き分けて運ばなければ誰も皆人として生き永らえる事が出来ない誠真実の話々をするのであるが、それだけの話はもう幾度も幾度も伝えて居るのであって、十分な幾度の話の理を以て詰め切ったるのやで。
さあ／＼皆の者に段々と真実の理を伝える為には、これだけこうしたら十分であろうという処まで詰め切ったるのや。
なれど今は未だそれだけの神の思惑が十分に伝わらず、一向に身上が良くならないのはどうしてかなあ／＼等と又候言うて居るが、身上の理が治まらないのは、速やかに理を聞き分けて心を改める事が出来ないから未だ治まらん／＼と言うのや。
身上切なみの理によって教えられる事や、又果たさなければならない因縁はどういうものであろう／＼と言うだけでは、一足凭れ<真実誠の神様の思惑を十分に汲み取る事が出来ず、心の中で消化不良に成って居る>と言うのやで。
折角この道に寄せられても、神の話を聞いて神の思惑通りの道を運ぼうとしなければ神が連れて通る事は出来ないから道の遅れが生じ、時旬が来ても真実の理は治まらない、二度と取り直しの出来ない心だめしの道であるから、このまま行けば先々どうにもならなくなってしまう処を、一時の身上の理に変えて心得違いの理を果たさせる事により、未熟な今一時の処を救けてやろうとするのがたった一つの道理である。
身上というは、真実誠の神の思惑を速やかに聞き分けて実践する事が出来ないから、その心を改めてやろうとして成って来る理ばかりであるが、一足凭れと言うたら、皆どういう事に取るか。
さあ／＼人間創造以来多くの勝手心を出して親神の心を曇らせて来た人間が、何時までも人として生き永らえる道は、もうこれからは親神様の思惑に沿わせて頂かなければならないという澄み切った心を定めて身を捨てて立ち上がる理ただ一つであり、その為には、結果を恐れず前へ進ませて頂こうとして、一言の諭は二言に取り、二言の諭は三言に取るのが理であろう。
正しいとか間違っているとかいうのではなく、全ては心一つであり、どうなろうとも神様の教え通りの道を運ばせて頂こうと定めてすれば身の切なみの処が治まるのであって、三日のものなら二日と言うのであり、二日のものなら一日と言うのや。)

これを早く決めてくれ／＼。もう日々皆の者どうであろうか／＼、もうかいなあ／＼と言うて、あちらこちら越したる。これが気に掛かる気に掛かる。そこで、これなら大半こうという処定め。さしづ無うても、有っても無うても、こうと定木を定めてくれ／＼。
一年二年三年は未だどうでもならん。ちゃんと印打ったる。
疲れ切って了うたら、容易やないで／＼。さあ／＼早う／＼。

(又これだけの事を早く取り決めてくれ／＼と言うのやで。
もう日々の処の皆の者の心の内はどうであろうか／＼、明らか鮮やかな理が世界中で働くようになって、誰も皆この道無くては通るに通れんという日が来るのはもう直ぐの事かいなあ／＼と言うて、あちらこちらで越したるであろう。
これが気に掛かる気に掛かると言うのや。
一足早くこの道に引き寄せられた者なら、人並以上に道の為・世界救けの為に尽くさなければ先々通るに通れんという事を承知して居ながら、神の言う事を空ごとにし、自分達の都合ばかりを優先して教え通りの道を運ぼうとしなければ大きな嘘の理が生ずるから、怖い恐ろしい事に成る〈人間創造以来、より多くの親不幸因縁を積み重ねて来た者達であればこそ、道の為・世界の為に尽くす理によって救けてやろうとして一足早く道に引き寄せられて居るのであるが、その恩をないがしろにして、救かって当たり前だ等と思って道にあぐらをかき、受けた恩を仇で返し続けるなら、その心通りに牛馬と成って生まれ変わり、悪のひながたと成って末代の果たしの道を運ばなければならない事に成る〉のは当たり前であろう。
そこで、これなら〈道の為・世界の為に尽くさせて頂こうとするなら〉何もかも治まるであろうから、これから先の人生の大半は、こうという処〈自分の事は後回しにして、道の為・世界の為に尽くさせて頂こうとする誠の理>を定めるが良いと言うのや。
さしづ無うても、有っても無うても、こうという定木<例え神様のさしづが無くても神様が御安心下さる道を運ばせて頂こう、又、いちいち神様に教えて頂かなくても自ら進んで道の為・世界救けの為に尽くさせて頂かなければならないという固い精神>を定めてくれ／＼と言うのや。
それだけの固い精神を定めても、一年や二年や三年は未だ果たしの道を通らなければならないのやから、どうでも人間の思うようには成らんのやで。
なれど先々へ行けばちゃんとした理が治まるよう、真実の印を打ったるのや。
思うように成らない道の中でも心を倒さず、身を捨てて尽くそうとするなら誠の理であり、誠であれば、何が何でもその身を守ろうとして神が働くから安心安全に通り抜ける事が出来るが、それだけの澄み切った心を出す事が出来なければ神が働いてやる事は出来ず、神の働きが無ければ何も治まらず、働けど働けど明かりの見えない道に疲れ切って了うたら、後の道は容易やないで／＼。
さあ／＼一日も早う／＼澄み切った真実を定めて、真実誠の種蒔きの為に立ち上がるが善いと言うのや。)



(この四日後の六月九日に本席が出直しされます。　

これが最後の刻限です。
令和の時代を迎え、神様の思惑に沿える者がほんのわずかですが育って来ました。
[bookmark: _GoBack]新しい神様の世界を生き抜く澄み切った心、神様一条の世界に生かされる真実誠の人間の種が段々育って来た事により、間もなく、そして心置きなく、神様が世界の大掃除に掛かって下さいます。
これまでの間違いだらけの人間支配の道理をすっきり止めて下さり、新しい神様の世界である処の、神様の一列支配の世界を創め掛けて下さいます。
何処までも神様の思惑に沿おうとする者だけが暮らす神一条の世界です。
破滅の瀬戸際まで追い込まれた今日の世界を救う道は、それより他に有りません。
神様を軽くするような恐れ多い心、己に打ち勝つ事の出来ない弱い心、他力本願の腐り心、そんな事は私にはとても出来ない等と言って始めから投げ出してしまうどうにもならない心、そんな情けない心、悪の温床は新しい神様の世界に残して置く事が出来ません。
一人でも残して置けば、又そこから腐りが始まります。
よく思案してみれば、これまでの悪の根源は私達であったという事を、今の道が証明して居ます。
悪から立ち直ってこそ世界のひながたと成ります。
この世を狂わす濁り心、弱い心をすっきりと片付けて、己に負けない強い心、澄み切った神の心だけをこの世に残す事がたった一つの世界救けの道理です。
日々教え一つの理〈おさしづ、おふでさき、みかぐらうた〉を尋ねて、親神様の思惑を汲み取らせて頂けば、その分だけ心が澄み渡ります。
それが唯一の親不幸因縁の果たしの道であって、心澄み切る道は他にありません。
道は末代の理を定める為のものです。
今の心次第の自由な道の間に尽くし運んだ理が、皆末代の理に治まります。
末代までも人として連れて通る事が出来るかどうかという事を、自他ともに明かす為の心試しの道ですから、一度限りの真剣勝負の道です。
どれだけの人が、再び人としてお連れ通り頂けるか分かりません。
こんな道とは知らなかったと、泣いてもおめいても許されません。
一人や二人の為の道では無く、全ては世界存続の為であり、真実が無ければ我が身恨みの道と成ります。
どれたけ非力であろうと、世界一の悪因縁の者であろうと、何処までも神様に付いて行こうとする心一つでお連れ通り下さるのであり、どれだけの善の者であろうと、どれだけの力を持つ者であろうと、人間の力で及ぶ道ではありません。
どのような悪であろうと、どのような善であろうと、親神様に対して積み重ねた親不孝の理は五十歩百歩であり、積み重ねた悪因縁も五十歩百歩です。
どのような心を出して、どのようにお連れ通り頂くかは銘々の心次第です。
何より大切な可愛い我が子を、一人でも多く救けてやりたいと思し召される親神の御心に沿わせて頂く事が、最も大きな親孝行と成ります。
今日の一日の心、今の一瞬の心が末代の理に治まりつつあるのですから、常に我が胸に手を当て、己の誘惑に負けないよう、神様に安心して頂けるよう、喜んでお連れ通り頂けるよう、一つ一つ確かめながら運ばせて頂かなければなりません。)

